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各館「事業一覧」 表の見方 
 

１ 「分類」について 

① 青少年対象事業 

青少年を対象とした学級、講座として実施した事業です。 

  ② 成人一般対象事業 

成人に関する問題、生活講座等、一般向けに実施した事業です。 

  ③ 高齢者対象事業 

概ね６０歳以上を対象として実施した事業です。 

  ④ イベント事業 

市民文化祭・市民体育祭・スポーツ大会・公民館まつり・芸術祭・音楽会など、広く市民

が参加できる学習イベント（映画鑑賞会、演芸会、メッセージギャラリー）等の事業です。 

⑤ 展示事業 

     ロビーや階段等を活用した作品等の展示。 

⑥ 会議等 

事業運営委員会・利用者懇談会・実行委員会・防災訓練・避難訓練・その他の利用者 

協力事業（設備備品の点検修理、大掃除等）。 

⑦ 広報事業 

各公民館だよりの発行・ホームページの更新。 

 

２ 「事業件数・延べ開催回数・延べ参加者数」について 

① 事業件数 

単発講座及び２回以上実施する連続講座はともに、事業件数を「１」としています。 

② 延べ開催回数 

     単発講座または連続講座であるかに関わらず、「実施した個別の講座の合計数」として

います。 

③ 延べ参加者数 

     参加者数は、個別の講座の参加者数の合計としています。ただし、大規模なイベントで

参加者数の正確な把握が困難な事業は、実行委員会報告や職員による計測等に基づいた概

算人数としています。また、ロビー等で行う「メッセージギャラリー」は、作品展示とは

異なり、市民が参加する学習活動であることから参加人数は寄せられたメッセージ数とし

ています。 

 

３ 「総合評価・重点目標」について 

①  総合評価 

     各講座等で実施した受講者アンケート結果を基に５点満点で記載しています。 

     （小数点第２位で四捨五入） 

５…大変良かった ４…良かった ３…ふつう ２…悪かった １…大変悪かった 

②  重点目標 

講座等のねらいに合った各館の重点目標の番号を掲載しています。 
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◆
平成２４年７月１８日

鉄筋鉄骨コンクリート造・地上３階建

㎡ 〔事務室、貸室、トイレ、廊下の他共有部分を含む〕

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

職員配置

◆
狭山市入間川１－３－１（狭山市市民交流センター内）

０４－２９５２－４１３７

狭山市駅西口徒歩１分（歩道デッキ直結）

chuo-kom@city.sayama.saitama.jp

所在地

電話 ＦＡＸ

E-mail

交通

０４－２９５２－２２３０

2

主事

1 1 62

中央公民館

館長 副館長 主査 主任

148100

60

16

20

35

35

41

81

470

148

51

790

100

40

合計

第1ホール

第2ホール

調理実習室

視聴覚室

炉、水屋（第１、2和室共用） ※12畳

炉、姿見鏡 ※16畳

グランドピアノ、ホワイトボード、演台、音響機器

アップライトピアノ、ホワイトボード、演台、音響機器

ＩＨ調理器具

施設案内

開館年月日

構造 ・規模

施設内容

施設概要

敷地面積

区分

工芸室

第1学習室

2,369.00

2,947.00

面積

97

36

定員

30

20

備考

陶芸窯、七宝窯

ホワイトボード（壁掛け）

ホワイトボード

ホワイトボード

ホワイトボード

ホワイトボード

主事補

20第2学習室

第3学習室

第4学習室

第5学習室

第1和室

第2和室

20

20

20

26

7224

0

社会教育主
事有資格者

1

スクリーン、音響機器、アップライトピアノ、プロジェクター、映写機

（R5.4.1時点）
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令和４年度 中央公民館 振り返り（評価・課題等） 

 中央公民館では、令和４年度において４つの重点目標を掲げ、新型コロナウイルス感

染症の感染拡大防止策を講じた上で、事業を実施した。しかしながら、計画していた一

部の事業が、開催回数や人数制限等による規模を縮小しての開催、または中止となった。  

本年度事業における各重点目標は次のとおりであり、本年度の反省と課題を踏まえ、

これを次年度事業に活かしていきたい。 
 
重点目標 １ 人権・平和・環境・防災・防犯・少子高齢化・子育て・健康・ 

国際化等の現代的課題や地域課題への取り組みの実施 

平和や障がい者等への理解を深めることを目的とした「人にやさしい人権講座」や、

情報格差の解消を目的とした「初心者スマホ教室」などの現代的課題・地域課題への取

り組みを行った。また、源義高を題材とした「郷土の歴史文化講演会」では、地域で活

動する方々を講師に迎えて開催し、参加者の地域に対する郷土愛を育むことができた。 

今後も、現代的課題や地域課題の解消に向けた取り組みに寄与していく。 
 

 重点目標 ２ 青少年から高齢者まで、すべての人々の居場所づくりの推進  

地域の中学生対象の交流の場としての「第３０回入間川地区中学生百人一首かるた大

会」、高齢者対象の学習の場としての「中央寿教室」、１８歳以上の知的障がい者対象の

学習や文化活動の場としての「あけぼの教室」を実施した。約３年ぶりに再会した事業

も多く、参加者からは、久しぶりに講座に参加できる喜びの意見が多くあり、改めて公

民館が地域の学習・文化活動拠点であることを再認識した。今後も、公民館として、誰

もが社会とつながりを持つことができるよう、一人ひとりの「居場所」づくりを引き続

き実施していく。 
 
 重点目標 ３ 地域の教育機関や関係団体、企業と連携した講座の実施 

 親子を対象に「家族ふれあい講座」を家庭教育アドバイザーと共催して開催した。参

加者は、さまざまな体験を通して、家庭・地域の教育力の向上及び、世代間交流を図る

ことができた。今後も地域との更なる連携を進める中で、地域の教育力の向上、地域の

つながりの強化に寄与していく。 
 
 重点目標 ４ 地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる事業の実施 

「入間川まちづくりコンサート」は、狭山市駅西口周辺のにぎわいづくりと地域の交

流を目的に実施している事業で、今年度は入間川地域の児童館や地域で活動する団体と

協力して開催した。感染症の影響により、例年よりも参加団体が減少してしまったが、

当日は大変盛り上がり、地域の教育力を高め合うことができた。今後もできる限り多く

の地域団体や公民館利用団体と連携し、団体による地域貢献活動を促進し、地域が活性

化していく取組を実施していく。 
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★ピックアップ事業★

源頼朝の追手に入間河原で討たれた清水義高を題材とした、狭山市の中世を学ぶ講演会を開催し、
郷土意識の高揚を図ることを目的とした事業。

【講座のねらい／内容】

『郷土の歴史文化講演会』

令和４年度は、大河ドラマ「鎌倉殿の13人」にて清水冠者 源
義高が取り上げられることから、例年よりも回数を増やして開催。
１回目では、紙芝居作家・実演家の中村 ルミ子氏、東京都無形
文化財保持者説経節 ３代目 若松 若太夫氏による、紙芝居と説
経節の共演で、義高と大姫の物語について学びました。
２～４回目では、狭山まちづくリストの会副会長 吉岡 勇三氏に
よる、義高と大姫の物語の歴史背景や、物語に至るまでの経緯に
ついて、講師自ら現地に赴き、そこで得た情報や感じたことを踏ま
えながら、わかりやすく紹介していただきました。

【参加者数】延べ７１人 【重点目標】２・４ 【総合評価】３．９

【講 師】中村 ルミ子(紙芝居作家・実演家) ・ 若松 若太夫(東京都無形文化財保持者 説経節 ３代目)
吉岡 勇三(狭山まちづくリストの会副会長)

★ピックアップ事業★

一人ひとりが人権を尊重し、多様性を認め合いながら、誰もがいきいきと暮らせる社会をめざし、人権
意識の高揚を図ることを目的とした事業

【講座のねらい／内容】

『人にやさしい人権講座』

令和４年２月からロシアによるウクライナ侵攻が始まり、これまで
に多くの被害が出ている状況を踏まえ、平和について考えてほしい、
戦争における人権侵害について考えてほしいという目的から、「語り
継ごう あの頃のことを」を開催しました。
今回の講座は、戦争について知らない小・中学生とその保護者を
対象として、戦争経験者が在籍している朗読サークルクローバーに
よる日本の戦争を題材とした５つの物語を朗読していただき、戦争
や平和について考えるきっかけとなりました。

【参加者数】延べ２０人 【重点目標】２・４ 【総合評価】４．８

【講 師】①平和「語り継ごう あの頃のことを」 朗読サークルクローバー(中央公民館利用登録団体)
②ボッチャ体験 狭山市スポーツ推進委員

①「語り継ごう あの頃のことを」(人権テーマ：平和)

この講座は、障がい者スポーツであるボッチャを体験することで、
障がいを持っている方への理解を深めることを目的とした事業で、
ボッチャを初めて体験する方を対象に実施しました。講師は狭山市
スポーツ推進委員に依頼し、ボッチャの基礎から教えていただきま
した。その後の試合では、投げたボールに両チーム一喜一憂し、大
変盛り上がりました。
また、参加者からの要望もあり、いすを使っての車椅子投球で試
合を行いました。「立って投げている時とは違い、思ったとおりに投
げられずにむずかしかった」などの感想もあり、実際の障がい者の
目線になることで、障がいを持っている方への理解を深めることが
できました。

②ボッチャ体験(人権テーマ：障がい者)
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★ピックアップ事業★

狭山に関わりのある文学者ゆかりの場所を訪問し、作品や人物を知ることで、教養を深め、郷土愛を
培うことを目的とした事業。

【講座のねらい／内容】

『茶の花散歩道(入間川文学散歩)』

今回の講座では、狭山市役所中庭の万葉歌碑、八幡神社の津
村節子記念碑、慈眼寺の吉野弘碑を実際に訪れ、講師のさやま
吉野弘の会による、当時の様子や建立の経緯などについて解説
をしていただきました。
参加者からは「何十年も狭山に住んでいながら、知らないこと
ばかりでした。素敵な企画に参加できてよかったです。」「身近な
ところに、こんな宝があることがわかり、感動しました。」などの感
想があり、狭山に関わりのある文学者について知ることで、郷土愛
を培うことができました。

【参加者数】13人 【重点目標】２・４ 【総合評価】4．９ 【講 師】さやま吉野弘の会

★ピックアップ事業★

スマートフォンの基礎的な使い方を学び、情報格差の解消と非対面・非接触でもコミュニケーションが
とれることを目的とした事業。

【講座のねらい／内容】

『初心者スマホ教室(全４回)』

新型コロナウイルス感染症の影響により、対面でのコミュニケー
ションが制限され、人とのふれあいが自粛が求められるなか、非
対面・非接触でもコミュニケーションをとるための方法を学ぶ初心
者向けのスマホ教室を実施しました。
この講座では、スマートフォンを初めて触る方にもわかりやすい

ように、貸出用のスマートフォンを使用して、電話・カメラ・マップ等
の基礎的な内容について学びました。

【参加者数】70人 【重点目標】1・２・４ 【総合評価】4.3

【講 師】ソフトバンク株式会社認定スマートフォンアドバイザー・ドコモショップ入間狭山店

★ピックアップ事業★

地域の保育所・幼稚園・小学校等や音楽サークルが出演するコンサートを通じて、音楽・芸術文化活
動を推進するとともに、地域交流の場とすることを目的とした事業。

【講座のねらい／内容】

『入間川まちづくりコンサート』

今回で1４回目となる「入間川まちづくりコンサート」を３年ぶり
に開催しました。今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、参加希望のあった児童館・音楽サークルのみで実施となり
ましたが、9団体が参加していただき、大変盛り上がりました。

【来場者数】153人 【重点目標】1・２・3・４ 【共 催】入間川まちづくりコンサート実行委員会、
入間川地区センター、富士見公民館

【協力団体】ダックワーズ／Ｌｏｌｌｙ－ｐｏｐ／中央児童館ベルクラブ
狭山少年少女合唱団／さやま・川の街合唱団
さやま管弦楽クラブ／狭山ギタークラブ
ウクレリアンズ／メロディカル
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分
類

終了時期

3月 212 回 602 人 0 円

【ねらい】

2

7月 回 人 円

【ねらい】

8月 10 回 140 人 ※ 円

【ねらい】

4.2

2月 1 回 95 人 0 円

【ねらい】

3 件 223 回 837 人

9月 4 回 71 人 0 円

【ねらい】

3.9

【共催】 【継続】 7月

2・4

1・3・4

【内容】

【継続】 8月

【内容】

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【共催】青少年育成入間川地域会議

夏休みに入る前の小学生を対象に、読書や長期
休暇中に体験してほしいことを伝え、より充実した
夏休みを過ごしてもらう

令和４年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【主催】   １．開放教室「独習」 【継続】 4月

青
少
年

【内容】

【重点目標】

【内容】
・チーム戦と個人戦（3人1組のリーグ戦）
・読み手や司会、審判などを生徒自らが担当
・成績発表

入間川地区の中学生を対象に、伝統文化に親し
むとともに、中学生スタッフによる運営や他校生徒
との交流により、青少年の健全育成を目的とする
【総合評価】 【重点目標】 2・4

備
考

・2週間前の段階で予約の入っていない部屋について、
学校の宿題や受験などの学習に限り開放
・日程についてはホームページ及び日程表を掲示し周
知 【総合評価】

備
考

【協力】狭山市市民交流センター

学校の宿題や受験などの学習に限り、公民館施設
の一部を開放することにより、学生等に学習の場を
提供し青少年の居場所づくりにも寄与する

【重点目標】

【共催】

２．夏休みの読書

４．百人一首かるた大会 【継続】 2月

・入間川小学校の全校児童を対象に、夏休み中に読ん
で欲しい本の案内や長期休業を活かした夏休みの過ご
し方に関する説明会を実施

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
【総合評価】 【重点目標】 2・4

備
考

【共催】入間川小学校、博物館、中央児童館、
図書ボランティア

【主催】  ３．ぼく、わたしの夏休み

・中央公民館利用サークルへ公募し、サークル主体で
実施した小学生対象の夏休み体験教室※実費徴収
・プログラミング、フラダンス、チアダンス、マジック、囲
碁、将棋、読み聞かせ、手話体験、茶道、紙芝居の体
験を実施

地域の大人から様々な事を学び、世代間交流およ
び子どもの居場所づくりの促進を図る

【総合評価】

備
考

【講師】キッズプログラミングCAまぐまぐ／フラ・レフア／キッズ
ダンスメルシーズ／マジック四喜／さやま市民大学同窓会囲碁ク
ラブ／わかば将棋クラブ／彩葉／狭山市聴覚障害者の会／狭山
市茶道連盟／特定非営利活動法人紙芝居・大道芸ネットワーク

成
人
一
般

【主催】 １．郷土の歴史文化講演会 【継続】 4月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

【総合評価】

①紙芝居「義高と大姫のやくそく」と説経節の鑑賞
②③④源頼朝の追手に入間河原で討たれた清水冠者
義高（源義高）を題材とした講演会を開催

狭山市および入間川地区ゆかりの清水冠者義高
を題材とした講演会を通じ、郷土意識の高揚を目
的とする

【重点目標】

備
考

【講師】①中村ルミ子(紙芝居作家・実演家)若
松若太夫(説経節３代目)②③④吉岡勇三(狭山
まちづくリストの会）

25



分
類

終了時期

令和４年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

12月 2 回 20 人 0 円

【ねらい】

4.8 1・3

3月 1 回 16 人 0 円

【ねらい】

1・2・4

7月 1 回 41 人 0 円

【ねらい】

4.5 2・4

10月 1 回 7 人 0 円

【ねらい】

1・3

3月 4 回 70 人 0 円

【ねらい】

4.3 1・2・4

成
人
一
般

親子を対象とした講座を通して、家庭・地域の教育
力の向上につなげることを目的とする

【総合評価】

【協力】ボランティア
【講師】埼玉県障がい者スポーツ指導者協議
会、狭山市スポーツ推進委員

【継続】４．家族ふれあい講座「親子でつくろう！あそぼう！」 7月

【内容】

【重点目標】

障害者の自立・社会参加の促進とボランティアの育成を
図るため、障害者を対象に、様々な体験学習や交流事
業を通年で開催

２．人にやさしい人権講座 【新規】 5月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

①「語り継ごう あの頃のことを」(人権テーマ：平和)
②ボッチャ体験(人権テーマ：障がい者)

障害者を対象に、様々な体験学習や交流事業を
通年で開催し、障害者の自立・社会参加の促進と
ボランティアの育成を目的とする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

一人ひとりが人権を尊重し、多様性を認め合いな
がら、誰もがいきいきと暮らせる社会をめざし、人
権意識の高揚を図る

【主催】 ３．あけぼの教室 【継続】 7月

【内容】

・親子で、プラバンでキーホルダー作り・工作・折り紙
コーナー・バルーンアート・輪投げやダーツ、段ボール
ぽっくり、ハンドベル体験を実施
・家庭教育アドバイザーによる子育てにおける悩み相談
を開催

【継続】

【共催】家庭教育アドバイザーｉｎ狭山

【主催】

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

スマートフォンの基礎的な使い方を学び、情報格
差の解消と非対面・非接触でもコミュニケーション
がとれることを目的として実施する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】①③④ソフトバンク株式会社認定スマー
トフォンアドバイザー②ドコモショップ入間狭山
店

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】①朗読サークルクローバー②狭山市ス
ポーツ推進委員

【主催】 ６．初心者スマホ教室 【新規】 9月

【共催】 ５．環境にやさしいライフスタイル講座

・温暖化対策や川の保全等の環境をテーマとした体験
学習や講演会を開催
・入間川と城山砦跡を歩く

【共催】ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワーク、
社会教育課、柏原公民館

身近な問題（ゴミ問題、温暖化、電力問題、入間川
再生プロジェクト、環境まちづくりなど）を学び、環
境に対する市民の意識啓発を図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

備
考

10月

【内容】

情報格差の解消と非対面・非接触でもコミュニケーショ
ンがとれることを目的として、スマートフォンの基礎的な
使い方を学ぶ講座を実施
①③④スマートフォンの基礎知識と操作方法を学ぶ
②らくらくスマホを使ってみよう（スマートフォンを持って
いない方対象で実施）

【共催】
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分
類

終了時期

令和４年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 1 回 13 人 0 円

【ねらい】

4.8 1・3・4

8月 1 回 12 人 0 円

【ねらい】

4.1 1・3・4

2月 1 回 79 人 0 円

【ねらい】

4.2 1・4

2月 3 回 29 人 1,000 円

【ねらい】

1・4

2月 2 回 21 人 1,100 円

【ねらい】

4.5 1・4

女性自身への意識啓発を推進するための連続講座を
開催
①性犯罪被害防止講座
②講演「犯罪被害者遺児となりて」
③花文字・カードづくり

男女共同参画社会を実現するため、女性自身へ
の意識啓発を推進し女性のリーダー養成を目的と
する
【総合評価】 【重点目標】

狭山茶について学ぶと共に、いろいろな楽しみ方
を体験し、お茶をより多く取り入れた健康で豊かな
生活を送る一助となることを目的とする

【内容】
・第１回「お茶の効能や楽しみ方」
・第２回「お茶を使った料理」

８．地元の人に聴く　入間川商店街昔話 【新規】 8月

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】野口留美子(日本茶インストラクター)、土
田丹智子（料理研究家）

備
考

１１．お茶の楽しみ方　エトセトラ 【継続】

当市ゆかりの狂言師、狂言の演目をテーマにする
ことで、身近にある伝統芸能にふれ、伝統文化の
伝承を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】男女共同参画センター
【講師】①埼玉県警察防犯指導班「ひまわり」②一般
社団法人犯罪被害者等支援の会オリーブ代表　佐
藤　咲子③世界の花文字®　いまいゆうこ

2月【共催】

【講師】吉田早苗（入間川七夕通り商店街会長）
【共催】狭山市立博物館

備
考

【総合評価】 【重点目標】

狭山に関わりのある文学者ゆかりの場所を訪問し、
作品や人物を知ることで、教養を深め、郷土愛を
培うことを目的に実施する

成
人
一
般

【重点目標】

備
考

１０．ステップアップセミナー 【継続】

【講師】さやま吉野弘の会

【共催】

令和２年度から令和３年度にかけて博物館が実施した「収蔵品展　入
間川商店街－繋がるモノ・人・街－」で展示していた展示パネルを活
用し、地元の人から昭和の時代の様子を聴くことで、郷土愛を育むこ
とを目的に実施する

【総合評価】

９．狂言講演会 【継続】

令和２年度から令和３年度にかけて博物館が実施した
「収蔵品展　入間川商店街－繋がるモノ・人・街－」で
展示していた展示パネルを展示し、講師が語り手とな
り、入間川商店街の歴史や当時の様子について学ぶ
講演会を開催

【共催】狂言入間川を観る会
【講師】山本則孝、山本凜太郎（大蔵流山本会）

2月

【内容】

2月

・当市を流れる入間川を題材にした狂言『入間川』に関
する講演会を当市在住の狂言師が講演した

【主催】

10月

ピックアップ事業で紹介！

【内容】

・茶の花散歩道～万葉歌碑・津村節子記念碑・吉野弘
詩碑を巡る～
・狭山市役所中庭の万葉歌碑、八幡神社の津村節子
記念碑および慈眼寺の吉野弘碑を実際に訪れ、当時
の様子や建立の経緯などを学んだ

【共催】

【主催】 ７．茶の花散歩道(入間川文学散歩) 【新規】

【内容】
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分
類

終了時期

令和４年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 3 回 89 人 0 円

【ねらい】

4.8 2・3

3月 1 回 26 人 0 円

【ねらい】

3.9 1・4

13 件 25 回 494 人

3月 11 回 21 人 0 円

【ねらい】

1

3月 11 回 191 人 0 円

【ねらい】

1・2

3月 4 回 46 人 0 円

【ねらい】

備
考

【共催】高齢者支援課、青空の会

３．中央寿教室 【継続】

認知症になっても住み慣れた地域で自分らしく暮
らせるようにカフェを開き、認知症の方やその家族
の居場所づくりを目的とする

【重点目標】

4月【継続】

【主催】

論語に関する基礎知識を学び、歴史や文化に対
する理解を深めることを目的とする

【総合評価】

【共催】 １．オレンジカフェ

２．青空サロン 【継続】

【総合評価】

備
考

【共催】介護保険課
【協力】地域包括支援センター職員など

備
考

【新規】 2月

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【内容】

5月

６５歳以上を対象に、講座を通して高齢者の居場
所づくりと受講者の交流を図ることを目的とする
（いきがいづくりや仲間づくり）
【総合評価】 1・2・3・4【重点目標】

備
考

・月１回カフェを開催
・情報交換や相談支援事業を実施

【内容】
・レクリエーション指導（体操、ゲーム、脳トレ、レクリエー
ションダンス等）
・第3日曜日9時～11時活動

地域の高齢者の健康維持・仲間づくりを目的とす
る

【総合評価】

【主催】 １２．はじめての論語講座

・参加者のいきがいづくりや仲間づくりを支援するため、
健康や防犯、歴史などの講座を開催
・例年は通年の中央寿大学として実施していたが、新
型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、単発講座
の中央寿教室として実施
①「楽しく学べる気象と防災講座」
②「気を付けよう！あなたを狙う悪質商法」
③④わたしと家族の「そうぞく」講座

・ウォーキングを楽しむために 正しい歩き方の講義
・早春の狭山を散策(5～6ｋｍ)
・クールダウン
・質疑応答

ウォーキングを通じて参加者の健康増進と参加者
相互の親睦を図ることを目的とする

【総合評価】 【重点目標】

備
考

4月

高
齢
者

【内容】
・これが孔子だ！論語の基本を知る
・これが名言だ！論語の名言を好む
・これぞ論語！論語の言葉を楽しむ

【内容】

【共催】 １３．健康ウォーキング教室 【継続】 3月

【内容】

【講師】①狭山市役所危機管理課②消費生活
センター③④明治安田生命保険相互会社

【重点目標】

【重点目標】

【共催】スポーツ振興課

成
人
一
般

【共催】

【講師】打越竜也(放送大学埼玉学習センター)
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分
類

終了時期

令和４年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 1 回 26 人 0 円

【ねらい】

4.3 1・3

3月 1 回 17 人 0 円

【ねらい】

4.7 1・3

5 件 28 回 301 人

6月 回 人 円

【ねらい】

1･2・4

10月 1 回 700 人 0 円

【ねらい】

1・4

10月 1 回 494 人 0 円

【ねらい】

1・4

５．介護予防講座 3月【継続】

11月

【共催】入間川・入間川東地域包括支援セン
ター
【講師】松下耕平（埼玉石心会病院理学療法
士）

地域の高齢者が日常生活で実施できる、認知症
予防について学ぶことを目的とする

【総合評価】

備
考

・入場行進・開会式
・紅白玉入れ、自治会対抗リレーなど
・成績発表
・優勝旗・賞状授与
 会場：入間川小学校校庭
 参加自治会22団体

10月

【共催】入間川地区自治会連合会、富士見公民
館
【協力】入間川地区各小学校、入間川中学校、
交通安全協会入間川支部他

２．入間川体育祭【共催】

備
考

【総合評価】

【重点目標】

【共催】 10月

【重点目標】
【共催】狭山市美術家協会【協力】鈴木至夫（日
本画）、柏健（洋画）、植松隆（工芸）

体育祭を通して自治会内の活動を促すとともに交
流と親睦を図ることで地域での相互理解を深め、
協調意識を醸成することを目的とする

【重点目標】

高
齢
者

イ
ベ
ン
ト

備
考

【講師】伊東トシ子（健康管理士上級指導員）

【総合評価】

【重点目標】

囲碁の愛好者に対局の場を提供することにより、
親睦を図るとともに、愛好者人口の拡大を図ること
を目的とする
【総合評価】

備
考

6月

備
考

【協力】狭山市囲碁連盟

楽しみながら身体を動かし、介護を受けずに暮ら
せることを目的とする

【内容】

【継続】

【内容】
・自宅で簡単にできる認知症予防運動を紹介
・グーパー体操、ステップエクササイズ、コグニステッ
プ、コグニウォーキング、ビジョントレーニング
・パタカラ体操

【主催】

１．狭山市囲碁大会個人戦

４．認知症予防講座 【継続】

【内容】
芸術文化振興のため、美術家協会と県展入選者と
を組み合わすことにより、幅広い層への文化活動
の発表の場とすることを目的とする

【内容】
・自宅で簡単にできる介護予防運動を紹介
・健康寿命づくり(有酸素運動、生活習慣改善など)

【内容】

・狭山市美術家協会展と、市内在住の県展入選者の作
品を同時展示を開催（県展入選者は、希望のあった方
のみ）

３．狭山市美術家協会展・県展入選作展

【共催】

・段、級位によるクラス別個人戦
・成績上位３名に賞状授与

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

【継続】

【継続】

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【主催】

【総合評価】 【重点目標】
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分
類

終了時期

令和４年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 1 回 1,331 人 0 円

【ねらい】

1・4

11月 1 回 人 0 円

【ねらい】

1・2・3・4

12月 回 人 円

【ねらい】

1・4

11月 1 回 153 人 0 円

【ねらい】

1・2・3・4

12月 1 回 230 人 0 円

【ねらい】

1・4

11月

【総合評価】

12月

・福祉施設、特別支援学校や特別支援学級、中央公民
館のあけぼの教室が出展する福祉パネル展
・障害者自らが語る「こころの声の発表会」
・福祉施設などで製作した物品の販売
・人権週間にあわせた人権パネル展も同時開催
・人権相談コーナー開設
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、狭山市自
立支援協議会のみで実施

ソフトボールを通して自治会内の活動を促し、他自
治会との交流を図ることで地域での相互理解を深
め、元気な地域づくりを目的とする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】入間川地区自治会連合会、富士見公民
館

障害者への理解と障害福祉の輪を広げること及び
広く市民の皆さんに人権に関する啓発をすることを
目的とする

備
考

【総合評価】

イ
ベ
ン
ト

【共催】入間川まちづくりコンサート実行委員
会、入間川地区センター、富士見公民館

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

狭山市市民交流センター内の各施設等が連携し
て、利用者間の交流の促進を図る中で、学びを通
じた人づくり、つながりづくり、地域づくりを進める

10月

中央公民館利用団体による日頃の芸術文化活動の発
表会

会期：11月２日～11月７日　計40団体が参加

市民文化の向上と、そこに集う市民相互の交流を
図るとともに、公民館サークルの学習成果を活かし
た地域貢献活動の促進を目的とする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山市民文化祭中央公民館会場実行
委員会

地域の保育所・幼稚園・小学校等や音楽サークル
が出演するコンサートを通じて、音楽・芸術文化活
動を推進するとともに地域交流の場とする

４．市民文化祭中央公民館会場

【内容】

【共催】 【継続】

・入間川地区の保育所・幼稚園・小学校等や音楽サー
クルが出演するコンサートを開催
・９団体が出演
・出演団体から選出された実行委員が運営するコン
サート

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、参加希望
のあった児童館・音楽サークルのみで実施

【内容】

６．ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ 【継続】【共催】

狭山市市民交流センター内の各施設で連携し、同時期
にイベント等を開催することで、各施設の利用者同士の
交流の促進を図ることを目的として実施
・中央公民館：市民文化祭11月２日～11月７日
・市民交流センター：彩の国マルシェ11月４日～11月６
日
・生涯学習情報コーナー：活動紹介（市民文化祭内）11
月２日～11月７日

【内容】

８．入間川地区ソフトボールオープンゲーム 【継続】 12月

５．施設利用者世代間交流事業 【新規】 11月

７．入間川まちづくりコンサート

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】市民交流センター内各施設(野村不動
産パートナーズ株式会社・生涯学習情報コー
ナー)

・各チーム２試合ずつの交流戦形式で対戦
会場：上奥富運動公園コンビネーショングラウンド
参加自治会１８団体

【継続】

【共催】

【共催】

【主催】

【重点目標】

備
考

【重点目標】
【共催】狭山市自立支援協議会、市民文化課
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分
類

終了時期

令和４年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 1 回 670 人 0 円

【ねらい】

4

7 件 7 回 3,578 人

12月 4 回 49 人

【ねらい】

2・4

3月 2 回 9 人

【ねらい】

　 1

5月 1 回 30 人

【ねらい】

1

12月 10 回 283 人

【ねらい】

1

会
議
等

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

９．写真連盟展 【継続】 2月

展示会を通じて、サークル同士の親睦を図るととも
に公民館との連携を強化しながら地区の魅力を伝
える活動につなげる
【総合評価】 【重点目標】

写真の合同展示

加盟団体　写そう会、写ってる会、SC写真クラブ、狭山
市写真作家協会、写研アイリス、狭山写真サークル、堀
兼写友会、フォトりんどう、水野の森写真クラブ、入間野
写真クラブ 備

考

【共催】狭山市写真連盟

【共催】

【内容】

【主催】 １．入間川まちづくりコンサートに関する会議 【継続】 4月

【内容】
・実行委員会開催（全3回）
・反省会開催

コンサートの内容や当日の流れ、役割分担につい
て調整を行うことで参加者の意思を統一し、スムー
ズに開催できるよう準備することを目的とする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 ２．事業運営委員会 【継続】 7月

【内容】
事業計画等についての事業運営委員会開催 事業運営委員と公民館職員の意見交換を行い、

公民館事業の企画、運営を円滑に進めることを目
的とする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】 ３．消防訓練 【継続】 5月

【内容】

【内容】

・建物火災を想定した市民交流センター内の各施設職
員と利用者を含めた避難訓練を実施

建物火災発生時に公民館利用者が安全に非難で
きるようにするとともに、利用者自身が日頃から災
害に対する心構えを持つことを目的とする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【主催】市民交流センター

【主催】 ４．体育祭、ソフトボール大会に関する会議 【継続】 6月

・実行委員会開催（全6回）
・体育主任会議開催（全3回）
・競技役員説明会開催

体育祭、ソフトボール大会の企画内容や役割など
を決め、実施に向けた準備をすることを目的とする

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

イ
ベ
ン
ト
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分
類

終了時期

令和４年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

12月 3 回 20 人

【ねらい】

 4

12月 1 回 8 人

【ねらい】

4

3月 4 回 198 人

【ねらい】

4

7 件 25 回 597 人

3月 12 回

【ねらい】

1

3月

【ねらい】

1

2 件

【主催】 ５．市民文化祭に関する会議 【継続】 6月

【内容】
・市民文化祭の準備に伴う会議を実施
参加団体から選出した実行委員を中心に企画、運営を
行い、参加団体への説明会を開催
・実行委員会（全3回）
・全体会議（全2回）

公民館利用団体が実行委員をすることで、自らが
運営することによる学びを生み出し、生涯学習の
振興に寄与することを目的とする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 ６．保守点検と座談会 【継続】 7月

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【主催】 ７．利用者懇談会 【継続】 3月

公民館事業や地域の情報を住民に周知することを
目的とする

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

会
議
等

広
報

【内容】
･公民館の役割についての再確認と利用サークル間の
交流を図ることを目的に、平日夜間、土曜午前に開催
①公民館の利用について②団体登録の更新について
③公民館からのお願い（公民館利用サークルの入会体
験フェスタの参加、公民館事業協力のお願い、保守点
検と座談会について）

利用者同士の交流を図り、公民館職員とのコミュニ
ケーションの場とするとともに、公民館についての
役割を啓発することを目的とする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

１．中央公民館だより「いるまがわ」発行 【継続】 4月

【内容】
・公民館利用団体、職員が合同で備品や施設を点検
･点検後、座談会を開催し、各団体及び職員間での意
見交換

保守点検を利用団体と共同で行うことで、各団体、
職員が連帯して作る公民館意識の醸成を図ること
を目的とする

『広報』事業（件数）小計

【主催】 ２．公民館ホームページ更新 【継続】 4月 随時

【内容】
・狭山市公式ホームページ内の中央公民館のページの
更新
・講座開催のお知らせ（参加者募集）
・事業報告の記事掲載

公民館事業の周知と講座等への参加者を募ること
を目的とする

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【主催】

【内容】
・毎月15,400部発行
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◆
（平成４年６月３０日竣工）

ＲＣ造 ・地上２階建

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

トイレ便座様式化工事（令和３年度）

◆
狭山市入間川３１５６

０４－２９５９－１９７１／０１７５

fuji-kom@wing.ocn.ne.jp

西武バス（狭山台団地行）富士見公民館入口下車徒歩５分

空調設備改修工事（平成２５年度）

共用部分照明ＬＥＤ化工事（平成２８年度）　

施設概要

事務室

その他

工芸室 20

定員

180

20

－

－

調理室

ホール

音楽室 30

開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

付属施設

施設等の整備状況

職員配置

小計

和室

その他

面積

１
階

小計

第１学習室

第２学習室

２
階

76

56

富士見公民館

館長 副館長 受付
事務員

区分

2,172.17

5635

40

30

12

46

386

876

会議室

20畳敷・水屋・姿見

調理台5台・ホワイトボード

備考

七宝窯・ホワイトボード

スクリーン・ホワイトボード

スクリーン・ホワイトボード

ホワイトボード

グランドピアノ・スクリーン
スピーカー・音響機器

グランドピアノ・大型スクリーン
可動式舞台・緞帳・音響機器

ＡＥＤ・コピー機

保育室・印刷機

平成４年１０月１日

陶芸小屋

耐震補強工事

54

37

72

251

65

1212合計

250

－

117

社会教育主
事有資格者

1 1 2

※富士見公民館は指定管理者「オーエンス・NTTファシリティーズグループ」が管理・運営しています

367

113

336

交通

０４－２９５９－１９７１

所在地

電話 ＦＡＸ

E-mail

施設案内

0 （R5.4.1時点）
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令和４年度 富士見公民館 振り返り（評価・課題等） 

 

富士見公民館では、令和４年度の狭山市基本方針に基づき５つの重点目標を掲げ、事

業を実施した。各項目についての評価、課題は次のとおりである。 

 

重点目標 １  現代的課題や地域課題への取組の強化 

身近な人権課題として、小学生を対象に高齢者疑似体験をおこない、高齢者への

思いやりと接し方を考える機会となった。防災講座として人命救助に必要な心肺蘇

生法の習得をおこなった。現代的課題に関する事業の内容がマンネリ化しないよ

う、内容を吟味していく。 

 

重点目標 ２  ライフステージに応じた公民館事業の充実 

子育て世代向けには毎月定期的に開催し、内容も趣向をこらしたものを提供し、参

加者同士のコミュニケーションにも役立っている。高齢者向けには年間を通した軽体

操・学習に関する複数事業を実施し、高齢者の健康維持に役立っている。来年度もよ

り多くの方の参加と頻度を増やす工夫をしていく。 

 

重点目標 ３  教育機関や関係団体等と連携した学習機会の充実 

さやま市民大学の歴史講座として『狭山の歴史こぼれ話』、博物館の『縄文時代の

くらしと火起こし体験』を行った。また、学習サークルが講師になり『そば打ち体験』

『陶芸教室』『七宝焼き』を実施し地域貢献にも繋がった。今後もサークルには活動

成果として体験教室の開催を要請していく。 

 

重点目標 ４  地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる公民館事業の推進  

狭山歴史ガイドの会の講師で入曽地域の文化財めぐりを実施し地域にある史跡・

旧跡をまわり地域の歴史に触れることができた。入間川体育祭、市民文化祭、地域

の音楽家・演奏家による音楽会等多くの方が参加できるイベントを開催した。 

 

重点目標 ５  学習サークルの支援および利用者とのコミュニケーション向上 

学習サークルの支援として『朗読の集いくもの糸』による第一回朗読発表会を開催

した。また利用者懇談会や日頃から利用者とのコミュニケーションを通して意見・要

望を伺い生涯学習の活動施設としての改善に努めている。 
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前年度は実施できなかったホールでのイベントで、今年度来場者を招いて行われたイベントを紹介
新型コロナ感染予防で定期的な換気や来場者数を制限して実施しました。

■地域の音楽家・演奏家による音楽会
【ねらい】音楽を通じて地域住人のつながりを深めることを目的に
実施

【重点目標】２・４
①第５１回　ふじみコンサート
【開催日時】令和４年１２月４日（日）１４時～１６時
【来場者】４８名（事前申込み制）
【関係者】１７名
【内容】狭山名曲鑑賞会によるソプラノ独唱、ピアノ独奏

②第１１回　『音の響』演奏会
【開催日時】令和５年２月２６日（日）１４時～１６時
【来場者】６６名（事前申込み制）
【内容】５サークルによる、以下の楽器の演奏
・ウクレレ、二胡、ギター、箏＆リコーダ、オカリナ

③カラオケ３サークル合同発表会
【開催日時】令和４年１１月３日（木）９時～１２時（文化祭期間内）
【内容】カラオケ３サークルによる合同発表会

東雲歌唱クラブ、花みずき、むさしの会
【来場者】９０席

■生涯学習支援事業
【ねらい】公民館サークルが活動成果を活用（発表）するための

支援
【重点目標】３・５
【サークル】朗読の集い　くもの糸
【内容】第一回朗読発表会
【開催日時】令和４年１１月２６日（土）１３時３０分～１６時
全７タイトル：ごん狐、乗り換えの多い旅、さくら隠し、他
【来場者】８８名（事前申込み制）

【日時】令和５年１月２８日（土）１０時～１２時
【ねらい】人権教育の一つとして高齢者に対する思いやりの気持ちを大切にし行動に繋げる
【重点目標】２・４
【参加人数】１０名（小学３年～６年）
【内容】社会福祉協議会から高齢者疑似体験器具を借用し、加齢により身体機能の低下や体力の衰

えにより高齢者の日常生活における様々な苦労を疑似体験する。
・手足に重りを着けて、段差の歩行や物を拾う動作をおこない、体力の低下、柔軟性低下の体感
・イヤーマフやゴーグルを着けて会話の聞き取り辛さや、視界の狭さ、視力低下の体感
・ビニールの手袋をして、箸を使ったり、本のページをめくる際の指の滑りや不自由の体感
最後に感想を聞いて高齢者に対して何をしてあげればよいかを考えてもらった。

★ピックアップ事業★ 来場者を招いてイベント再開

★ピックアップ事業★ 高齢者疑似体験　小学生おもしろ教室　
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分
類

終了時期

3月 59 回 265 人 0 円

2・4

10月 0 回 0 人 0 円

1・2・4

2月 10 回 90 人 1,000 円

2・4

11月 2 回 13 人 0 円

1・2・4

3月 3 回 21 人 0 円

1・2・4

【共催】 ４． 親子参加型事業

小学生までの親子を対象に、親子同士の触れ合いを深
めるとともに、子供の読書に対する関心を高めることを
目的に、工作と物語の読み聞かせの2部構成で実施
７月：夏のお話会
１２月：冬のお話し会
３月：春のお話し会

  ５．手作り遊びとお話し会

小学生までの親子を対象に、遊びを通じて親子同士の
触れ合いを深めることを目的に、体験を目的とした参加
型事業を実施
４月には交通安全教室を９月にはプラネタリウム観賞を
実施した

【継続】

【内容】

7月

【重点目標】

備
考

小学生までの親子を対象に、親子同士の触れ合
いを深めるとともに、子供の読書に対する関心を高
めることを目的に、工作と物語の読み聞かせの2部
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【継続】

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

【講師】４月：市民部交通防犯課
【協力】９月：狭山市立中央児童館

【ねらい】

【共催】ふじみおはなし会

【重点目標】

【総合評価】

備
考

【ねらい】

違う学校・学年の仲間たちと一緒に、様々なテーマにつ
いて楽しく学習する場を提供。　毎月第４土曜日に実施
６月：【出前講座】いじめが消えるテクノロジー
８月：【出前講座】恐竜の卵を作ろう
９月：プラネタリュウム観賞
１０月：マジック教室
１２月：クッキー作り
1月：高齢者疑似体験

放課後の遊び場・居場所提供を目的に、工作やゲーム
などの出入り自由なスペースを開設

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

【ねらい】

【ねらい】

4月

【協力】１０月：マジックトトロ、１２月：料楽会
【重点目標】

4月

【協力】ボランティアスタッフ

【主催】  ２．みんなのおうちスペースTie 【継続】

違う学校・学年の仲間たちと一緒に、様々なテーマ
について楽しく学習する場を提供する

放課後の遊び場、および他学年との交流の場を提
供する

【総合評価】

備
考

備
考

・利用のあった日数を回数とする

【重点目標】

令和4年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【主催】  １．開放教室 【継続】 4月

青
少
年

【内容】
・小中学生に当日の１階の空き部屋を利用して、学習
や子ども同士のふれ合い・憩いの場を提供

ピックアップ事業で紹介！

小中学生に当日の１階の空き部屋を利用して、学
習や子ども同士のふれ合い・憩いの場を提供する

【総合評価】

【内容】

【主催】  ３．小学生おもしろ教室 【継続】

【内容】

【共催】

4月

【ねらい】
年２回開催、主に小学校低学年以下のお子さんと
保護者を対象にした工作を行い、物づくりを楽しむ
と共に、繋がりを深め、地域内関係を密にする
【総合評価】
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分
類

終了時期

令和4年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

7月 1 回 20 人 0 円

1・2・4

8月 3 回 47 人 500 円

5 2・4

1月 2 回 8 人 0 円

2・4

8月 1 回 30 人 0 円

2

7月 0 回 0 人 0 円

1・2・4

青
少
年

１０．夏休み学習＆食事会 【継続】 7月

【内容】 【ねらい】
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

7月

備
考

【講師】サークル陶の会・凡土、東雲窯、彩工房
【重点目標】

小学３年生以上を対象に、陶芸を通じて土と親し
み、物を作る喜びを体験させることを目的に、陶芸
の基礎を学ぶ成形、削り、絵つけを３日間実施
【総合評価】

【総合評価】 【重点目標】

備
考

小学生を対象に、夏休み期間に宿題や教科書、
テキストを持ちこみ自習学習の場を提供する。同
時に指導を受けながら調理を学び、昼食を提供す
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】武州ガス

【ねらい】

小学生を対象とし、遊び体験を通した交流の場を
設け、公民館利用を促進する

【総合評価】 【重点目標】

【ねらい】
日本の伝統的な遊びに触れ、子供同士のコミュニ
ケーションを図る

備
考

8月

【ねらい】
狭山市入間川七夕まつりに合わせて公民館で誰でも自
由に参加し飾り付けを行ない、１週間程度館内に展示
した
・笹の木に事前に用意した折り紙を使って作ったり、短
冊に願いを込めて書き込んで飾り付けた
・館内展示後、狭山市入間川七夕まつり会場にて再度
飾った

備
考

狭山市入間川七夕まつりに合わせて公民館で誰
でも自由に参加し飾り付けをおこない、１週間程度
館内に展示する
【総合評価】 【重点目標】

小学生を対象に、長期休み期間に将棋（詰め将棋、本
将棋）を楽しむ

【主催】

【主催】 ９．七夕飾り 【新規】

【内容】

【主催】 ８．将棋体験会

夏休み期間を利用し、小学生を対象とし、遊び体験を
通した交流の場を設け、公民館利用を促進
・ホールを開放し遊び道具として、カーレット、卓球、トラ
ンポリン、輪投げ、けん玉、将棋、折り紙

・１日目：成形
・2日目：削り
・3日目：素焼きした製品に色つけ、絵付
　本焼きし後、作成者に渡した

【内容】

【継続】

【主催】 8月【継続】

【主催】 ６．みんな集まれ 【新規】

【内容】

７．夏休み子ども陶芸教室

7月

【ねらい】

【内容】
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分
類

終了時期

令和4年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 7 回 71 人 0 円

1・4

9 件 88 回 565 人

1月 22 回 163 人 20,000 円

2・3

3月 16 回 126 人 0 円

1・2・4

2月 2 回 34 人 0 円

4.2 1・2・3

7月 1 回 7 人 1,000 円

2・4

【内容】

・講義
・パソコン実習　　(基礎知識、Excel、インターネット、他)
・当日の振り返り

青
少
年

成
人
一
般

【主催】 １．初心者パソコン教室

【内容】

【重点目標】

【主催】

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【ねらい】

【共催】親子サロン「すくすく」
【重点目標】

４．女性講座 【継続】

【内容】

備
考

6月に、「ホルモンバランスを整えるアロマテラピー」（さ
やまルシェ）を予定していたが、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため中止
7月：七宝焼き
好みの色の釉薬とプリット又はミリフィルを載せ焼成しペ
ンダントの枠に入れ接着しチェーンを取付けた

【講師】おたがいさまふじみ

・０歳～未就園児と保護者が集い、子育ての場を提供し
た
なお、子供用の遊び用具を常備した

【主催】

【ねらい】
女性が楽しみながら学習し、日々の生活をより豊
かにするため実施する

備
考

備
考

【総合評価】

備
考

【重点目標】

6月

【重点目標】【総合評価】
【講師】七宝焼、絵舞釉

健康の維持増進を目指して、誰でも継続してでき
るような運動の体験講座（ノルディックウォーク）を
実施する

【総合評価】 【重点目標】

【ねらい】

備
考

4月

【ねらい】
就園前の親子同士のふれあいを深めることを目的
に、親子で楽しめるレクリエーションによる子育て
応援講座を毎月第３金曜日に実施する

【協力】狭山パソコン支援の会

4月

狭山パソコン支援の会の指導により、パソコン操作
の基礎を体系的に学び、情報格差の解消を図るこ
とを目的とする

【内容】

１1．プレイルーム 【継続】

・就学前のお子様と保護者が一緒に家でできない遊び
で楽しんだ

未就学児の親子を対象に、親子同士の触れ合い
を深める

【総合評価】
【講師】プレイルーム

6月

【ねらい】

 ２．子育て応援講座「すくすく」【共催】 【継続】

【継続】

【共催】 ３．健康づくり講座　

5月：【ノルディック・ウォーキング体験】
音楽に合わせた全身運動
2月：【健康づくり　ボウリング大会】

【総合評価】

【継続】 5月

【内容】
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分
類

終了時期

令和4年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

8月 0 回 0 人 0 円

1・3

12月 18 回 146 人 0 円

3・5

9月 0 回 0 人 0 円

4

10月 1 回 300 人 0 円

1

7月 1 回 27 人 0 円

1・2

６．生涯学習支援事業

【主催】

7月：おとな陶芸教室　　　　　　1回２日間で２回開催
9月：茶の湯体験教室　　　　　５日間
10月：手打ちそば作り体験　　３日間
11月：第一回朗読発表会　　　11月26日
　　　 おとな陶芸教室　　　   　1回２日間で２回開催
12月：クリスマスリース作り　　　12月17日

【内容】

【共催】 【継続】

【講師】陶の会凡土、狭山手打そばの会、錦舟
会

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【主催】

ゴミの分別を親子で学ぶ

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

５．環境講座　

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】狭山環境市民ネットワーク

ワークショップや講座を通じて環境への理解を深
めることを目的に、小学生対象のエコ工作教室、
一般対象講座の２回を実施する

8月

【ねらい】

【内容】

【継続】

【内容】

【継続】

・ロビーにて平和パネル展を実施
　10月3日～10月16日

８．平和事業

【内容】

【内容】

【共催】

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

ピックアップ事業で紹介！

【新規】

10月

【身近なマネー講座】　　東雲大学
・お金の運用の必要性
・３つのお金
　①すぐ使うお金
　②使う予定があるお金
　③すぐ使わないお金

【重点目標】

7月

将来の備えとして、ライフステージに応じた資産運
用、相続対策、貯蓄などの基礎を学び、人生設計
の一助とする

【主催】 ９．身近なマネー講座 【新規】

【ねらい】

備
考

【講師】飯能信用金庫　入曽支店

備
考

【重点目標】【総合評価】
【協力】埼玉県平和資料館

平和の尊さを再認識し、平和への意識を高めるこ
とを目的に、講演会や展示を実施

【重点目標】

【ねらい】
公民館サークルの活動成果を活用する場として、
希望サークルを募り、サークル独自（調理、工芸な
ど）の体験講座を実施する

【総合評価】

7月

【ねらい】

7月

【ねらい】

出店者と参加者が趣味や特技を自由に共有する
ことにより、人と地域を結びつけ、地域コミュニ
ティーの形成を目指す

備
考

７．だがしや楽校

成
人
一
般

【総合評価】
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分
類

終了時期

令和4年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 1 回 16 人 0 円

1・3

1月 1 回 11 人 0 円

1

1月 1 回 11 人 0 円

1

3月 1 回 4 人 0 円

1

11 件 65 回 845 人

2月 10 回 243 人 0 円

1・2・3

５月：【笑ってはつらつ認知予防講座】
６月：【おなか元気教室】
７月：【身近なマネー講座】
9月：【かしこく消費生活を送りましょう】
１０月：【プラネタリウム観賞】
１１月：【交通安全教室】
１月：【清水宗徳と養蚕まゆ玉教室】
２月：【相続ココだけの話し】

高齢者の人権の一つとして、小学生向けに高齢者の疑
似体験を実施、おもり、メガネなどを付け、高齢者の体
験をすることにより、高齢者への思いやりを学ぶ

【継続】

【内容】

【主催】 １１．人権講座

人権問題を共有し意識の高揚を図ることを目的
に、講座を実施する

備
考

11月

【内容】 【ねらい】

【共催】

【内容】

1月

１0．文化財めぐり　

【共催】 【継続】

4月

【ねらい】

【ねらい】

【講師】 NPO法人狭山歴史ガイドの会
富士見公民館、水野公民館、広瀬公民館合同
事業

【重点目標】

【継続】

【講師】 狭山市民大学　高橋光昭

【継続】

地域文化と歴史に対する理解を深めるとともに参
加者相互の交流づくりの促進を図る

【総合評価】

【総合評価】
【協力】狭山市社会福祉協議会

備
考

富士見公民館、水野公民館、広瀬公民館共催で実施
散策コース
水野の庚申塔➡入曽用水➡金剛院➡野々宮神社➡常
泉寺➡七曲井➡入間野神社➡（夢地蔵）

【主催】 １２．地域歴史講座　

【総合評価】

1月

【重点目標】

【ねらい】

【内容】

【講師】狭山市交通防犯課職員、
狭山市生涯学習まちづくり出前講座、他

【歴史講座】狭山の歴史こぼれ話
①原始古代から近世にかけて
②近代から現代へかけて

【重点目標】

備
考

備
考

【ねらい】【内容】
・救命入門コース
　消防署に依頼し「胸部圧迫、AEDの使い方」を実施

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【重点目標】
【協力】埼玉西部消防組合

近年の自然災害に対し地域防災への意識を高
め、日ごろから安全に気を配ることができることを目
的に、消防等関係機関の協力を得て講座を実施

１３．地域防災講座 3月

高齢者の生きがいづくり、健康づくりを推進するこ
とを主として、健康、環境、人権や金融等、様々な
ジャンルの中からテーマを選択し、毎月第３木曜
【総合評価】

地域文化と歴史に対する理解を深めることを目的
に、地域の史跡や旧跡めぐる散策を実施する

【重点目標】

【主催】  １．東雲大学 【継続】

【総合評価】

備
考

成
人
一
般

高
齢
者
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分
類

終了時期

令和4年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 17 回 440 人 0 円

1・2

3月 41 回 731 人 0 円

1・2・3

1月 8 回 83 人 0 円

1・2

11月 0 回 0 人 0 円

1・2

11月 1 回 6 人 0 円

1

5 件 77 回 1,503 人

【内容】
２回の開催で１講座とする完結型の入門講座
初心者の講座を含む全４回の開催
１回目　【ＬＩＮＥ基礎編】
「ＬＩＮＥとは？」・「ＬＩＮＥの基本画面」・「友達を追加しよ
う」・「不要な連絡先をブロックする」
２回目　【ＬＩＮＥ応用編】
・「音声アシスタント」・「災害の備え」・「アプリでネット
ショッピング等々」

【共催】 ３．いきいき百歳体操しののめ 【継続】

【内容】

【ねらい】

4月

【ねらい】

【ねらい】
世代間の情報格差の解消を図ることを目的に、ス
マートフォンの基本操作習得のための講座を実施
する
【総合評価】 【重点目標】

高齢者の健康維持を目的に、ノルディックウォーキ
ングを定期開催し継続しておこなうことを目的とす
る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

高齢者の交通事故防止、及び交通事故に関する
保険制度等の知識を習得し万が一の事故の補償
を考える機会にする

【内容】

【内容】

【新規】 5月

【主催】 ６．シニア向けドライバー講習

【協力】青空の会
【講師】狭山市長寿安心課職員

備
考

【講師】ソフトバンク株式会社

【主催】

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

【新規】 5月

【内容】

【講師】交通防犯課職員、損害保険ジャパン株
式会社

【重点目標】

備
考

【新規】 11月

【主催】  ２．富士見公民館　元気塾 【継続】 4月

【ねらい】

【総合評価】

高齢者の交通事故事例から交通安全、及び補償制度
についての講義

【おもりを付けて椅子に座って体操を行う】
①準備体操
②ラジオ体操
③百歳体操

高齢者の健康維持を目的に、いきいき百歳体操を
開催する。スタッフ活動を長寿安心課、包括セン
ター、公民館でサポートし、元気な老後を目指して
【総合評価】 【重点目標】

備
考

４．スマートフォン入門講座

地域での仲間づくりと健康増進を図ることを目的
に、青空の会を講師として、簡単なストレッチやレク
リエーションを中心とした講座を実施する

備
考

【主催】 ５．ノルディックウォーク教室

【ねらい】

【総合評価】 【重点目標】
【協力】青空の会

・4月～2月まで全17回 第１・第３月曜日に実施
体操・脳トレ・レクリエーションダンスを行う
・準備運動(ラジオ体操・椅子に座ってストレッチ)
・四文字熟語（椅子を使って）
・ジャンケンゲーム：東西南北　他
・レクダンス：ときめきのルンバ
・整理体操

高
齢
者
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分
類

終了時期

令和4年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 3 回 173 人 0 円

2・4

9月 2 回 13 人 0 円

10月 1 回 人 0 円

1・2

11月 4 回 1,000 人 0 円

11月 1 回 人 0 円

【総合評価】

【重点目標】

【協力】狭山名曲鑑賞会

公民館サークルに発表の場を提供し、地域文化の
高揚を図ることを目的に、公民館全館を会場として
サークルの活動発表および作品展示を実施する

備
考

1・2・4

【継続】

公民館利用者の新規開拓と公民館利用の促進を
図る

【総合評価】 1・2・3・4

１１月：カラオケ３サークル合同発表会
１２月：ふじみコンサート
２月：音の響き演奏会

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

【内容】

５．第１４回入間川まちづくりコンサート 【継続】

10月

【総合評価】

【ねらい】

【共催】

【主催】

１０月３０日～１１月３日に開催
・公民館活動の１3サークルがホールで、日頃の練習の
成果を披露
２１サークルの活動成果を展示
展示作品はサークル毎に動画で編集しYouTubeで配
信（公民館の２次元コードから視聴可能）

【内容】

３．入間川体育祭

【総合評価】

音楽を通じて地域住人のつながりを深めることを目
的に、バンド発表会、ふじみコンサート、カラオケ発
表会、音の響の4事業を実施する

【ねらい】

【内容】

体育祭を通じて自治会内の活動を促し、相互の理
解と協力、協調の意識を育てる

１０月２日開催
参加者数、総合評価は中央公民館参照

備
考

※７月、8月に実行委員会を設けたが、新型コロナウイ
ルス感染症拡大のため中止を決定

【ねらい】

【総合評価】

【主催】

【共催】

 ４．市民文化祭富士見公民館会場 【継続】

２．富士見公民館まつり 【継続】 9月

【内容】

2・4

備
考

【ねらい】

【ねらい】

備
考

11月

【重点目標】

10月

【重点目標】

【重点目標】

【重点目標】

地域の保育所・幼稚園・小学校等や音楽サークル
が出演するコンサートを通じて、音楽・芸術文化活
動を推進するとともに地域交流の場とする

１１月２６日市民センターコミュニティホールで開催
参加者数、総合評価は中央公民館参照

【共催】  １．地域の音楽家・演奏家による音楽会 【継続】 11月

イ
ベ
ン
ト
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分
類

終了時期

令和4年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

12月 1 回 人 0 円

1

6 件 12 回 1,186 人

3月 12 回 500 人

4

1 件 12 回 500 人

2月 3 回 15 人

【ねらい】

11月 5 回 24 人

【ねらい】

2月 3 回 100 人

【ねらい】

3 件 11 回 139 人

【内容】

『展示』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【ねらい】

【継続】 4月

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

ソフトボールを通じて自治会内の活動を促し、他自
治会との交流と親睦を図ることで、相互の協力、協
調の意識を育て、いきいきとした元気な地域づくり

12月

【総合評価】 【重点目標】

展
示

公民館登録サークルの活動成果を発表する場を
提供するとともに、作品鑑賞による来館者交流も促
進する

【重点目標】
【協力】写そう会、水墨画 絵筆の会、水彩画
サークル彩の会、木と遊ぶ会

・写真（ロビー壁面・通年）
・組木（ガラスケース）
・水墨画（階段壁面）
・生け花（エントランス・通年）

備
考

１２月４日開催
参加者数、総合評価は中央公民館参照

【共催】 １．サークル作品展

【総合評価】

【内容】

備
考

【共催】

【ねらい】

６．入間川地区ソフトボールオープンゲーム 【継続】

【主催】   １．事業運営委員会 【継続】 4月

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【主催】 ３．利用者懇談会 【継続】 2月

【内容】
・施設利用ルールの周知および利用者からの要望など
の意見・要望を聞く場
３日間に別けて開催（２月19日～２１日）

団体登録更新に合わせ、利用者の公民館利用
ルール再認識を図るとともに、利用者間および職
員との親睦を強め、公民館運営を円滑に進める
【総合評価】 【重点目標】 4

備
考

　

会
議
等

当年度報告と次年度計画確認
　

事業運営委員との信頼感を深め、課題を共有する
ことで、その解決を図り、より良い公民館運営を行
う
【総合評価】 【重点目標】

【内容】

イ
ベ
ン
ト

・7月13日　第一回実行委員会
・8月26日　第二回実行委員会
・10月20日　第三回実行委員会
・11月24日　第四回実行委員会　（反省会）

文化祭参加団体の意識を高め、連帯を深めつつ
円滑な準備、実行を図る

【総合評価】 【重点目標】 4

備
考

1・2・3・4

備
考

　

【主催】 ２．狭山市民文化祭会議 【継続】 7月

【内容】
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分
類

終了時期

令和4年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 12 回

3月

2 件

【ねらい】

広
報

『広報』事業（件数）小計

【主催】 ２．富士見公民館ホームページ更新 【継続】 4月 随時

【内容】 【ねらい】
・お知らせ、イベント、事業・講座、公民館だより、報告を
随時更新

ネットを通じて、地域住民はもちろん広く狭山市、
公民館の情報をタイムリーに発信し、興味を創造し
知名度の向上を図る
【総合評価】

【主催】 １．富士見公民館だよりの制作・発行 【継続】 4月

【内容】

【重点目標】 1・2・3・4

備
考

　

・公民館事業の開催・募集案内他年間を通して公民館
登録サークルの会員募集を掲載

地域住民に対して公民館事業や講座、公民館
サークルの情報を周知する

【総合評価】 【重点目標】 1・2・3・4

備
考

　

地域歴史講座(七曲りの井)
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◆

鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造） ・地上2階建

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

付属設備

◆

舞台照明設備、音響設備、卓球台
グランドピアノ、スクリーン、演台

調理台3台、冷凍冷蔵庫
ホワイトボード

和室（水屋、押入、床の間、炉あり）

120

舞台（大ホール）

小ホール（2室分割利用可）
大型鏡、アップライトピアノ
スクリーン、ホワイトボード

スタンドミラー※20畳

ホワイトボード

ホワイトボード

音響機器

－

－

30

30

20

230

合計

副所長 主査

トイレ（男、女、多目的）

小計

音楽スタジオ

コミュニティルーム2

コミュニティルーム1

窯置場、防災倉庫

太陽光発電パネル設置（施設屋上）

交流スペース等

448

939.31

1,837.73

0

交通

狭山市大字南入曽428番地の3

04-2959-3004

西武新宿線入曽駅東口下車徒歩5分

所在地

電話 FAX

E-mail

04-2958-5694

iriso-kour@city.sayama.saitama.jp

4

施設案内

11

職員配置 主任所長

カフェコーナー

アトリエ

事務室

20

－

区分

キッチンスタジオ

キッズルーム（授乳室、トイレあり）

大ホール

55.82

13.75

46.92

－

13.28

89.34

581.57

31.45

－

18

入曽公民館

2階

共通

141.35

50.56

46.50

38.77

39.67

316.85

121.17

818.14

30

七宝窯、作業台、ホワイトボード

コピー機、印刷機－

1階

図書コーナー（階段下）

4,801.03

－

－

218

73.20

主事

0

主事補

施設概要
令和2年4月1日開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

0

社会教育主
事有資格者

41

印刷室

小計

小計

備考定員 面積

180 184.00

73.81

（Ｒ5.4.1時点）
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令和４年度 入曽公民館 振り返り（評価・課題等） 

 

  重点目標 １  現代的課題への取組及び人材の活用 

 人権や健康、環境などをテーマとした講座を、関係団体のノウハウを生かしな

がら実施することができた。 

今後も、社会情勢の変化に応じた事業を展開していくとともに、地域人材の更

なる活用と発掘が必要である。 

 

重点目標 ２  ライフステージに応じた事業と世代間交流の促進 

    青少年から高齢者まで、楽しみながら学べる講座を実施した。また、地域団体

などと連携し、世代間交流の場を設けることができた。 

    今後も、幼児から高齢者まで、それぞれの生活環境で必要な課題やニーズに応

じた事業展開が必要である。 

 

重点目標 ３  様々な関係団体と連携した事業の実施 

   地域で活動する豊富な知識や技能及び経験を有する団体などと連携し、様々な

事業を実施することができた。 

今後も、それぞれの団体の長所を生かした事業を充実することで、地域の更なる

活性化を図っていく。 

 

 重点目標 ４  地域を知り、郷土愛を深める事業の充実 

入曽の歴史や伝統文化、入曽ゆかりの文化人にふれる事業を実施し、地域への

理解を深めることができた。 

今後も、郷土愛の醸成へと繋げていくため、地域にまつわる学習機会を充実す

るなど、文化活動や伝統文化の継承などを支援していく必要がある。 
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・天体望遠鏡を使用して、木星、土星等の惑星や皆既月食の観察

・入曽の子どもたちが名付けた「小惑星Iriso」の紹介

・冬に見える星座を中央児童館プラネタリウムの職員が説明

38人

　

119人（延） 4

【総合評価】 －

牛窪梧十氏

内　容

春のプラネタリウム＆池原昭治展見学

茶の花講演会「私の会った吉野先生」

茶の花文学散歩「吉野弘の見た風景」

書家・牛窪梧十 書の世界
～講演＆実演会～

入曽ゆかりの文化人を学ぶ

【ね  ら  い】

【内　　　容】

回 開催日

1 4月28日（木）

2 9月10日（土）

講　師／協　力

中央児童館、博物館

さやま吉野弘の会

【重点目標】

さやま吉野弘の会

親子天体観測会　LIGHT DOWN in Iriso

【日　　　時】

【ね  ら  い】 自然に親しむとともに親子の絆を深める

11月8日（火）　18：00～19：30

【内　　容】

1・2・3

【総合評価】 4.6

3 11月12日（土）

入曽ゆかりの文化人について学び、その魅力に迫る事で郷土愛を深める

4 2月19日（日）

【参加者数】

【参加者数】 【重点目標】

【共　　催】 中央児童館、NPO法人さやま環境市民ネットワーク、げんキッズ実行委員会、
青少年育成入曽地域会議

★ピックアップ事業★

★ピックアップ事業★
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31人

青少年育成入曽地域会議

令和5年1月4日～

入曽地区でのイベントや地域活動の紹介、各種事業の周知、報告　等

2

【総合評価】 4.4

・近年、増加傾向にある若年層への性犯罪・性暴力に対し、子どもたちが性暴力の加害
者、被害者、傍観者にならないよう「子どもの人権～性被害・性暴力から子どもたちを守
るために～」をテーマに講義を行い、その予防法について学ぶ

様々な媒体で情報を発信することで、より多くの人が情報を目にできることを
目的に行う

【ね  ら  い】

【内　　容】

【重点目標】

2月25日（土）　10：00～12：00【日　　　時】

人権意識について学び、広く人権教育の推進を図る

【参加者数】 【重点目標】 1・3

人権講座

【共　　　催】

【内　　　容】

公式Instagram更新

【運用開始】　

【ね  ら  い】

★ピックアップ事業★

★ピックアップ事業★
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分
類

終了時期

11月 1 回 710 人 0 円

【ねらい】

1

3月 15 回 322 人 0 円

【ねらい】

2・3・4

8月 1 回 13 人 0 円

【ねらい】

4.4 1・3

8月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1・3

7月 1 回 13 人 0 円

【ねらい】

5 2・3

備
考

【共催】NPO法人さやま環境市民ネットワーク

【総合評価】

【共催】 ５．親子でブックトーク 【新規】

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

【共催】水野公民館

備
考

【共催】中央図書館
【講師】中央図書館司書

【内容】
・入曽地区の小・中学校から人権に関する標語を募集
・審査会により応募作品７１０点から入賞作品２１点を選
出
・入賞者には記念品と表彰状を贈呈（新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため、市民文化祭での表彰は中止）
・入賞作品は短冊にして地域交流センターに掲示

【共催】

【内容】

【継続】

【共催】 ３．環境講座 【継続】

【共催】 ２．げんキッズ

①お茶つみ、②クッキーづくり、③林であそぼう（カブト
ムシ観察会）※、④地域の人とあそぼう※、⑤入曽の獅
子舞体験、⑥ボッチャ教室、⑦入曽囃子体験、⑧キャ
ンドルづくり、⑨水野の森の落ち葉掃き、⑩春を探そう、
⑪茶道教室（全5回）

※③④は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

４．木工教室（水野の里山事業） 【継続】

【内容】

入曽地区の小・中学校及び利用者団体を対象に、
一人一人が互いに尊重し合える社会を実現するた
めに実施
【総合評価】

8月

環境に関する意識の高揚を図る

【総合評価】

令和４年度　入曽公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【主催】 １．第21回人権標語 【継続】 5月

青
少
年

備
考

【協力】第２１回人権標語審査員

【重点目標】

【重点目標】

備
考

7月

地域団体や他公民館と連携し、地域の自然に親し
み環境への理解を深めることを目的に実施

【総合評価】

8月

5月

入曽地区内の小学生を対象に、体験学習を通し
て異年齢間の交流と仲間づくりの促進を図る

【総合評価】

備
考

・子供工作教室
・紙トンボ、ぶんぶん、ミニぞうりを作る

【内容】
・ブックトークの手法での本の紹介と、保護者に向けた
読書の必要性や楽しさを伝える講義を実施

子どもに読書への興味を湧かせ、親の意識を向上
させることで、親子で読書のある日常生活に誘導
する

【重点目標】

【共催】げんキッズ実行委員会、③⑨水野公民
館、④NPO法人いりそ支えあいたっち
【講師】①町田昌弘、⑤入曽の獅子舞保存会、
⑦入曽囃子保存会、⑧吉岡優

【重点目標】

【重点目標】

【内容】

（一部実費）
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分
類

終了時期

令和４年度　入曽公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

8月 1 回 5 人 200 円

【ねらい】

5 2・4

11月 1 回 38 人 0 円

【ねらい】

1・2・3

7月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1・3

6 件 20 回 1,101 人

6月 4 回 56 人 0 円

【ねらい】

4.3 1

10月 3 回 37 人 0 円

【ねらい】

4.6 1・4

青
少
年

成
人
一
般

【共催】 ８．親子防災サマーキャンプ 【新規】 7月

【内容】
・智光山公園キャンプ場にて防災グッズや食事づくり
・我が家の防災プランの作成、発表

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

災害時に家族の命を守れるよう、防災の知識や技
術を身につけるとともに、家族と話し合う機会を提
供するとともに、地域防災のリーダーシップを養う
【総合評価】 【重点目標】

・「水野村の歴史さんぽ」と題し、水野の成り立ちについ
ての学習会と散策を実施

7月

【主催】 ６．夏休み文化財教室 【継続】 8月

【内容】
・山王小にある文化財センターの所蔵品を使い、文化
財の復元について学習
・土器片を模したクッキー「土ッキー」づくり

文化財を取り扱う体験を通して、郷土の歴史や文
化財に興味を持つきっかけをつくる

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】社会教育課

【共催】青少年育成入曽地域会議

※令和４年度新規追加事業
備
考

地域への理解を深めるとともに、健康増進を図る

【総合評価】 【重点目標】

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【主催】

11月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

【共催】 ７．親子天体観測会「LIGHT DOWN in Iriso」 【新規】

・天体望遠鏡で木星や土星、皆既月食の観察
・小惑星Irisoについての講話

自然に親しむとともに親子の絆を深める

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】中央児童館、NPO法人さやま環境市民
ネットワーク、げんキッズ実行委員会、青少年育
成入曽地域会議
【講師】中央児童館、天体指導ボランティア

【主催】 １．はじめてのスマートフォン体験教室 【継続】 4月

【内容】
・スマートフォンを持っていない方、使い方がよくわから
ない方向けに、スマートフォンの基礎などを実機で体験

スマートフォンの特徴を知り、基本的な使い方を学
ぶことで、情報収集や、コミュニケーションの手段と
して使いこなせるようにする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】ソフトバンク株式会社

備
考

【講師】狭山楽史会　水野調査班

２．入曽再発見ウォーキング 【新規】

【内容】
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分
類

終了時期

令和４年度　入曽公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

5月 1 回 13 人 0 円

【ねらい】

4.4 1

2月 2 回 54 人 0 円

【ねらい】

1・3

1月 1 回 16 人 0 円

【ねらい】

3

2月 4 回 119 人 0 円

【ねらい】

4.6 4

2月 1 回 31 人 0 円

【ねらい】

4.4 1・3

【重点目標】

成
人
一
般

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

入曽ゆかりの文化人について学び、その魅力に迫
る事で郷土愛を深める

【総合評価】

備
考

人権意識について学び、広く人権教育の推進を図
る

【重点目標】

・近年、増加傾向にある若年層への性犯罪・性暴力に
対し、子どもたちが性暴力の加害者、被害者、傍観者
にならないよう「子どもの人権～性被害・性暴力から子
どもたちを守るために～」をテーマに講義を行い、その
予防法について学ぶ。

【総合評価】

備
考

【共催】青少年育成入曽地域会議
【講師】吉祥眞佐緒

【主催】

ピックアップ事業で紹介！

①「春のプラネタリウム＆池原昭治展」と題し、児童館バ
スを使った見学会を実施
②「茶の花講演会～私の会った吉野先生」と題し、故・
吉野弘氏の作品や人柄に触れる講演会を実施
③「茶の花文学散歩～吉野弘の見た風景」と題し、吉野
弘氏の詩の舞台となった場所等を巡る散策を実施
④「書家・牛窪梧十 書の世界～講演＆実演会」と題し、
牛窪梧十氏のトークライブを実施

７．人権講座 【継続】 2月

【内容】

地域団体と協力して講座を実施することで、地域
福祉の増進や防災意識の向上を図る

３．野鳥観察会 5月

【総合評価】

5月

・入間川沿いを散策しながら、講師から野鳥についての
説明

備
考

【講師】矢内昭夫
【重点目標】

【共催】

【内容】

【主催】 【継続】

【継続】

【共催】

【内容】

【共催】②③さやま吉野弘の会④社会教育課
【講師】①中央児童館職員、博物館ボランティア
②石川友子③さやま吉野弘の会④牛窪梧十
【協力】①中央児童館、博物館

【共催】 ６．入曽ゆかりの文化人を学ぶ 【新規】 4月

【重点目標】

・ボッチャ教室を開催し、ゲームを楽しみながらボッチャ
のルールを学んだ。

関心の高い健康問題や心身のリフレッシュをテー
マとした講演を実施し、地域住民の健康維持・増
進を図る
【総合評価】

備
考

【共催】入曽地区自治会連合会
【重点目標】

５．健康講座 【継続】 1月

【内容】

【総合評価】

野鳥を観察することにより、自然の大切さを学ぶ

４．地域福祉・防災講座

備
考

【共催】狭山市社会福祉協議会入曽支部【講
師】①西武文理大学・レインボーの会、②危機
管理課

①フレイルに関する発表と健康体操
②近年の災害・起こりうる災害についての備え
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分
類

終了時期

令和４年度　入曽公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 1 回 31 人 200 円

【ねらい】

4.9 1・3・4

8 件 17 回 357 人

11月 4 回 56 人 0 円

【ねらい】

4.4 1・2

1 件 4 回 56 人

5月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

11月 1 回 2,214 人 0 円

【ねらい】

3・4

10月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1 件 1 回 2,214 人

成
人
一
般

11月

【内容】
・入曽地域交流センター利用団体による日頃の芸術文
化活動の成果発表

①作品展示
②発表

日頃の活動成果を発表するとともに、市民相互の
交流と文化活動の発展を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

10月

・特別講座として、単発の講座を実施
①わたしと家族の「そうぞく」講座
②高齢者の行動特徴から見る交通事故防止セミナー

教養、知識を深め、参加者相互の交流と生きがい
の高揚を図る

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【重点目標】
【講師】①明治安田生命保険相互会社、②損害
保険ジャパン株式会社
【協力】交通防犯課

【共催】 ２．市民文化祭入曽会場 【継続】

【共催】市民文化祭入曽会場実行委員会【協
力】入曽地区まちづくり推進協議会

【共催】

【総合評価】

備
考

３．第66回入曽地区体育祭 【継続】

参加者の健康増進を図り、スポーツを通して住民
相互の交流と親睦を深め、地域の連帯意識を高め
る

【内容】

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

【共催】

【共催】入曽地区自治会連合会

【内容】

【共催】

・南入曽から所沢方面へ約3.5キロメートルを散策
・散策後に豆まきを実施

８．第28回節分の日の小さな旅 【継続】 2月

【総合評価】

備
考

地域を流れる不老川にまつわる節分の日の伝説
にちなんで、不老川周辺の文化財を訪ね地域を
散策し、郷土を愛する意識の向上を図る

【重点目標】
【共催】不老川をきれいにする会
【講師】寺本隆夫

【内容】

１．いりそカレッジ 【継続】【主催】 5月

高
齢
者 【総合評価】

備
考

イ
ベ
ン
ト

１．入曽地区自治会対抗ソフトボール大会 【継続】 5月

【内容】
・１６自治会が2グループに分かれ、トーナメント方式で
対戦
※雨天のため中止

参加者の健康増進を図り、スポーツを通して住民
相互の交流と親睦を深め、地域の連帯意識を高め
る
【総合評価】

備
考

【共催】入曽地区自治会連合会【協力】ソフト
ボール大会実行委員会

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計
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分
類

終了時期

令和４年度　入曽公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

4月 1 回 28 人

【ねらい】

11月 5 回 167 人

【ねらい】

2 件 6 回 195 人

3月 12 回

【ねらい】

2

3月 12 回

【ねらい】

2

3月 3 回

【ねらい】

2

3 件

会
議

・事業や講座の周知、実施報告 様々な媒体で情報を発信することで、より多くの人
が情報を目にできることを目的に行う

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】 ２．市民文化祭に関する会議 【継続】 4月

【内容】
①実行委員会（3回）
②部会会議（2回）

サークル・団体担当者を対象として、事業の目的
達成と円滑に運営することを目的に実施

【総合評価】

備
考

【共催】市民文化祭入曽会場実行委員会【協
力】入曽地区まちづくり推進協議会

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【主催】 ３．公式Instagram更新 【新規】 1月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

・事業や講座の周知、実施報告 地域住民に対し、事業や講座、また地域の行事に
ついて周知することで、事業の充実と地域の活性
化を図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

入曽地域交流センターだより合同

【内容】

【主催】 １．入曽公民館だより発行 【継続】 4月

広
報

『広報』事業（件数）小計

　

【共催】 １．自治会対抗ソフトボール大会合同会議 【継続】 4月

・事業や講座の周知、実施報告 様々な媒体で情報を発信することで、より多くの人
が情報を目にできることを目的に行う

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 ２．公式ホームページ更新 【継続】 4月

【内容】

【内容】
・大会の実施要項の説明、組み合わせ抽選など
【大会は雨天のため中止】

事業関係者を対象として、事業の目的達成と円滑
に運営することを目的に実施

【総合評価】

備
考

【共催】入曽地区自治会連合会【協力】ソフト
ボール大会実行委員会
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◆

事務室 ㎡

ホール 人 ㎡

㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

調理室 人 ㎡

保健衛生室 ㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

工芸室 人 ㎡

その他 ㎡

機械室 ㎡

小計 人 ㎡

人 ㎡

空調設備改修工事     平成２４年度

ホール・共有部分照明LED化工事　 　平成２８年度

トイレ改修工事 洋式化　　　　　　　　　令和４年度

◆
狭山市水野８９１番地４

０４－２９５８－７９９１

西武新宿線入曽駅徒歩２０分　西武池袋線武蔵藤沢駅　徒歩25分

※水野公民館は指定管理者「オーエンス・ＮＴＴファシリティーズグループ」が管理・運営しています

定員 面積

スクリーン

スクリーン

テラス

施設案内

開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

併設施設

施設等の整備状況

職員配置

0

小計

24

館長 副館長 社会教育主
事有資格者

100小計

第一・二学習室

第三学習室

水野公民館

区分

6435

50

30

15

147

192

634

77

昭和６３年５月１日

－

100

－

－

77

218

ＡＥＤ、コピー機

大型テレビ、印刷機

施設概要

玄関・ロビー

その他

１
階

会議室

和室

その他 －

グランドピアノ、音響設備、スクリーン

－

86

21

調理台４台24

54

36

グランドピアノ

水野児童館　子育てプレイス水野   水野市民サービスコーナー

音楽室 30

２
階

鉄筋コンクリート造 　地上２階・地下１階

77
地
下
１
階

陶芸窯

308

207

545

1561

75

165

備考

65

382

－

－

54

合計

2808.16㎡

職員

2

154

所在地

電話 ＦＡＸ

E-mail

交通

０４－２９５８－７９９１

mizn-kom@water.ocn.ne.jp

1 1 （R5.4.1時点）
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令和４年度 水野公民館 振り返り（評価・課題等） 

 

水野公民館では、令和４年度の狭山市基本方針に基づき５つの重点目標を掲げ、 

事業を実施した。各項目についての評価、課題は次のとおりである。 

 

重点目標 １ 現代的課題や地域課題への取組の強化及び人材の発掘と育成 

  南小学校６年生を対象に、「戦中・戦後の生活を語る会」や「おもしろ教室」にて 

戦争に関する上映会を行い、平和の尊さや人権に関して考えてもらう場を提供した。 

又、使用した資料をメッセージギャラリー展示として行い、関心を持ってもらうよ  

うにした。地域の取組として地元の文化財に目を向けてもらうために、文化財巡り

を行ったが、十分な活動とは言えず、改善して今後も継続していきたい。 

 

重点目標 ２ ライフステージに応じた学びと交流を促進する事業の充実 

子ども向け事業の中で、食育や地元に親しんでもらうために、「みずのキッズファ

ーム」として種まきから収穫までの事業を行い、食の大切さを体験してもらった。

また、地域のシニア層向けにスマートフォン講座や成人一般を対象とした健康づく

り講座を実施した。今後はより多くの人に参加してもらう事が課題となってくるた

め、その点を考慮し、継続していきたい 

 

重点目標 ３ 大学等の教育機関や関係団体等と連携した学習機会の充実 

   大学の出前講座、日本化学会の講座、一般企業や眼科医などに講演を実施してもら

った。武蔵野短期大学生による、エプロンシアターも実施。南小学校との事業も実

施した。今後も、視野を広く持ち、様々な機会を捉えて学習機会の提供を継続実施

していきたい。 

 

重点目標 ４ 地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる事業の推進 

  書道サークルに指導をお願いして、小学生を対象とした書き初め学習会を実施した。 

完成した作品はロビーに展示をし、地域住民へ披露した。また 他のサークルにお

いても「小学生のためのおもしろ教室」で絵手紙の指導をお願いした。まちづくり

につながる事業として、成人・一般に対する事業が少ないため、強化していきたい。 

 

重点目標 ５ 学習サークルへの支援並びに職員の資質の向上 

コロナ禍の影響で、思うような活動が出来なかったため、会員数が減少してしまっ

たサークルが散見している。活動自粛中は、支援が難しかったが、令和５年度は、

各サークルの実態にあわせた支援をしていく必要がある。 
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【内容】小学生の親子を対象として、種まきや苗植えから収穫までを行い、野菜が出来るまでの体験を行う。

　　　　食育の観点から、食の大切さや収穫の楽しさを実感してもらう。

令和４年度は、１７種類の野菜を種や苗から、育てて収穫した。参加８家族のうち、半数の４家族は父親の

参加を得る事が出来、狙いの一つである子育て世代の父親に公民館に来てもらう事も概ね達成した。

　　

【ねらい】小学生の親子を対象として、種まきや苗植えから収穫までの工程を体験する。

　  食育の学びとしての実体験教室

     野菜を育てる事の難しさや、大変さも実感してもらい、食を大事にする事を学んでもらう

     日曜日の開催とする事で、普段、あまり来館しない父親の参加を促し、子育て世代の参加を促す
     通年の事業で、参加者同士のコミュニティ作りも行う

【重点目標】３
【協力】地元有志による農業指導

                              水野キッズ農園教室(みずのキッズファーム）★ピックアップ事業★

記念すべき第１回目の活動 全員でトマトの苗植え

トマトは１０月頃まで収穫で

以降 毎回最初に草取りを行う

事になります

ジャガイモ

の収穫

汗をかきな

がら、大量

に収穫出来

ました

水分補給とし

て取れたての

キュウリを冷

やしてみんな

で、一休みで

す

秋は収穫の季節 今までの苦労が報われる時
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　　　　　　　　　　　　　　 南小・水野公民館交流事業

【内容】南小学校6年生に戦中戦後の生活体験を語る会で、戦争体験者や身近な人の話を伝え、戦争の悲惨さや、平和の

尊さを実感してもらった。

従前は、高齢者向け大学「実年大学」の参加者に語り部を依頼していたが、参加可能者が少なくなり、今年度は

「公民館だより」で一般から広く募集した。８名が語り部として参加していただけた。

生徒を７つのグループに分け、各グループ毎に「語り部さん」の話を直接聞いてもらう時間を設けた。

生徒は真剣に聞き、戦争の悲惨さ、大変さを感じたようであった。

後日、感想文が届けられ、語り部の方々も、小学生の感受性の強さに感動していた。

感想文も含め、１月にメッセージギャラリーとして展示した。

【ねらい】南小学校6年生を対象として戦中戦後の、
　　　　　地域の世代間交流を図る。

　  戦争体験を語り継ぐ事も目的とする。

【重点目標】２・４

【協力】南小学校、地域のボランティア

5月
★開講式　（館長挨拶）
　自己紹介・共通項探しゲーム・話し合い等

似顔絵講座（アトリエミックス）

金融講座（飯能信用金庫）

ヤクルトおなか元気講座

交通安全教室と防犯・振り込め詐欺対策講座
（交通防犯課）

8月 ～・～・～　夏休み　～・～・～

狭山市生涯学習まちづくり出前講座
「脱酸素社会に向けた取り組みなどについ
て」（環境課）
みんなで笑おう！「綾小路きみまろＤＶＤ鑑賞
会」「あれから４０年　４０年前クイズ｝
秋の大運動会（豆運び、神経衰弱ゲーム、輪
投げ など）
TV 朝日出前講座「TVの裏側」

館外学習   狭山市稲荷山環境センター、醤游
王国(弓削田醤油）
東洋大学出前講座
「ものさしとコンパスで繰り返し模様を書こ
う」
目の健康講座　たにかわ眼科クリニック

新年カルタ大会（狭山市郷土かるた）/カー
レット大会
高齢者の入浴事故を防ぐ　元気で入浴を楽し
もう

　　　　　　　【ねらい】高齢者の知的好奇心を

シニアードライバーの為の交通安全教室                           充足し、生きがいづくりを推進

音楽鑑賞「サーフ ベンチャーズ」による
　　　　　　演奏（ベンチャーズ曲）

                         する。

「エンディングノートの書き方」（株）いわ
さき

　　　　　　  【総合評価】4.4
                    【重点目標】1・2・3・4

                               戦中・戦後の生活体験を語る会

6月

7月

9月

10月

2月

3月

                      水野実年大学

【内容】概ね60歳以上を対象に、毎回テーマを変え、幅広い分野について学習する
イベントのボランティアや小学校の授業に参加するなど、学習成果を活かした活動も積極的に行う

高齢者の知的好奇心を充足し、生きがいづくりを推進し、地域に貢献できる人材の育成を目的に実施する。座学講
座・館外学習・調理等の様々な内容を、参加者同士の横の繋がりを重視して実施する。

11月

12月

1月

★ピックアップ事業★

★ピックアップ事業★

当日の風景

メッセージギャラリーの様子

通年で１７回の講座を実施

主内容として

①座学講座 ②ゲーム/脳トレ/音楽鑑賞

③健康に関する講座 ④館外学習

参加者からは、従前になかった講座が多く、非常

に楽しかったとの声が多数.。一般公開講座とし

て、２つの講座を実年制以外にも開放した

館外学習秋の大運動会

カーレット体

似顔絵講座 あれから40年前クイズ
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分
類

終了時期

3月 51 回 94 人 0 円

【ねらい】

2

2月 10 回 127 人 1,000 円

【ねらい】

4.8 2・4・5

12月 17 回 197 人 1,500 円

【ねらい】

3

2月 1 回 14 人 0 円

【ねらい】

2・4

7月 1 回 11 人 0 円

【ねらい】

2・4・5

備
考

【共催】げんキッズ、入曽地域交流センター

【主催】 ４．カブトムシ観察会・里山の落ち葉はき」 【継続】

学校の授業では学ばない様々なことに挑戦し、創
造力を養い、学びの面白さを体感する

【内容】
・種まき、苗植えから、野菜の成長、収穫までを行い、農
業の大変さ、野菜のおいしさを感じてもらった
・開催日は、毎回、草取りから始め、水やりなども行い、
食べ物の大切さを実感してもらった
・育てた野菜は、１７種類になり、参加者は大変さも楽し
んでいた

小学生親子を対象として、種まきや苗植えから収
穫までの野菜が出来るまでの体験をする。食育の
学びとしての実体験教室

【内容】
・コロナ感染症拡大防止のため、７月実施予定の「カブ
ト虫観察会」は中止。
・２月「里山の落葉はき」は地元有志を含めた形で実施
し、里山の林床の清掃とカブト虫の寝床をつくった

小学生を対象として水野の里山事業として実施。
地域の自然に親しみ、環境への理解を目的に「カ
ブトムシ観察会」「里山の落ち葉はき」を実施する
【総合評価】 【重点目標】

【重点目標】

【共催】 ３．水野キッズ農園教室 【新規】 5月

備
考

【総合評価】

7月

【総合評価】 【重点目標】

備
考

地元野菜作りの方々の農業指導

【共催】 ５．夏休み子どもハンドメイド教室 【継続】 7月

【内容】
・小学生11名が参加。ハンドメイド実行委員会メンバー
の指導の下、牛乳パックで小物入れを作った
・作り方を教わりながら切ったり、貼ったりし、素敵な作
品を作り、モノづくりの楽しさを実感した

・空室を活用して小学生から大学生を対象に、良好な
学習環境を提供する

空き室の有効活用をするとともに、青少年の学習
の場、居場所づくりをする

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 ２．小学生のためのおもしろ教室 【継続】 5月

主催事業参加者が講師となり、普段の活動の成果
などを実践して、子供たちに物づくりの楽しさを教
える。事業参画への意識向上や地域貢献を促す
【総合評価】

備
考

【協力】水野公民事業運営「ハンドメイド実行委
員会」

【重点目標】

ピックアップ事業で紹介！

令和4年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

青
少
年

【主催】 １．開放教室 【継続】 4月

【内容】

【内容】
・年間を通して同じメンバーで活動
・令和４年度は、トートバック作り、リズムなわとび、ペット
ボトルピザ作り、動物の命について考える、両親や祖父
母に絵手紙で年賀状作成、カーレットなどを実施
・参加した子どもたちは、いろいろな初めての体験を楽
しみ、学んだ
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分
類

終了時期

令和4年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

8月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

3・4

7月 1 回 13 人 0 円

【ねらい】

4.7 2

8月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

2

1月 1 回 16 人 0 円

【ねらい】

4.5 2

11月 1 回 83 人 0 円

【ねらい】

3

8月

11月

【内容】

【主催】

備
考

・南小学校２年生を対象に、水野公民館、水野児童館、
水野子育てプレイスを見学してもらい、それぞれの役割
を知ってもらえた
・公民館に初めて訪れた子どもにも、公民館を知っても
らえた

南小学校2年生が水野公民館、水野児童館、水野
子育てプレイスを見学に訪れる際に公民館の役割
を説明し、公民館に親しんでもらう
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【継続】 1月

【内容】
・簡単な材料を使って、「光を分ける」「冷却剤を作る」
「浮沈子をつくる」の３つの実験を行った
・感想の中には、「科学実験に少し興味がわいた」、「家
でもやってみたい」などの感想があった

現役化学教諭を講師に、青少年が科学に親しみ、
興味・関心を深めるきっかけを提供する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

日本化学会・現役高校教師　宮本一弘先生

7月

子供たちに、絵を描くことの楽しさと作品を完成さ
せる楽しさを伝えるために実施する。またサークル
の学習成果を地域に還元も目的の一つ
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【内容】

【総合評価】

【主催】 １０．もっとなかよし 町探検

NPO法人ユーアイネット柏原子ども スタッフ他

【継続】

【継続】

・子どもたちを低学年と高学年に分けて、それぞれの題
材を異なった描き方で描いた
・絵を描くことが好きな小学生が参加したので、非常に
好評であった

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

【主催】

【主催】 ６．夏休み工作教室

子供たちに作品を完成させる楽しさを伝えること、
またサークルが学習成果を地域に還元することを
目的に実施する。3回それぞれ違った内容で実施

【重点目標】

備
考

７．夏休み絵画教室 【新規】

【主催】 ９．子どものための科学実験教室

8月

小学生を対象に実施。地域団体や他公民館などと
連携して、地域の自然に親しみ、環境への理解を
深めて間伐材や廃材を使い木工工作を行う。
【総合評価】 【重点目標】

【継続】

青
少
年

【内容】

８．夏休み工作教室

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

【内容】
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分
類

終了時期

令和4年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

12月 1 回 31 人 0 円

【ねらい】

4.4 4

12月 1 回 124 人 0 円

【ねらい】

2・4

10 件 85 回 710 人

4月 1 回 13 人 0 円

【ねらい】

4.8 2・4

4月 1 回 103 人 0 円

【ねらい】

1・3・4

2月 22 回 316 人 22,000 円

【ねらい】

2・3

12月

【内容】
南小学校6年生を対象として戦中戦後の生活体験
を語る会、1年生の昔遊び教室を行い、地域の世
代間交流を図る、歴史や文化の伝承も目的とする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】南小学校

【主催】 １１．書き初め学習会

【共催】

書を通した世代間の交流を図るとともに、サークル
の学習成果を活かした地域貢献活動を推進する

【重点目標】

備
考

【協力】月見野書道会

ピックアップ事業で紹介！

・12月に「戦中戦後の生活体験を語る会」を南小学校6
年生を対象に、戦争体験者や身近な人の話を伝え、戦
争の悲惨さや、平和の尊さを伝えた
・今年度より、「語り部」を募集し、ボランティアで参加し
てもらった
※「むかし遊びは」新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため中止

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【継続】 12月

【総合評価】

・パソコン操作の基礎（エクセル、ワード、インターネット
接続など）を学習した

【共催】 ３．初心者パソコン教室 【継続】 4月

【内容】

１２．南小・水野公民館交流事業 【継続】

4月

地域団体等と連携して実施。水野の里山をウォー
キングし、自然環境、ウォーキングのマナーを学
び、地域の自然に親しみ、興味関心を深める

【重点目標】

備
考

【共催】狭山パソコン支援の会

パソコンスキルを日常生活に役立て、情報格差の
解消を図る

【総合評価】

・「ロッジ水野の森保全会」の案内で水野の森をウオー
キングし、自然に親しみ、森の保全の大切さを学んでも
らった

２．環境講座「里山ウォーク」 【継続】

【内容】
・公民館サークルの協力により実施
・近隣の小学3～6年生を対象に実施
・学校課題の書き初めを公民館サークルの指導で練習
し、上達を目指した

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】ロッジ水野の森保全会、NPO法人さやま
環境市民ネットワーク

【共催】 4月

【内容】

植物について学び親しむとともに、公民館植栽の
管理協力者を養成する

【総合評価】

【内容】

【主催】 １．ゴーヤ芽出し教室 【継続】

・毎夏、日よけとして育てているゴーヤのグリーンカーテ
ンの設置者（夜間・日曜職員）が講師となり、ゴーヤを種
から育てる方法について学んだ

【重点目標】

備
考

【講師】岩垂昇

青
少
年

成
人
一
般
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分
類

終了時期

令和4年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 8 回 70 人 500 円

【ねらい】

4.9 2

3月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1・2

3月 0 回 0 人 1,000 円

【ねらい】

1・2

8月 3 回 15 人 0 円

【ねらい】

4.4 1・2・3

8月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1・3

【内容】
・スマートフォン操作の基礎を学び、情報格差の解消を
図ることを目的に実施した
・昨年度好評だったため、回数を３回に増やして実施し
た

情報格差の解消を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】ソフトバンク(株)スマートフォンアドバイ
ザー

【主催】 7．スマートフォン講座 【継続】 6月

【重点目標】

【内容】

【主催】 8．福祉体験学習会

備
考

5月【主催】 ４．ハンドメイドプレゼント 【継続】

作品制作を通して母親同士の交流を深める

【総合評価】 【重点目標】

【内容】

【主催】 ６．障害者成人学級ねこぐみ 【継続】 5月

・身体障害者を対象に、ボランティアの補助を受けなが
ら様々な取組に挑戦する
・水野の森の夏まつり　笹飾りづくり
・市民文化祭水野会場　出展作品づくり
・クリスマス　館内装飾づくり
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

工作などの活動を通し、自立意識を育む

4月

備
考

【協力】コクア
【総合評価】

【主催】 ５．ひと葉の会 【継続】

【内容】

【重点目標】

【内容】
・実行委員が中心となり企画し、ハンドメイド作品を作成
・令和４年度は、「折り紙を使ったシフォンケーキ」などの
調理も加え、様々な作品を作成し、新規参加者も含め
親睦を深めた

備
考

【継続】 8月

備
考

【協力】社会福祉協議会

・知的障害者を対象に、ボランティアの補助を受けなが
ら様々な取組に挑戦
・工作：水野の森の夏まつり笹飾りづくり、文化祭出展作
品づくり
・調理

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

工作などの活動を通し自立意識を育むとともに、
地域の障害者支援意識を高める

【総合評価】

・福祉の現状を理解し、地域が果たすべき役割と自分
にできることは何かを考える
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

【重点目標】

福祉の現状を理解し、地域の支え合いを深める

【総合評価】

成
人
一
般
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分
類

終了時期

令和4年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 1 回 10 人 0 円

【ねらい】

4.2 3

1月 1 回 21 人 0 円

【ねらい】

1・5

10月 1 回 6 人 0 円

【ねらい】

2・3・5

10月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

4.7 1

10月 1 回 9 人 1,700 円

【ねらい】

4.9 2

【重点目標】

備
考

指定館３館共催事業

10月

1月

平和について考えるきっかけを提供するとともに、
サークルの学習成果を活かした地域貢献活動を
推進する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】金子みすゞを読む会

10月

【総合評価】

【新規】

地域在住の現役シェフを講師に、食についての教
育と調理技術の習得を図る

公民館サークルの協力により実施。親子参加で、
子育て世代など幅広い世代に公民館事業に参加
してもらう機会を増やす
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【公民館サークル】狭山MTC

10月

【総合評価】

2月

健康づくりの意識を高めるきっかけを作り健康の維
持を図る

・健康の維持増進とあわせて身体を動かすことの体験
学習をし、自分に合った無理のない運動の継続を促進
するための講座を実施した
・今年度は、親しみやすい点、無理の無い運動の観点
から、「ボウリング大会」を開催し、運動・健康づくりの
きっかけづくりとした
※９月計画だったが２月に延期して実施

【主催】 １３．季節の寄せ植え講座

【重点目標】

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【内容】

【共催】 ９．健康づくり講座 【継続】

【内容】

【内容】

・寄せ植え講座を実施し、幅広い世代の参加を促した。
・専門家から、花について、長持ちさせる方法などを教
えてもらい、充実した事業となった
・参加者の満足度も非常に高かった

季節の寄せ植え教室を行い、幅広い世代に公民
館事業に参加してもらう機会を増やす

備
考

【指導】とうま園芸

・現役シェフを講師に迎え、家庭に活かせる調理方法
について学ぶ
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

【継続】【共催】 １２．おうちで簡単クッキング

・公民館サークルの協力により実施する。「小学生のた
めのおもしろ教室」の参加者に加え、一般公開講座とし
て実施し一般の参加もあった
・平和の尊さを伝えるため、最初に戦争体験のDVDを
上映し、その後、公民館サークルの誌の朗読を行った

【主催】 １１．親子でトレッキング 【新規】

【主催】 １０．小さな朗読会「平和ってすてき」

【内容】
・親子でトレッキングできるコースを選んでもらい、トレッ
キングを楽しんでもらった
・公民館、公民館事業を知ってもらえるきっかけ作りとし
て実施

【継続】

【内容】

成
人
一
般
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分
類

終了時期

令和4年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 0 回 0 人 100 円

【ねらい】

2・3

1月 1 回 16 人 500 円

【ねらい】

１・３

11月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

4.1 1・2・5

10 件 40 回 579 人

3月 9 回 187 人 1,000 円

【ねらい】

1・2・3・4

3月 11 回 130 人 1,000 円

【ねらい】

4.6 2

【内容】

２．笑ってはつらつ認知症予防講座

【主催】

備
考

【共催】ロッジ水野の森保全委員会、NPO法人
さやま環境市民ネットワーク

１．ノルディックウォーキング体験会 【新規】 4月

【重点目標】

【総合評価】 【重点目標】

認知症予防への意識を高めるとともに、地域のコ
ミュニティづくりを推進する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】水野地域包括支援センター

【共催】狭山市社会福祉協議会 入曽支部

4月

【総合評価】

【継続】 1月１５．文化財巡り

【総合評価】 【重点目標】

【総合評価】

【共催】 １６．防災ツアー

備
考

『成人一般事業』（件数、回数、延参加者数）小計

【内容】
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

【主催】 １４．地産地消で健康調理 【継続】

【新規】

【内容】
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

【共催】

・軽体操やレクリエーション、テキストを使用したトレーニ
ングを実施した
・季節にちなんだ装飾などを施し、参加者間の会話と交
流を促した

【継続】

【内容】

【講師】NPO法人狭山歴史ガイドの会

【主催】

【重点目標】

備
考

備
考

・入曽地域の文化財、水野庚申塔・入曽用水・金剛院・
野々宮神社・常泉寺・七曲井・入間野神社・夢地蔵を見
学し、ガイドの方からその由来などを学んだ

【内容】

・インストラクターの指導の下、ノルディックウォーク体験
を水野の森などのコースで実施
・当初３か月間の予定だったが、継続要望が強く、通年
で実施

「ノルディックウォーキング体験会」を実施。有酸素
運動を体験してもらい、健康増進への意識を高め
るために実施する

11月

地元の特産品を使った調理実習で特産品の普及
を推進と地域住民の交流を図ることを目的に実施
する。春はお茶、秋は里芋を使用する

11月

近年の豪雨災害等を教訓に、また東日本大震災
の発生から11年経過し、震災の記憶の風化を防ぐ
ことを目的に、防災施設等など見学を実施する

地域の歴史や文化を学び、郷土への理解と愛着
を深めることを目的に実施する

高
齢
者

成
人
一
般
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分
類

終了時期

令和4年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 17 回 346 人 1,000 円

【ねらい】

4.4 1・2・3・4

3月 20 回 405 人 1,000 円

【ねらい】

4.4 2・4

3月 11 回 282 人 1,000 円

【ねらい】

2

3月 10 回 144 人 0 円

【ねらい】

1～3

6 件 78 回 1,494 人

6月 1 回 0 人 0 円

【ねらい】

2・3

【内容】

【主催】 １．だがしや楽校・サークルフェスタ

講習と簡単なストレッチ体操を通じて健康の維持・
増進を図る

・サークルフェスタは実施したが、体験入会などは、コロ
ナ感染症拡大の為、サークルの参加がなかった。また、
だがしや楽校には、個人での参加者もいなかった

【継続】

サークルフェスタを行い、その中で各サークルの活
動日時に合わせて、だがしや学校を行う。地域コ
ミュニティづくりに貢献する

【重点目標】

・ウォーキングや軽体操、チーム対抗のレクリエーション
で身体を動かし、歌やダンスで参加者が交流した
・参加者からの評価も非常に高かった

『高齢者』（件数、回数、延参加者数）小計

 

【主催】 ３．水野実年大学 【継続】

4月

健康の維持・増進を図る

【総合評価】

備
考

4月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

・座学講座、ゲーム、似顔絵講座、カーレット、生バンド
演奏鑑賞会など様々な講座を実施
・参加者からは、「新しい講座がほとんどで、非常に楽し
く、為になった」との声を多くいただいた

【内容】

４．みずの元気塾 【継続】

4月

健康の維持・増進を図るとともに、地域の仲間と交
流し心の健康の増進を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】青空の会

5月

備
考

備
考

【協力】水野公民館サークル

【総合評価】

6月

【重点目標】

【重点目標】

【総合評価】

【継続】

【講師】安中恭子（オーエンス健康運動指導士）

高齢者の知的好奇心を充足し、生きがいづくりを
推進し地域に貢献できる人材の育成を目指す。座
学講座・館外学習・調理等の様々な内容を行う
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】

【主催】

・地域包括支援センターと大生病院リハビリ科により、ス
トレッチ体操と脳への刺激体操を通じて健康の維持・増
進を行った

【内容】

・公民館で健康維持を目指す高齢者を支援する事業
・軽体操、ストレッチを中心に、自宅でも実践できる運動
の手法を学ぶ
・専属講師を置くことで、質問がしやすい雰囲気づくり
と、個々のレベルに合った内容を実施した

【主催】

【内容】

【継続】５．もくいちクラブ（健康体操教室）

【主催】 ６．さんぽ

高
齢
者

イ
ベ
ン
ト
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分
類

終了時期

令和4年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

7月 1 回 330 人 0 円

【ねらい】

2・4

7月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1

12月 2 回 94 人 0 円

【ねらい】

4

1月 1 回 150 人 0 円

【ねらい】

1

10月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1

２．水野の森の夏まつり事業 【継続】 7月

【主催】 ３．防災を考えるメッセージギャラリー 【新規】

備
考

スポーツを通じた地域の連帯と親睦を図る

【総合評価】

備
考

【共催】水野の森の夏まつり実行委員会、水野
児童館、子育てプレイス水野

【協力】公民館利用者、公民館事業運営委員

【共催】 6．第64回入曽地区体育祭

【総合評価】

テーマに関する写真やパネル展示とメッセージ投稿を
実施
※会場をワクチン接種の予約支援会場として使用した
ことにより中止

【内容】

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため規模を縮
小して実施
・笹飾りを中心に、児童館と協力して実施
・武蔵野短期大学の学生による「エプロンシアター」を
行った

7月

地域の絆を深め、世代間交流を促進する

【総合評価】 【重点目標】

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

10月

備
考

7月

防災について考えるきっかけを提供し、防災意識
を高める

公民館利用者の自主的な利用意識を高め、安全
かつ衛生的な施設環境を維持する

【重点目標】

【主催】

1月

・南小学校で実施した「戦中・戦後を語る会」に使用した
資料や南小学校６年生の感想文などを展示し、メッ
セージギャラリー展を行った
・来館者の多くは、小学生の感想文に心うたれていた

平和について考えるきっかけを提供することを目
的に、テーマに関する写真や記事のパネル展示と
メッセージ投稿を実施する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】南小学校

【内容】

【主催】 5．平和を語りあうメッセージギャラリー 【継続】

【重点目標】

・7月は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
・9月公民館職員にて公民館清掃実施
・10月「文化祭前清掃」市民文化祭水野会場実行委員
会を中心として実施
・12月「年末大掃除」公民館サークルを中心として、館
内外の清掃を実施

【内容】

【内容】
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

【継続】

４．公民館清掃 【継続】

【共催】

【内容】

イ
ベ
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分
類

終了時期

令和4年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

10月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1・2

10月 1 回 50 人 0 円

【ねらい】

2・5

11月 1 回 798 人 0 円

【ねらい】

1・2・4

12月 1 回 150 人 0 円

【ねらい】

1

1月 1 回 110 人 0 円

【ねらい】

1

8 件 9 回 1,682 人

【主催】 １０．人権を考えるメッセージギャラリー

【共催】市民文化祭水野会場実行委員会

「市民文化祭水野会場」４日間の日程で、展示のみに
て開催

サークルが日頃の学習成果を発表し、市民の交流
と文化の高揚、サークル活動の活性化を促進する

【総合評価】

12月

【内容】

備
考

社会問題について考えるきっかけを提供する

【継続】 10月

10月

・人権に関する優秀俳句を展示
・戦争体験のメッセージギャラリーの中で、基本的な人
権問題も掲示

【継続】

【内容】
地域の方に作品を見てもらう事で、学習会での成
果や成長を感じてもらう場を提供する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

7．第6回いりその里の秋まつり

【共催】

【重点目標】

【内容】

９．市民文化祭水野会場

【内容】

『イベント』（件数、回数、延参加者数）小計

【共催】秋まつり実行委員会

備
考

【共催】狭山名曲鑑賞会

10月

・7月「夕涼みコンサート」
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

・10月「コスモスコンサート」は実施
前回、コロナ禍で実施出来なかった事もあり、非常にた
くさんの方の来館があった

地域の文化向上と音楽を通した交流を図る

【総合評価】

【内容】

備
考

【継続】 1月

・書き初め学習会で完成した作品をロビー展示し、地域
住民に成果を披露した

【主催】 １１．書き初め学習会展示会

【総合評価】 【重点目標】

【重点目標】

【重点目標】

【共催】 ８．水野の森の音楽会 【継続】

・アトラクション（太鼓、フラダンス、狭山茶ばやし、リズム
なわとび、音楽バンド）
・あそびの広場（竹馬、ぽっくり、輪投げ、フラフープ、イ
ライラ棒、ストラックアウト、玉入れなど）
・模擬店（地元・津南町農産物、飲み物、総菜、豚汁、さ
やまっ茶プリン、銀杏など）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

備
考

【共催】

地域の祭りとして定着させ、地域住民の交流と賑
わいの創出を図る

【総合評価】

【継続】

イ
ベ
ン
ト

67



分
類

終了時期

令和4年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 3 回 235 人 0 円

【内容】 【ねらい】

2・4

1 件 3 回 235 人

11月 3 回 118 人

【内容】 【ねらい】

1・2・4

3月 2 回 13 人

【内容】 【ねらい】

3

1月 1 回 15 人

【内容】 【ねらい】

3

3月 1 回 48 人

【内容】 【ねらい】

　 2・4

　　　　　　　『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計 4 件 7 回 194 人

会
議

【共催】水野の森写真クラブ・PHOTO水野
【総合評価】 【重点目標】

備
考

公民館利用者の相互理解を深めるとともに、サー
クル活動のＰＲと活性化を図る

【重点目標】

1月

【継続】

・公民館運営に関して基本方針と重点目標を共有
・公民館利用方法の再確認/予約端末抹消の説明
・市民文化祭実行委員会の説明
・公民館事業への参加と地域貢献活動への参加を促し
た

備
考

【共催】市民文化祭水野会場実行委員会

適切な公民館運営のため、地域の有識者や利用
者に助言を求め、意見交換を行う

【総合評価】 【重点目標】

備
考

職員と利用者が一体となった適切な公民館運営体
制を目指す

【総合評価】 【重点目標】

備
考

災害発生時、職員が的確に行動し、利用者が安
全に避難できるよう備える

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】水野児童館、子育てプレイス水野、

3月

6月

【共催】

『展示』（件数、回数、延参加者数）小計

１．市民文化祭水野会場実行委員会 【継続】

9月

【共催】

・公民館・児童館・子育てプレイスの利用者が合同で、
緊張感を持って訓練を実施した
・119番通報訓練、担架の使い方、AEDの操作方法、水
消火器による消火訓練は新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため職員のみで実施した
・火災報知器、給水ホースの使い方などのレクチャーを
設備会社から受けた

展
示

【主催】

【継続】

２．公民館事業運営委員会 【継続】

３．避難訓練（通報、避難、消火） 【継続】

市民文化祭が円滑に進行され、来場者の好評を
得られるよう、実行委員会の意思疎通を図る

【総合評価】

4月１．みずの階段展

・公民館サークルとして1回実施した
・その他、個人としてのロビーを使用した展示には、2名
の参加があった

・イベント当日までの準備手順や、当日の役割分担など
について話し合った
・第1回：開催概要の説明・日程確認・役割分担
・第2回：会場レイアウト決定・装飾づくり・部会会議
・第3回：会場設営の作業内容について説明

【主催】

・事業の質向上や公民館運営に関し、各方面から選出
した委員より、種々の助言を受け、意見交換を行った
・今後の事業のあり方、幅広い世代の参加など、意見交
換や助言があった

【共催】

４．利用者研修会
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分
類

終了時期

令和4年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 12 回

【内容】 【ねらい】

2・4

3月

【内容】 【ねらい】

2・4

2 件 回 人『広報』事業（件数、回数、延参加者数）小計

広
報

１．水野公民館だより発行 【継続】 4月

地域住民に対して公民館事業や公民館サークル
の情報を周知する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

２．水野公民館ホームページ更新 【継続】 4月

備
考

　

・事業参加者募集や地域情報紹介などの記事を掲載し
た
・事業報告記事には写真を多く掲載するなど、公民館
だよりに載せきれない情報をホームページに掲載した
・写真だけでなく、事業報告やサークル紹介の動画で
の掲載した

【主催】

・事業参加者募集や地域情報紹介、サークル会員募集
などの記事を掲載
・写真やイラストをバランス良く配置し、見る人が興味を
抱くような、紙面づくりを心がけて作成した

【主催】

【重点目標】

随時

地域住民に対して公民館事業や公民館サークル
の情報を周知する

【総合評価】
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◆
（昭和49年7月31日竣工）

鉄筋コンクリート造 ・地上2階建

㎡

人 ㎡

㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

㎡

㎡

人 ㎡

◆

施設概要

事務室

施設案内

開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

施設等の整備状況

職員配置

昭和49年8月1日

ホール

談話コーナー

1

耐震補強工事

トイレ

定員 面積

調理台1台

備考

80

－

－

80

47.85

49.28

206.06

133.17

32.92

アップライトピアノ

－

39.97

100 181.99

39.58－

28.8

１
階

小計

調理実習室

学習室

会議室
２
階

和室 21畳敷

平成25年度

1

主事 社会教育主
事有資格者

1

－

1

廊下、管理人室等

1

堀兼公民館

館長 副館長 主任

区分

2,221.41

56.0630

10

30

30

小計

E-mail

交通

狭山市堀兼361番地

04-2958-4050

新狭山駅南口から新狭山ハイツ行き乗車　終点「新狭山ハイツ」で下車、徒歩10分

04-2958-5692

hori-kom@city.sayama.saitama.jp  

所在地

電話 ＦＡＸ

合計

286.4

325.98

714.03

小計

180

（R5.4.1時点）
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令和４年度 堀兼公民館 振り返り（評価・課題等） 

 

堀兼公民館では、令和４年度の狭山市基本方針に基づき５つの重点目標を掲げ、

事業を実施した。各項目についての評価、課題は次のとおりである。 

 

重点目標 １ 現代的課題や地域課題への取組の強化及び人材の発掘と育成 

  現代的課題や地域課題に向けた事業への取り組みとしては、加速する社会のデジ

タル化への対応を目的とした事業や、運動により心身の健康維持を図るための事業、

地産地消を推進するとともに料理によるコミュニケーションを図ることを目的とし

た事業等を実施した。今後も、様々な課題の解決に向け、時代に即した事業展開を

していく必要がある。 

 

重点目標 ２ ライフステージに応じた事業の充実 

  青少年対象の事業では、子供たちにとって魅力ある事業を展開するよう心がけた。

好奇心や探求心、地域への愛着を育むための事業を積極的に実施するほか、予約の入

っていない部屋を自主学習のための場として開放し、堀兼地域の青少年が公民館を利

用しやすい環境づくりに努めた。 

成人一般から高齢者を対象とした事業では、情報化社会への対応や健康増進と生き

がいづくりのための学びの場・交流の場を提供することができた。今後は、幅広い年

齢層の利用者が相互交流を図ることが出来るような工夫が必要である。 

 

重点目標 ３ 大学等の教育機関や関係団体等と連携した学習機会の充実 

  ＮＰＯ法人や公民館サークル、学校等と事業を共催することで、より専門的な学

習を受ける機会の拡充や魅力ある内容の事業を展開できるよう努めた。また、公民

館サークルとの共催事業を実施することにより、サークル活動の活性化や学習成果

を活かした地域貢献活動を促進することができた。今後も積極的に新たな「つなが

り」を構築していく必要がある。 

 

重点目標 ４ 地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる事業の推進 

  まちづくり推進事業団体との共催で農業地域の特性を活かした講座を実施した他、

小学校と連携した学社融合事業を行った。今後も、様々な団体との連携による事業

を模索し、さらに地域力を高めていく必要がある。 

 

重点目標 ５ 学習サークルへの支援並びに職員の資質の向上 

  公民館サークルの活動を安定的に継続することができるよう、公民館の利用環境

を整えるとともに、公民館職員の資質向上のため、事例研究や新規事業の計画等に

取り組んだ。 
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☆参加者数　　３５名 ☆総合評価　　―

☆参加者数　　３５名 ☆総合評価　　―

☆参加者数　　９名 ☆総合評価　　４．７

【参加者の声】

☆参  加  費　　なし

　ノルディック・ウォーキング教室

☆重点目標　　１・２・３

☆対　　　象　　青少年 ☆参  加  費　　なし

☆重点目標　　１・２・３

堀兼の昔話

内容

堀兼地区の歴史や農業の特色、農産物の変遷など、地
域のことについて、堀兼小学校３年生児童が参加し、質
問や対話を通して学んだ。

日　時

６月１０日

【ねらい】 堀兼地域への理解を深め、ふるさとへの誇り、愛着心を醸成し地域を活性化する

ひまわり畑種まき

備　考

【共催】堀兼小学校、ほり
かねまちづくりの会

内容

　学社融合「ほりかねまちづくりに参加しよう」

堀兼地区のまちづくり団体が実施している、ひま
わり畑の種まきに、堀兼小学校の３年生児童が参
加。公民館近くの畑（約1,000平方メートル）にひま
わりの種をまいた。

☆重点目標　　２

☆対　　　象　　成人一般 ☆参  加  費　　なし

１

日　時 備　考

2 １月３０日
【共催】堀兼小学校、ほ
りかねまちづくりの会

【ねらい】 堀兼地域への理解を深め、ふるさとへの誇り、愛着心を醸成し地域を活性化する

☆対　　　象　　青少年

足だけでなく腕も一緒に動かすのがとてもよいと思います。自分でも習慣化していきたい。
とても楽しくできました。このようなことが近くでできるとうれしいです。

【ねらい】 体を動かすことの大切さや楽しさを学び、健康増進や体力維持につなげる

日　時 内容 備　考

１１月２４日 ノルディック・ウォーキングの基本学習及び実技
【共催】堀兼・奥富・新狭山地域包括支援セン
ター、狭山市社会福祉協議会・堀兼支部
【講師】狭山台ノルディック・ウォーククラブ

★ピックアップ事業★

★ピックアップ事業★
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分
類

終了時期

3月 12 回 32 人 0 円

2

5月 1 回 19 人 0 円

4.9 1･2･4

1月 2 回 70 人 0 円

1･2･3･

3月 3 回 101 人 0 円

4.9 1･2･3

7月 1 回 10 人 500 円

5.0 2・4

青
少
年

身近な環境問題や環境にやさしいライフスタイル
を考えるきっかけを作る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワーク、
中央児童館、緑のトラスト狭山、狭山台公民館

備
考

【講師】ABCクッキング　山口至美

・新茶摘み体験
・製茶工場見学

市の特産品に親しむ

【総合評価】

【共催】 ４．環境講座 【継続】 7月

【内容】 【ねらい】
・LIGTH DOWN IN SAYAMA2022　20名
・シイタケのコマ打ちとシイタケ狩り　45名
・森の木を切る体験学習　36名
・森の散策とクラフト体験　中止

【ねらい】
・予約の入っていない部屋を自主学習のための場とし
て開放

堀兼地域の青少年に広く公民館を知ってもらい新
たな利用者を増やす

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【ねらい】

【重点目標】

備
考

【共催】ほりっこ
【協力】寿園・奥冨製茶工場

【共催】 ３．学社融合「ほりかねまちづくりに参加しよう」　 【継続】

令和4年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【共催】 ２．親子でお茶摘み体験　 【継続】 5月

【内容】

【主催】 １．開放学習室ほりかね 【継続】 4月

【内容】

6月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】
・ひまわり畑種まき　35名
・堀兼の昔話　35名

堀兼地域への理解を深め、ふるさとへの誇り、愛着
心を醸成し地域を活性化する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】堀兼小学校、ほりかねまちづくりの会

【主催】 ５．親子お菓子作り教室 【継続】 7月

【内容】 【ねらい】
・堀兼産ブルーベリーを使用したジャムとマフィン作り 堀兼産の食材を使ったお菓子づくりを通して、親

子の絆を深める

【総合評価】 【重点目標】
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分
類

終了時期

令和4年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 1 回 人 0 円

1・2・3

12月 1 回 8 人 500 円

4.1 2・4

1月 回 人 300 円

2・3･4

1月 回 人 100 円

1・2・3

1月 回 人 0 円

1・2・3

青
少
年

【共催】 ６．夏休特別企画「恐竜の卵？を作ってみよう」 【継続】 8月

【内容】 【ねらい】
・石こうを使って恐竜の卵の模型作り
※当初予定していた夏休み時期の事業は新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため中止し、市民文化祭のイベ
ントとして実施した

恐竜についての知識を深めるとともに、ものづくり
を楽しむ

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】社会教育課

【主催】 ７．クリスマスリースづくり 【新規】 12月

【内容】 【ねらい】
・まつぼっくりなどの材料を使い、創意工夫してクリスマ
スリースを作る

創意工夫をしながらオリジナルのクリスマスリースを
作ることでものづくりの楽しさを学ぶ

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】久下泰一

８．繭玉作り・繭玉飾り講座　 【継続】 1月【主催】

【内容】 【ねらい】
・上新粉と食用色素で繭玉作り
・繭玉やみかんを枝に刺して飾り付け

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

養蚕が盛んだったころに行われていた伝統的な風
習を学ぶとともに、世代間交流を行う

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】狭山市民踊連盟堀兼支部

【ねらい】
親子で創意工夫しながら遊ぶ場を提供するととも
に、子育て中の親が悩みを相談できる場を提供す
る
【総合評価】 【重点目標】

・遊びの体験（ハンドベル体験、マジック体験、バルーン
アートや工作、お菓子釣り）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

備
考

【共催】埼玉県家庭教育アドバイザーin狭山

【共催】 ９．昔の遊びともちつき体験 【継続】 1月

【内容】 【ねらい】
・昔の遊び体験（竹細工、めんこ、お手玉、おはじき等）
・もちつき体験
・非常食作り体験
・もち、豚汁、わたあめ販売

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

世代間交流や地域交流を図るとともに、防災意識
の向上を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】青少年育成堀兼地域会議

【継続】 1月

【内容】

【共催】 １０．あそびのおもちゃばこ　
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分
類

終了時期

令和4年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 1 回 19 人 0 円

5.0 2

7 件 22 回 259 人

3月 4 回 32 人 0 円

4.9 1・2・3

4月 2 回 10 人 1,000 円

4.7 1・4

4月 3 回 12 人 1,500 円

5.0 2・3

5月 1 回 15 人 1,500 円

4.3 3

成
人
一
般

【共催】 ４．春の寄せ植え教室 【継続】 5月

【内容】 【ねらい】

【共催】 ２．竹林整備と竹の子掘り体験講座 【継続】 4月

【内容】 【ねらい】
・竹林の美化清掃
・竹の子掘り体験

健全な里山の維持管理と竹林の美化清掃を行うこ
との意義を知る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】ほりかねまちづくりの会

【共催】 １．あかちゃんﾜｲﾜｲ広場 in 堀兼公民館

・季節の花を用いた寄せ植えづくり
・花の管理方法の学習

季節の花を楽しみ日常生活を豊かにする

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】ほりかねまちづくりの会

【共催】 ３．木彫り体験講座 【新規】 4月

【内容】 【ねらい】
・木彫体験学習 趣味を通じて参加者相互の交流を図るとともに、公

民館活動に関わるきっかけとする

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】木彫りの会

【継続】 4月

【内容】 【ねらい】
・手遊び
・ふれあい遊び
・育児相談
・子育ての情報提供・情報交換

地域での子育ての仲間づくり、情報交換及び育児
相談できる場を作る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】総合子育て支援センター

【内容】 【ねらい】
・ウクライナ民話の絵本「てぶくろ」を英語と日本語での
読み聞かせ
・絵本についての質問コーナー

就学前から子どもたちが英語に気軽にふれること
で遊びながら楽しく英語を学ぶ

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山台公民館

【共催】 １１．えいごであそぼう 【継続】 3月

青
少
年

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計
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分
類

終了時期

令和4年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

6月 3 回 6 人 0 円

4.5 1・2

11月 1 回 25 人 0 円

3・4

10月 回 人 0 円

1

12月 4 回 8 人 300 円

5.0 2・3

11月 1 回 9 人 0 円

4.7 2

成
人
一
般

【ねらい】
・オカリナ演奏の基礎を学ぶ

10月

【協力】まちづくり推進事業団体、堀兼公民館事
業運営委員会、堀兼写友会

【主催】 ８．初心者オカリナ教室 【新規】 11月

【内容】

【内容】 ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】

音楽を楽しみ日常生活を豊かにする

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】堀兼・奥冨・新狭山地域包括支援セン
ター、狭山市社会福祉協議会・堀兼支部
【講師】狭山台ノルディック・ウォーククラブ

【共催】 ９．ノルディック・ウオーキング教室 【新規】 11月

【重点目標】

【内容】

【内容】 【ねらい】
・堀兼地区内で撮影した写真の出展募集、展示
・入賞作品の決定、発表

郷土愛を育み、わがまち堀兼の魅力を発信してい
く

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【主催】 ７．防災講座

備
考

【講師】埼玉西部消防局　水野分署署員

・防災体験車による地震の疑似体験、消火訓練、煙体
験、応急処置体験

※参加申込者数が少数だったため中止

防災に関する体験を通じて、災害の恐ろしさとその
対処方法を学びながら、防災意識の向上を図る

【総合評価】

・ノルディックウォーキングの基本学習及び実技 体を動かすことの大切さや楽しさを学び、健康増
進や体力維持につなげる

【総合評価】 【重点目標】

【主催】 ６．堀兼地区魅力再発見　写真コンテスト 【継続】 8月

【主催】 ５．スマホ教室 【継続】 6月

【内容】 【ねらい】
・スマートフォンの基本的な操作や便利な機能を体験
し、使い方を学ぶ

誰もが手軽にスマートフォンを活用できるようになる

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】ドコモショップ入間狭山店、富士通ス
マートフォンアドバイザー

備
考

【講師】堀兼公民館登録サークル　オカリナ雅
内山佐知子

【ねらい】

【継続】
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分
類

終了時期

令和4年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

12月 1 回 15 人 1,500 円

4.8 3

2月 1 回 10 人 3,500 円

5.0 1・2・3

2月 1 回 6 人 1,300 円

5.0 2

2月 2 回 16 人 0 円

4.1 2

3月 3 回 34 人 6,000 円

4.9 2・3

成
人
一
般

【ねらい】
・堀兼産の大豆を使い、味噌を作る 地元の食文化の伝承や地産地消の食育を行う

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】ほりかねまちづくりの会

【ねらい】
・ダックワーズ5個及びカスタードプリン3個作成

2月

【内容】

【継続】 2月

【内容】

3月

【内容】 【ねらい】
プロ及び経験者による技術指導 健康増進と心身のリフレッシュを図るとともにゴルフ

技術を向上させる

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】堀兼ゴルフ協会
【講師】早川夏未プロ、堀兼ゴルフ協会会員

【共催】 １０．お正月門松作り教室 【継続】 12月

【共催】ほりかねまちづくりの会

【内容】 【ねらい】
・地元産の竹や葉牡丹等の材料を使い、寄せ植え門松
を作る

正月飾り製作を通じ、日常生活を豊かにする

【総合評価】 【重点目標】

備
考

参加者相互の交流を図るとともに、公民館活動に
関わるきっかけを作る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】ABCクッキング山口至美

【共催】 １１．味噌作り教室

【主催】 １２．お菓子づくり教室 【新規】

【共催】 １３．暮らしに役立つＩＣＴ講座 【新規】 2月

【内容】 【ねらい】
・ブラウザ検索や二次元バーコードの活用の学習
・アプリケーションの入手方法や使い方の学習

暮らしに役立つスマートフォンの機能や使い方を
学ぶ

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】ソフトバンク（株）スマートフォンアドバイ
ザー

【共催】 １４．ステップアップゴルフ教室 【継続】
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分
類

終了時期

令和4年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 回 人 200 円

2

3月 回 人 0 円

1

13 件 27 回 198 人

3月 回 人 0 円

1・2

11月 2 回 76 人 0 円

3.9 1・2・3

8月 回 人 0 円

1・2・3

成
人
一
般

高
齢
者

・３人１組１５チームを５チーム３ブロックに分かれてリー
グ戦を行うチーム対抗戦のペタンク大会

高齢者の健康増進と参加者同士の交流、生きが
いづくり

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】堀兼地区老人クラブ連合会

・事故の当事者、被害者を取り巻く家族の実録講話
・自動車保険に関する学習
・安全に、より長く車を運転し続ける為の運転マナーの
学習

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

日頃より安全運転を心掛けるために、自動車の運
転講習をする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】損害保険ジャパン株式会社

3月

【内容】

【共催】 ２．ペタンク大会 【継続】 5月

【内容】 【ねらい】

【主催】 １５．歴史講座 【継続】 3月

【内容】 【ねらい】
・堀兼公民館を出発・終着として、堀兼地区の史跡・文
化財を訪ねる

※悪天候のため翌年度へ延期

堀兼地区の文化や歴史に触れる

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】ＮＰＯ法人狭山歴史ガイドの会

・外国籍の方々を招いて異文化を体験し、相互交流を
図るとともに多様な価値観を学ぶ

※日程の調整がつかず中止

様々な人権問題への理解を深める

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】人権推進室

【主催】

備
考

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【主催】 １６．人権講座・研修会 【継続】

【ねらい】

【内容】 【ねらい】

【継続】

３．シニア安全運転講習 【新規】 8月

【内容】 【ねらい】

5月

【共催】

高齢者の健康増進と参加者同士の交流、生きがいづく
りに役立つ各種催し・講義等を参加者代表と企画し、実
施する

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

高齢者の健康増進と参加者同士の交流、生きが
いづくり

【総合評価】 【重点目標】

１．ほりかね寿大学
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分
類

終了時期

令和4年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

12月 1 回 46 人 0 円

3.8 1・2・3

2 件 3 回 122 人

7月 回 人 0 円

4

9月 回 人 0 円

4

10月 回 人 0 円

4

11月 1 回 505 人 0 円

3【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】市民文化祭堀兼公民館会場実行委員
会　【協力】交通安全協会堀兼支部、みつばさ
保育園、ほりかねまちづくりの会、さやま元気
ファーム、ほりかね大樹作業所、堀兼地区自治

４．市民文化祭堀兼公民館会場

【共催】

イ
ベ
ン
ト

【共催】堀兼地区自治会連合会
【協力】狭山市民踊連盟堀兼支部、狭山市消防
団第４分団、交通安全協会堀兼支部、青少年
育成堀兼地域会議、堀兼ゴルフ協会等

【共催】 ２．自治会対抗スポーツ大会

【重点目標】

備
考

【共催】堀兼地区老人クラブ連合会

【共催】

・開催期間　11月3日～6日
・29団体の参加による展示・発表

サークルの年間の活動成果を発表するとともに、
サークル間や地域住民との交流を図る

【継続】 11月

・競技種目：スローピッチソフトボール
・会場：堀兼小学校、堀兼中学校グラウンド

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

スポーツを通じて自治会の結束や地域住民同士
の交流を図るとともに、身体を動かすことによって
健康増進を図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】堀兼地区自治会連合会
【協力】狭山市ソフトボール協会審判部

【継続】 7月

【継続】 10月

【内容】
・競技種目：５０ｍ走、玉入れ、リレー、防災クイズ等
・会場：堀兼中学校グラウンド

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

スポーツを通じて健康増進と地域住民同士の交
流、連帯意識を深めることを目的とする

備
考

【共催】堀兼地区自治会連合会
【協力】狭山市消防団第４分団、交通安全協会
堀兼支部、狭山市民踊連盟堀兼支部

夏祭りを通じて郷土意識の高揚と地域住民の親睦
を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【内容】 【ねらい】

【継続】 9月

【総合評価】 【重点目標】

【共催】 ３．市民体育祭堀兼地区大会

【ねらい】

【共催】 １．堀兼ふる里まつり

【ねらい】
・催し物（民踊流し、お囃子等）
・模擬店（焼きだんご、フランクフルト、焼き鳥、ピザ、野
菜等）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

【内容】

【ねらい】
・５～６人１組で８チームに分かれて４ラウンドプレーする
個人対抗戦のグラウンドゴルフ大会

高齢者の健康増進と参加者同士の交流、生きが
いづくり

【総合評価】

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

高
齢
者

【内容】 【ねらい】

４．グラウンドゴルフ大会 【継続】 12月

【内容】
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分
類

終了時期

令和4年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

1月 回 人 0 円

3

1 件 1 回 505 人

3月 20 回 - 人

1・2

1 件 20 回 - 人

10月 2 回 26 人

【ねらい】

- 4

3月 2 回 14 人

【ねらい】

- 4

11月 4 回 91 人

【ねらい】

3・4

会
議
等

【共催】 １．堀兼ふる里まつり実行委員会

【主催】 ２．公民館事業運営委員会

【共催】 ３．市民文化祭実行委員会 【継続】 7月

【継続】 5月

【継続】

イ
ベ
ン
ト

【内容】 【ねらい】
・堀兼中学校多目的室にて、アクリル画、木彫り、写真
を展示

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

中学生が生涯学習や公民館活動など様々な取り
組みに関心を持つ

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】堀兼中学校
【協力】一歩会、木彫りの会、堀兼写友会（堀兼
公民館サークル）

【共催】 ５．出張文化祭 in 堀兼中学校 【継続】 1月

『展示』事業（件数、回数、延参加者数）小計

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

展
示

【共催】 １．ロビー・階段壁面等展示 【継続】 4月

【内容】 【ねらい】
・展示内容：絵画、写真、寄せ植え、門松、フラワーアレ
ンジメント、菊花の展示

公民館の活動成果を広く発表する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】一歩会、堀兼写友会、ほりかねまちづく
りの会、地域有志

【内容】
・市民文化祭開催に向け、日時、テーマ、会場割り振
り、時間割り振り等を検討
・文化祭実施後、反省会

公民館サークルによる文化祭実行委員会を立ち
上げ、文化祭に向けた準備を行う

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】市民文化祭堀兼公民館会場実行委員
会

【内容】
・令和４年度堀兼ふる里まつりの開催について
・令和５年度堀兼ふる里まつり事業計画（案）について
・令和５年度堀兼ふる里まつり事業予算（案）について
等

堀兼ふる里まつりの開催についての検討、準備を
行う

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】堀兼ふる里まつり実行委員会

7月

【内容】
・事業実施状況報告
・事業計画意見交換

公民館事業の実施内容と実施計画について意見
を聴取し、公民館事業を円滑に実施する

【総合評価】 【重点目標】

備
考
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分
類

終了時期

令和4年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 1 回 22 人

【ねらい】

- 3・4

3月 1 回 21 人

【ねらい】

- 3

5 件 10 回 174 人

3月 12 回

-

3月

-

2 件

会
議
等

広
報

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【継続】 4月

【主催】 ４．公民館利用者懇談会

【主催】 ５．利用者自衛消防訓練

【継続】 3月

【内容】
・公民館利用等についての意見交換及び情報共有 公民館サークルとの意見交換及び情報共有する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【継続】 3月

【内容】
・火災発生を想定し館外への避難訓練
・水消火器訓練

災害時の安全確保のための避難方法・避難経路
の確認

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【内容】 【ねらい】
・広報さやまと同時全戸配布
・市ホームページ掲載

公民館事業や地域事業の詳細を住民に周知する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 １．ふる里ほりかね発行

『広報』事業（件数）小計

【継続】 4月 随時

【内容】 【ねらい】
・講座等公民館事業や地域事業の詳細について、市
ホームページに掲載

公民館事業や地域事業の詳細を住民に周知する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 ２．公民館ホームページ更新
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◆

鉄筋コンクリート造 ・地上2階建

ホール 人 ㎡

会議室 人 ㎡

㎡

事務室 ㎡

㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

◆

西武バス（井戸窪経由狭山台団地行）西武狭山台ハイツ下車徒歩2分

dai-kom@city.sayama.saitama.jp

所在地

電話 FAX

E-mail

交通

狭山市狭山台3丁目7番地1

04-2957-1271 04-2959-0545

813.36

1

主事補
社会教育主
事有資格者

1

平成２８年度

狭山台公民館

館長 副館長 主幹 主任

区分

1851.67 ㎡

3010

30

25

30

合計 185

空調設備改修工事

調理台4台

30畳敷

63

1 1

－

95

1 3

122.5

334.5

49

70

小計

2
階

学習室

調理実習室

和室

会議室

廊下等

施設案内

開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

職員配置

施設等の整備状況

80

478.86

地区センター － 28

65.25

159.15

154.71

36

アップライトピアノ

施設概要

ロビー

機械室・階段等

－ 35.75

定員 面積

10

－

－

昭和55年11月30日（昭和55年11月29日竣工）

備考

1
階

小計 90

（R5.4.1時点）
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令和４年度 狭山台公民館 振り返り（評価・課題等） 

 

狭山台公民館では、令和４年度の狭山市基本方針に基づき次の重点目標を掲げ、事業

を実施した。各項目についての評価、課題は次のとおりである。 

 

重点目標 １ 現代的課題や地域課題への取組の強化及び人材の発掘と育成 

昨年に引き続き「高齢者が元気に生活を続けていける地域になる」ことを目的に、ス

マートフォン操作講座や介護予防教室を実施し、安全安心な情報収集方法及び健康や生

活について学ぶ場の提供をすることができた。今後も時代背景や地域住民のニーズをと

らえ、何が重要課題か見極めながら事業を実施していく。 

 

重点目標 ２ ライフステージに応じた公民館事業の展開 

親子で楽しめる事業として「おはなし会」「森の木を切る体験学習」「シイタケのコマ

打ち体験」などを実施した。堀兼公民館と共催により実施した「春の子どもフェスティ

バル」は好評を博したことから、今後も他館などとの共催を検討していく。 

 

重点目標 ３ 教育機関等と連携した学習機会の充実 

ＮＰＯ法人や地域団体、施設機関と連携し、講演会や子育て世代の居場所づくりを実

施した。今後も育児からくる孤立化の予防など、現代的課題とともに「地域」での取り

組みができるよう調整を図る。 

 

重点目標 ４ 地域の教育力を培い、まちづくりにつながる事業の推進 

学習成果を生かすため、旧ＳＳＣＣジャーナル学科の卒業生が引き続き「さやまだい

公民館・地区センターだより」の作成に編集委員として携わっている。また、講座終了

後に結成した折紙ボランティアグループの折り紙作品を、館内に展示するなど、今後も

利用団体の発表の機会を提供していく。 

 

重点目標 ５ 学習サークルへの支援並びに職員の資質の向上 

コロナ禍において、利用サークルとの共催事業や展示発表(ギャラリーさやまだい)を

可能な限り実施した。 
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【共催】　夏の子どもフェスティバル　子ども環境講座「親子工作教室」　【継続】

【共催】　第１回狭山台公民館長杯OVER１３０テニス大会　【新規】

【ねらい】 地域住民の健康増進と相互の交流を図る。

【日 時】 令和４年１１月６日（水） ９時００分から１４時５０分

【対 象】 ①ペアの年齢合計が１３０歳以上

②狭山台在住、在勤または狭山台地区にゆかりのある方、日頃狭山台中央公園

テニスコートを利用している方

【内 容】 狭山台中央公園で日頃から活動しているメンバーで実行委員会を立ち上げ

館長杯として初めて実施した。シニア・テニス愛好家が集い、ダブルステニスの

技量を競い合うとともに楽しく交流の輪を広げることができた。

【会 場】 狭山台中央公園テニスコート

【参加費】 １ペア １,０００円

【共 催】 狭山台ＯＶＥＲ１３０テニス実行委員会

【重点目標】 １・３・４

★ピックアップ事業★

大会の様子①

パンフレットを参考に学習

大会の様子②

【ねらい】 身近なテーマから地域について考え、理解を深める。

【日 時】 令和４年７月３１日（日） １０時００分から１１時５０分

【内 容】 ①ゴミの分別についての学習

②環境マーククイズ

③ブンブンコマ作り

④紙トンボ作り

【会 場】 狭山台公民館 ホール

【参加費】 無料

【講 師】 NPO法人さやま環境市民ネットワーク

ごみ減量化チーム

【重点目標】 １・２・３

★ピックアップ事業★

ごみの分別箱 資源ごみでおもちゃ作りごみを使って分別体験
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分
類

終了時期

3月 3 回 63 人 0 円

【ねらい】

4.8 1・2・3

8月 0 回 0 人 円

【ねらい】

1・2・3

11月 0 回 0 人 円

【ねらい】

1・2・3

12月 1 回 20 人 0 円

【ねらい】

5.0 1・2・3

7月 1 回 23 人 0 円

【ねらい】

4.5 1・2・3

青
少
年

7月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

【共催】 ５．親子工作教室 【新規】

【共催】ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワーク
【総合評価】 【重点目標】

備
考

①ゴミの分別についての学習
・紙トンボ、ぶんぶんの工作、工作物での遊びなど

身近なテーマから地域について考え、理解を深め
る

小学生を対象として、廃食用油を材料に石けんを
作ることにより環境に対する意識の向上を図る

【総合評価】

備
考

【共催】ＮＰＯ法人狭山環境市民ネットワーク

【重点目標】

ＮＰＯ法人との連携による事業「環境講座」として実施

①大木伐採見学
②のこぎりの使用体験

場所　堀兼・上赤坂公園、緑のトラスト保全9号地

【内容】

【内容】

備
考

12月

自然と触れ合いながら環境問題を学び、雑木林の
保全を行い、環境に対する意識の向上を図る

【総合評価】

備
考

【共催】ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワーク、
堀兼公民館
【協力】緑のトラスト狭山

【重点目標】

１．おはなし会 【継続】

【共催】 ４．森の木を切る体験学習 【継続】

３．里芋クッキング教室 【継続】

【内容】
ＮＰＯ法人との連携による狭山市地域の学び推奨事業
「こども環境講座　廃食用油から石けんを作ろう」として
実施（全1回）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

公民館利用団体との連携により、夏・秋・冬（クリスマス）
と季節に応じた内容にて実施（全３回）
※公民館利用団体との連携

パネルシアター、素ばなし、わらべ歌、手遊びなど

【共催】

【内容】

令和４年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

教育機関との連携による事業として実施（全1回）
①畑で里芋を収穫
②調理
③作法を学びながら食す

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

【共催】 ２．廃食用油から石けんを作ろう 【継続】 8月

【重点目標】

小学生を対象として、食の大事さ及び調理の楽し
さを学ぶ

【総合評価】

11月

【重点目標】

7月

読み聞かせを通して子どもの情操育成と参加者相
互の交流を図る

【総合評価】

備
考

【共催】おはなしのろうそく（朗読グループ）

【共催】
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分
類

終了時期

令和４年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 1 回 13 人 0 円

【ねらい】

5.0 1・2・3

3月 1 回 75 人 0 円

【ねらい】

4.7 1・2・3

5 件 7 回 194 人

1月 3 回 25 人 0 円

【ねらい】

2・3

3月 20 回 243 人 0 円

【ねらい】

1・3・4

3月 20 回 182 人 0 円

【ねらい】

1・3・4

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】①おはなしのろうそく（朗読グループ）
【講師】②吉川優子（（公財）ラボ国際交流セン
ターボランティアリーダー）

3月

【内容】

【共催】 ６．シイタケのコマ打ちとシイタケ狩り 【継続】

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山台地域包括支援センター

【共催】 ２．さやまだいスクール

地区包括支援センターとの連携による事業介護予防教
室として実施（全24回）

ヨガを通して健康増進を図り、社会参加の場を提
供することで加齢に伴う孤立を予防する

4月

【内容】

【継続】 4月

【内容】
地区包括支援センターとの連携による事業介護予防教
室として実施（全12回）
①筋力強化について、②熱中症予防、③体力測定、歩
き方、④認知症予防について、⑤神経への働きかけ

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

１．あかちゃんワイワイ広場 【継続】【共催】

【共催】 ７．春のこどもフェスティバル 【新規】 3月

【内容】
①「はるのおはなし会」(おはなしのろうそく)
　わらべ歌、手遊び、パネルシアターなど
※公民館利用団体との連携事業
②えいごであそぼう
　ウクライナ民話「てぶくろ」を英語と日本語で読み聞か
せ

読み聞かせを通して子どもの情操育成と参加者相
互の交流を図る

備
考

【共催】狭山台地域包括支援センター

ＮＰＯ法人との連携による事業「環境講座」として実施
①さいたま緑のトラスト保全９号地雑木林内にて、シイタ
ケ菌のコマ打ちとシイタケ狩りの体験
②コマ打ちしたホダ木を栽培用に持ち帰り
※シイタケ狩り中止(生育不良のため)

自然と触れ合いながら雑木林の有効活用につい
て広く理解する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワーク、
堀兼公民館
【協力】緑のトラスト狭山

【共催】狭山市総合子育て支援センター
【重点目標】

【共催】 ３．６０歳からはじめるヨガ教室 【継続】

子育て中の保護者及び妊娠中の方の育児の孤立
化や育児不安を軽減するため、外に出て仲間づく
りや情報交換できる場を提供する

【内容】

4月

【総合評価】

他部署行政機関との連携による事業として実施
4月、10月、1月（全3回）(7月は中止)
①親子で楽しめる手遊び・パネルシアター・ふれあい遊
び
②育児相談、子育ての情報交換
※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から予約
制で実施

住み慣れた場所で、元気に生活を続けていくこと
を目的に、健康や生活について学習する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

青
少
年

成
人
一
般
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分
類

終了時期

令和４年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 1 回 26 人 0 円

【ねらい】

5.0 1・3・4

3月 回 人 円

【ねらい】

1・3・4

3月 回 人 円

【ねらい】

１・2・3・4

3月 2 回 39 人 0 円

【ねらい】

4.2 1・3

1月 2 回 9 人 0 円

【ねらい】

4.8 2

【継続】

5月

【内容】
冒険遊び場の活動理念を多くの子育て中の保護
者に理解してもらうため保育付きで実施する

ＮＰＯ法人との連携による外遊び応援プロジェクト！子
育て応援講座として実施（全1回）
①基調講演「狭山の未来と外遊びの関係性」
②パネルディスカッション、意見交換 【重点目標】

４．子育て応援講座【共催】 【継続】

【総合評価】

備
考

【共催】NPO法人本気であそぶ子応援団
【協力】男女共同参画センター（保育）
【講師】関戸博樹（NPO法人日本冒険遊び場づ
くり協会代表）

1月

【内容】
スマホの基礎知識と操作方法を学ぶ（全２回）
・QRコードの読み取り、LINEの基本操作、アプリの導入
他

８．暮らしに役立つICT講座 【新規】

技術の活用を目指す

【主催】

スマートフォンの仕組みを学習し、日常生活に役
立てる

【重点目標】
【講師】ソフトバンク株式会社スマホアドバイ
ザー

【総合評価】

備
考

【総合評価】

【内容】

5月

【講師】土田丹智子（料理研究家）

【継続】

【内容】

自ら調理することにより健康に対しての意識の向上
を図り、日常生活に役立てる

【総合評価】 【重点目標】

【重点目標】

備
考

【講師】ソフトバンク株式会社スマホアドバイ
ザー

スマホの基礎知識と操作方法を学ぶ（全２回）
①スマートフォンの通信の仕組みや機種の違いなどの
解説
②操作方法

5月

【内容】

【共催】 ６．男の料理教室

地元野菜を食材に使った料理教室（全3回）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

料理を楽しみながら学び、仲間づくりや家族との交
流に役立てる

【総合評価】 【重点目標】
【講師】土田丹智子（料理研究家）

備
考

5月

地元野菜を食材に使った料理教室（全1回）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

【主催】 ７．スマホって何？基本講座

備
考

【主催】 ５．料理教室 【継続】

成
人
一
般
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分
類

終了時期

令和４年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 回 人 0 円

【ねらい】

3・4

3月 回 人 0 円

【ねらい】

3

2月 回 人 0 円

【ねらい】

3・4

6 件 48 回 524 人

6月 1 回 10 人 0 円

【ねらい】

4.1 １～４

3月 2 回 29 人 0 円

【ねらい】

3.9 １～４

2 件 3 回 39 人

高
齢
者

備
考

【講師】損害保険ジャパン株式会社

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

・公民館利用団体との連携による事業（全1回）
・長年培ってきた味噌造りの技術を活かすため実施

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

【共催】 １．シニア安全運転講習 【新規】

【内容】

6月

【内容】
・日頃より安全運転を心掛けるために、自動車の運転講
習を行う

【総合評価】

備
考

健康や歴史、環境問題など幅広く学ぶとともに、参
加者相互の交流と教養の向上を図る

【総合評価】

【内容】

【内容】

保存食である味噌造りを通して調理の楽しさや昔
ながらの文化に触れ合うことで世代間交流を図る

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【継続】 3月２．狭山台寿大学

備
考

【主催】

【重点目標】

備
考

【共催】男の大学院

９．写真を楽しむ撮影教室 【継続】 5月

・日頃より安全運転を心掛けるために、自動車の運
転講習を行う

【総合評価】 【重点目標】

【重点目標】
【共催】狭山台地区スポーツ推進委員
【講師】ワタナベヨガスタジオ備

考

地区スポーツ推進委員との連携による健康づくり講座と
して実施（全1回）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 【総合評価】

ヨガを通して自分の身体と向き合い健康づくりに対
する意識向上を図る

【講師】ソフトバンク株式会社スマホアドバイ
ザー

【重点目標】

【共催】 11．手前味噌造り教室 【継続】 2月

・スマートホンに未所持又は、操作に不慣れな65歳以
上の方にスマホに触れてもらう
・貸出用スマホを使用

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため期間・内容
等変更し実施

【共催】 10．健康づくり講座 【継続】

【共催】

成
人
一
般

5月

【内容】

【共催】彩光会（写真サークル）

公民館利用団体との連携による事業として実施（全1
回）
①撮影会
②展示会「ギャラリーさやまだい」

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

趣味の知識を深めるとともに世代間交流を図る

【総合評価】 【重点目標】
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分
類

終了時期

令和４年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

4月 1 回 24 人 300 円

【ねらい】

1・2・3・4

4月 1 回 35 人 300 円

【ねらい】

1・2・3・4

10月 2 回 56 人 0 円

【ねらい】

4.6 3・4

7月 回 人 0 円

【ねらい】

　 3・4

7月 1 回 29 人 0 円

【ねらい】

3・4

7月

4月２．狭山台グラウンドゴルフ大会

【継続】 4月

【内容】
・地域団体との連携による事業として実施(全1回）
・会場　狭山元気プラザグラウンド

住民の高齢化が進む中、ペタンクを通して地域住
民の健康増進と相互の交流を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】
狭山台ペタンククラブ、西武ハイツペタンククラ
ブ

【総合評価】

備
考

【継続】

誰もが見て楽しめる腹話術の寸劇を通し、日常生
活に潤いをもたらすとともに世帯間交流を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】ミネフジコ虹色腹話術研究室　アンディ

【共催】狭山童句研究会

10月

【内容】

地域団体との連携による事業として実施（全1回）
①地域団体によるステージ発表
②地域団体等による模擬店の出店
会場　狭山台中央公園野球場及び園内道路

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

公民館利用団体との連携により童句創始者の土家由
岐雄先生（童句翁）の忌日を偲ぶ事業として実施（全１
回）
・童句の募集
・投句応募者29名、投句総数86句（特選2句、入選5
句、佳作8句、献句4句）

狭山台発祥の童句の募集・選考を通して、地域で
生まれた文化の継承と発展を目指す

【総合評価】

住民の高齢化が進む中、グラウンドゴルフを通して
地域住民の健康増進と相互の交流を図る

【重点目標】
【協力】狭山台スマイルクラブ

狭山台地区全体の夏祭りを開催し、ふるさと意識
の醸成と地域住民の交流を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山台地区自治会連合会、狭山台ふる
さと祭り実行委員会

【重点目標】

備
考

【継続】 7月

・地域団体との連携による事業として実施(全1回）
・会場　狭山元気プラザグラウンド

【内容】

【主催】

【共催】 ５．童句翁忌句会

１．狭山台ペタンク大会

【内容】

【共催】 ３．ふくわじゅつ大行進２０２２

イ
ベ
ン
ト

【主催】

【継続】

【共催】 ４．狭山台ふるさと祭り 【継続】

・市内腹話術サークルとの連携による事業（全１回）

【内容】
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分
類

終了時期

令和４年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

8月 1 回 39 人 0 円

【ねらい】

4.7 1・3・4

9月 1 回 31 人 0 円

【ねらい】

1・3・4

10月 1 回 800 人 0 円

【ねらい】

1・3・4

11月 1 回 1,170 人 0 円

【ねらい】

　 3・4

11月 1 回 550 人 0 円

【ねらい】

3・4

【共催】 ７．朗読と語りの会 【継続】 9月

【内容】
・地域団体との連携による事業(全1回）
【内容】「じゅうにつき」「爺さまの湯治」「モーニングコー
ル」他

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】狭山語りの会

【総合評価】

備
考

【共催】市民文化祭狭山台公民館会場実行委
員会

【重点目標】

【継続】

備
考

【共催】狭山台ふれあい音楽祭実行委員会
【協賛】狭山台地区自治会連合会、青少年育成
狭山台地域会議

8月

【共催】狭山語りの会

【重点目標】【総合評価】

地域で音楽を愛好するグループの演奏などを通し
て、音楽に親しむ機会を提供する

【継続】

【共催】 ６．平和への祈り朗読会

公民館利用団体との連携。狭山市平和都市宣言事業
として実施（全１回）
【演目】「せんそうしない」「くり返す」「なくぞ」
「蛍火ものがたり」「なきむしせいとく」「ふたつの悲しみ」
他

【共催】 ８．狭山台地区体育祭

【内容】

【総合評価】

備
考

利用団体の活動の成果を展示・発表することによ
り、活動意欲の向上を図るとともに、来場者との交
流を図り文化活動に貢献する

朗読を通して、平和の尊さについて世代を超えて
考える

【重点目標】

11月

【継続】

【共催】

【内容】
・自治会競技
・会場　狭山元気プラザグラウンド

【総合評価】

備
考

誰もが楽しめる体育祭をコンセプトに、ゲーム感覚
の競技を通して地域の人々の交流と健康推進を
図る

【重点目標】
【共催】狭山台地区体育祭実行委員会

９．狭山市民文化祭狭山台公民館会場 【継続】 10月

10月

【共催】 １０．狭山台ふれあい音楽祭

【内容】

イ
ベ
ン
ト

・開催期間
前期：10月29日（土）～11月1日（火）
後期：11月3日（木）～11月6日（日）
・作品展示・発表、テイクアウトドリンクコーナー等
・参加団体：42団体

【内容】

音楽発表会（全１回）
・会場　狭山元気プラザ体育館
・参加団体「狭山台みつばさ保育園」、「狭山台オカリナ
サークル」、「狭山台小学校」、「狭山台中学校」、「狭山
手をつなぐ親の会と鶴の子会」、「狭山少年少女合唱
団」、「狭山市吹奏楽団」
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分
類

終了時期

令和４年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 3 回 3 人 0 円

【ねらい】

5.0 3・4

11月 1 回 30 人 0 円

【ねらい】

4.8 3・4・5

3月 回 人 0 円

【ねらい】

1・3・4

11月 1 回 20 人 1,000 円

【ねらい】

1・3・4

12 件 15 回 2,787 人

3月 4 回 - 人 0 円

【ねらい】

3・4・5

1 件 4 回 - 人

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

・地域団体との連携による事業として実施(全1回）
・会場　狭山台中央公園テニスコート

地域住民の健康増進と相互の交流を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

実行委員会形式で実施

【共催】 １４．狭山台公民館杯・OVER130テニス大会 【新規】 11月

サークル活動の活性化を図る

11月

【内容】

【共催】狭山台オカリナサークル

【共催】狭山台公民館利用団体
【総合評価】

備
考

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【内容】

狭山台地区住民の郷土料理や創作料理を紹介・
販売し、食した地域住民の交流を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【共催】食のフェスティバル実行委員会

展
示

【共催】 １．ギャラリーさやまだい 【継続】 4月

・公民館利用団体との連携事業
・童歌や歌謡曲など幅広いジャンルの曲を演奏するオ
カリナコンサート

公民館ロビースペースを有効活用し、賑わいを創
出するとともに利用団体に普段から活動成果が発
表できる機会を提供する

【重点目標】

狭山台公民館ロビーをギャラリーとして開放
①絵画展（絵画同好会パレット）
②絵手紙展(絵手紙ひよっこの会)
③子供書道作品展(春墨会)
④折り紙作品展（折り紙ボランティアたんぽぽ）

【継続】【共催】

１１．「詩吟」体験講座 【継続】

イ
ベ
ン
ト

【共催】

狭山台地区住民の郷土料理や創作料理を紹介・販売
する。（全１回）
・会場　狭山元気プラザ

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

【内容】

【内容】
・利用域団体との連携事業
【内容】
①発声法を学ぶ
②呼吸法を正し、生活の質を高める
③詩吟入門

１３．食のフェスティバル

１２．オカリナミニコンサート 【継続】

『展示』事業（件数、回数、延参加者数）小計

3月

11月

サークル活動の活性化を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山台吟詠会

【共催】
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分
類

終了時期

令和４年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 12 回 60 人

【ねらい】

1・3・4

1月 4 回 39 人

【ねらい】

2・3・4・5

3月 3 回 30 人

【ねらい】

　 1・3・4

3月 回 人

【ねらい】

　 1・3・4

8月 1 回 49 人

【ねらい】

1・3・4

会
議
等

【内容】
・前年度の事業報告及び事業計画などについての事業
運営委員会を書面にて開催

事業運営委員と公民館職員の意見交換を行い、
公民館事業の企画、運営を円滑に進めることを目
的とする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】狭山台公民館事業運営委員

【共催】 ５．市民文化祭狭山台公民館会場実行委員会 【継続】 8月

【主催】 ４．狭山台公民館事業運営委員会 【継続】 6月

【内容】
・文化祭参加団体による連絡調整等の会議
①テーマの検討、②会場・時間割振り、③必要備品調
整確認、④展示・発表方法の検討、⑤アンケート調査
等

公民館利用団体同士の意見交換・調整。利用者
交流会役員と連携し、円滑に会議を進行する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】狭山台公民館利用団体

【共催】 ３．利用者交流会役員会 【継続】 6月

【内容】
・担当8利用団体の代表による運営検討会議 文化祭の運営に焦点を絞り、円滑な文化祭実施を

目指す

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】狭山台公民館利用団体

【主催】 １．狭山台公民館だより編集会議 【継続】 4月

【内容】
・さやま市民大学ジャーナル学科卒業生との連携によ
り、公民館だより発行に係る会議
①地域活動及びイベントの取材
②紙面全体の編集及び確認

地域の情報発信としてより内容の濃い紙面づくりを
目指す

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】狭山台公民館だより編集委員

【共催】 ２．ふれあい音楽祭実行委員会 【継続】 6月

【内容】
・狭山台ふれあい音楽祭開催の有無及び予算・決算、
プログラム内容、運営方法などの確認及び決定

参加団体相互の協力・団結をすることにより、音楽
祭をより素晴らしい発表の場とする

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】ふれあい音楽祭実行委員会
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分
類

終了時期

令和４年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 2 回 32 人

【ねらい】

1・3・4

11月 回 人

【ねらい】

1・3・4

12月 回 人

【ねらい】

1・3・4

6 件 22 回 210 人

3月 12 回 人

【ねらい】

1

1 件 12 回 人

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

広
報

【共催】 １．狭山台公民館・地区センターだより 【継続】 4月

【共催】 ８．食のフェスティバル実行委員会 【継続】 12月

【内容】
・公民館だより編集委員との共同編集により発行 公民館事業の周知及び地域情報を集めた情報紙

としての役割を目指す

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】狭山台公民館だより編集委員

【共催】 ７．食のフェスティバル役員会 【継続】 11月

【継続】 8月

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】狭山台公民館利用団体

【共催】 ６．利用者交流会(避難訓練)

『広報』事業（件数）小計

【内容】
・昨年出店した団体による実行委員会
①食のフェスティバル開催要項の検討及び確認
②出店場所の調整
③祭り当日までの準備の手順や役割分担の確認

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

食のフェスティバルおいしんぼ祭り開催に向け、出
店団体が協力しあい円滑に進めるよう協議する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】食のフェスティバル実行委員会

会
議
等

【内容】
・食のフェスティバル開催要綱の確認及び開催の検討

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

食のフェスティバルおいしんぼ祭り開催に向け、出
店団体が協力しあい円滑に進めるよう協議する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】食のフェスティバル役員

【内容】
・狭山台公民館利用団体を対象とした交流会
①会の運営及び事業計画の検討
②連絡事項の確認

※第1回は文化祭実行委員会と同時

狭山台公民館利用団体同士の交流を図る
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◆ .

木造平屋建て ※「埼玉の木」施設整備促進事業補助金【埼玉県】を活用

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

人 ㎡

太陽光発電パネル設置（ホール屋根部分）

◆

新狭山公民館

施設概要
開館年月日 平成２９年６月１日

構造 ・規模

25

ＦＡＸ       ０４－２９５４－７８８６

敷地面積 1,984.46

施設内容 区分 定員 面積 備考

49

廊下・倉庫等 ― 276

第３学習室 29

1 1 1 2 1

館長 副館長 主査 主任

駐車場２５台　自転車駐車場２３台（屋根付き）

交通 西武新宿線 新狭山駅北口下車 徒歩５分

第１学習室

第２学習室

ホール 160

44

簡易舞台、電子ピアノ

施設案内
所在地 狭山市新狭山２丁目１７番地の１

電話 ０４－２９５３－９０３４

新狭山地区センター併設

E-mail sins-kom@city.sayama.saitama.jp

社会教育主
事有資格者職員配置

付属施設

１
階

30 59 ﾋﾟｱﾉ、鏡、ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ

40 87 33畳、電気炉、水屋

合計 210 828

調理台3台、ＬＰｶﾞｽ調理実習室

80

図書ｺｰﾅｰ

事務室 ― 49

ロビー ― 26

20

交流ホール ― 49

和室

15

（R5.4.1時点）
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令和４年度 新狭山公民館 振り返り（評価・課題等） 

 
  新狭山公民館では、令和４年度の狭山市公民館基本方針に基づき５つの重点目標を 

掲げ、事業を実施した。各項目についての評価、課題は次のとおりである。 

 

重点目標 １ 現代的課題や地域課題への取り組みの強化及び人材の発掘と育成 

  昨年度に引き続き、急速なデジタル化によるデジタルデバイドの解消のため、「初心者ス

マホ教室」を実施した。依然として講座の継続を求める声が多く、住民の関心は高い。今

後も内容を検討しながら講座を企画していきたい。 

  また、「防犯・交通安全教室」では地域団体と共催することで多くの地域住民が参加し、

地区全体の特殊詐欺被害の手口と交通事故の現状を学び、交通防犯意識の向上を図ること

ができた。安心・安全な地域のくらしを守るためにも、今後も参加しやすいように内容を

工夫し、根気強く防犯意識の啓発を進めていきたい。 

  

重点目標 ２ ライフステージに応じた学びと世代間交流を促進する事業の充実 

  青少年対象事業では「新狭山げんきっ子」、成人一般対象事業では女性を対象とした「ス

マイルアップ女性講座」、高齢者対象事業では「ひだまり学級」など、ライフステージに応

じた学びを実施することができた。 

  また、「子ども体験教室」では、公民館利用サークルを主に講師とし、参加者の青少年に

様々な体験をさせることで世代間交流を図ることができた。 

１５歳～４０歳代の参加者が少ないため、社会背景や個人の価値観を考慮し、ニーズを

捉えた事業を企画していく必要がある。 

 

重点目標 ３ 大学等の教育機関や地域の各種団体等と連携した学習機会の充実 

  高齢者対象事業「ひだまり学級」では、地域の大学と連携し、講座に大学生の実習発表

を盛り込むことで、相互に学習の機会を得ることができた。 

また、ＮＰＯ法人や企業と連携することで、より専門的な知見に基づいた質の高い学習

ができたことから、今後も地域団体などと調整を図り、より充実した事業に取り組みたい。 

 

重点目標 ４ 地域の教育力を高めあい、まちづくりにつながる事業の推進 

  今年度は特に保育所や小学校との連携事業が顕著であり、青少年層の公民館への関心を

高めることができた。 

今後はより一層地域との連携を図るとともに、地域が主体となって活動できるように地

域団体と住民を繋ぎ支援することが、公民館の役割の一つであり重要課題であることを再

認識し、公民館事業に取り組む必要がある。 

 

重点目標 ５ 公民館サークルへの支援並びに職員の資質の向上 

市民文化祭での発表や実演、展示など、様々な形で学びの成果を披露するだけでなく、

公民館利用サークルを講師として「施設利用者交流事業」を実施することで、学びの成果

を地域に還元する場を提供することができた。 

職員については、今後も円滑な公民館運営のため、学びの機会を設ける必要がある。 
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【重点目標】　1・2・3・4

【総合評価】　／

【参加人数】　32名 【重点目標】　1･2･3･5 【総合評価】　4.9

【重点目標】　1・2・4

【総合評価】　4.7 【講師】　狭山市スポーツ推進委員

※令和4年度追加新規事業

※令和4年度追加新規事業【内　容】
・会場：中原公園
・簡単なルール説明の後、試合やモルックアウトを体験

【ねらい】
モルックという誰でも楽しめるスポーツを通じ、
生涯スポーツの振興や健康増進を図り、親睦・交流を深める

【参加者数】　23名　

「新狭山」の写真撮影を通じて、まちの魅力を新発見し、
地域への愛着を深めることにより、シビックプライドを醸成する

参加人数内容

モルック体験会

【ねらい】

地域の大人から様々な分野の文化やスポーツを学び、体験することにより、視野を広げ、興味を
持つことにより豊かな心と感性を育み、世代間交流を図る

久下　泰一

新発見新狭山写真コンテスト

子ども体験教室
【内　容】

・新狭山公民館利用サークルを主に講師を依頼。サークル主体で事業を運営し、
　伝統文化やスポーツなどを体験する教室を実施

【参加者数】　11名　

【共　催】青少年育成新狭山地域会議

【内　容】

・12月に作品募集、1月に作品展示と審査、2月に結果発表を実施
・青少年の部、一般の部それぞれ優秀作品には賞品を贈呈

【ねらい】

山田流　石井　博紫穂

第1回

第2回

第3回

日時

令和4年12月26日（月）
10時～12時

令和4年12月27日（火）
10時～15時

令和5年 1月 5日（木）
10時～12時

筝曲 10名

ボッチャ 11名

燻製チーズ 11名

講師

新狭山軽スポーツを楽しむ
会

★ピックアップ事業★

★ピックアップ事業★

★ピックアップ事業★
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分
類

終了時期

3月 189 回 565 人 0 円

【ねらい】

2・4

5月 1 回 42 人 0 円

4.9 1・2・3

7月 0 回 0 人 0 円

1・2

8月 0 回 0 人 0 円

1・2・3

8月 2 回 3 人 500 円

5.0 1・2・3

【主催】 ５．和紙染色工作 【新規】 8月

【内容】 【ねらい】
・8月29日、31日「和紙染色工作」3名参加
１日目：和紙染色工作（絞り染め、自由染色）
２日目：作品鑑賞

地域の障がい者就労支援施設の従業員と一緒に
和紙染色工作を楽しみながら制作し、ダイバーシ
ティ（多様性）への理解を深めるきっかけとする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】社会福祉法人みのり福祉会　多機能型
支援施設はばたき【講師】星恒夫（社会福祉法
人みのり福祉会　多機能型支援施設はばたき）
※令和4年度追加新規事業

【主催】 ３．「食べる」を楽しむ食育楽級 【継続】 5月

【内容】 【ねらい】
・茶摘み体験や試飲をすることで狭山茶や日本食につ
いて学ぶ

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

世界の料理や食文化に触れながら、「世界遺産に
登録された日本食」や「狭山茶」の文化を学ぶ

【総合評価】

備
考

【内容】
年間を通して公民館の利用の無い部屋を、学生の勉強
の場として、無料開放する

青少年層の居場所、学習の場を作るとともに、公
民館に立ち寄る機会を増やすことで、青少年層の
公民館利用の関心を高める
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【重点目標】

【共催】 ２．あそびのおもちゃ箱 【継続】 5月

【内容】 【ねらい】
・子育て支援事業（広場）として実施
・工作や体験など９つのブースを設け、自由に回っても
らう
（内容：バルーンアート、プラバンキーホルダー、牛乳
パック工作、糸巻き車工作、どんぐり工作、ハンドベル
体験、段ボールぽっくり、マグダーツ、輪投げ）
・例年は会場をホールのみとしているが、感染対策で全
館を使用した

親子での工作や積み木あそび等を通して子供の
創造力を養うとともに、親子のふれあいを深める

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】青少年育成新狭山地域会議、家庭教育
アドバイザーin狭山

令和４年度　新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【主催】 １．開放教室 【継続】 4月

青
少
年

【共催】 ４．狭山市の歴史を知る講座 【新規】 8月

【内容】 【ねらい】
・NHK大河ドラマ「鎌倉殿の13人」に関連し、源義高に
縁のある場所やその時代の歴史について学ぶ

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

まちの由来、歴史や産業、有形文化財等を学ぶこ
とにより、狭山への関心を高め、郷土愛を深める

【総合評価】 【重点目標】

備
考
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分
類

終了時期

令和４年度　新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

1月 2 回 81 人 0 円

4.8 1･2・3

8月 1 回 61 人 0 円

1・2・3

10月 1 回 78 人 0 円

1・2・3

1月 3 回 32 人 0 円

4.9

7 件 199 回 862 人

3月 0 回 0 人 円

1・4

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

成
人
一
般

【主催】 １．男の料理教室 【継続】 5月

【内容】 【ねらい】
・年間継続参加を可として、3ヵ月ごとに募集を行う
・基本は毎月第4木曜日に開催

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、現在休
止中

商店街のプロの料理人から料理を学び、料理の楽
しさを知ってもらい、市民相互の交流を深め、地域
の活性化を図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】田中廣岳（料理人）、井田美南都

【主催】 ９．子ども体験教室 【継続】 12月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】
・新狭山公民館利用サークルを主に講師を依頼。サー
クル主体で事業を運営し、伝統文化やスポーツなどを
体験する教室を実施
・12月26日「ボッチャ体験教室」11名参加
・12月27日「燻製チーズ体験教室」11名参加
　（参加費600円）
・1月5日「筝曲体験教室」10名参加

地域の大人から様々な分野の文化やスポーツを
学び、体験することにより、視野を広げ、興味を持
つことにより豊かな心と感性を育み、世代間交流を
図る
【総合評価】 【重点目標】 1・2・3・5

備
考

【講師】新狭山軽スポーツを楽しむ会、久下　泰
一、山田流　石井　博紫穂

青
少
年

【共催】 ８．ドッヂビー大会 【継続】 10月

【内容】 【ねらい】
・低学年と高学年に分かれそれぞれチームを組み、ドッ
ヂビーの投げ方や取り方を練習し、試合を行う

スポーツに触れ楽しみ、子ども会のレクリエーショ
ン活動を活発化するとともに、スポーツを通して地
域づくりを進める
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】青少年育成新狭山地域会議

【主催】 ７．平和祈念事業 【継続】 8月

【内容】 【ねらい】
・戦時中に体験したことの講話や読み聞かせ、朗読
・新狭山小学校学童保育室において出張講座を実施

戦争を体験した地域にお住まいの方の話を通し
て、戦争の悲惨さや平和の尊さを考えてもらう

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】塚本利明、おはなしのろうそく

【共催】 ６．こども体験講座｢新狭山げんきっ子｣ 【継続】 8月

【内容】 【ねらい】
・年間に2回実施
・８月に木工遊び、ロープ遊び、輪投げなどの遊びを行
う「ぼうけんあそび」を実施
・1月に凧の製作と凧あげを行う「凧作り」を実施

様々な体験を通して子供の創造性や協調性を育
むとともに、異世代間の交流を図る中で地域の教
育力を高める
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】新狭山２・３丁目子ども会、青少年育成
新狭山地域会議【協力】『ほんきっこ』本気であ
そぶ子応援団
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分
類

終了時期

令和４年度　新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 2 回 46 人 0 円

1・2・3

2月 1 回 46 人 0 円

4.5 1・2・4

6月 1 回 9 人 0 円

5.0 1・2・3

6月 0 回 0 人 0 円

3・4

7月 1 回 25 人 0 円

1・4

【共催】 ６．あじさい剪定講習 【継続】 7月

【内容】 【ねらい】
・会場は多数のあじさいが生育する中原公園
・あじさいサポート隊の指導のもと剪定方法を学び、実
際に剪定作業を行う

地域内の公園の剪定作業を通して、地域への愛
着心を深めるとともに、地域活動の理解と参加促
進を図りながら、地域の担い手を育てる
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】新狭山地区連合自治会【講師】新狭山
あじさいサポート隊

成
人
一
般

【共催】 ５．あじさい祭り写真撮影会 【継続】 6月

【内容】 【ねらい】
・撮影会及び講習会を予定

※実施できる人数に到達しなかったため中止

自然に触れながら、狭山の魅力を再発見してもら
い、撮影会を通じて、写真撮影技術の向上を図り、
知識を深めるとともに、地域貢献活動による地域交
流を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】新狭山写真サークル

【共催】 ４．子育て応援講座〔保育付〕① 【継続】 6月

【内容】 【ねらい】
・「栄養士さんに聞いてみよう！」を実施
・管理栄養士が講師となり乳幼児の食事作りについて
の講義と親同士の懇談会にて交流を深める

栄養士から離乳食期の食事作りのヒントを学び、
日々の子育てに役立ててもらう

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】総合子育て支援センター、子育てプレイ
ス新狭山

【共催】 ３．防犯・交通安全教室 【継続】 2月

【内容】 【ねらい】
・防犯：振り込め詐欺等の特殊詐欺に特化した、詐欺の
手口と対策についての講義
・交通安全：市内・新狭山地区の交通事故の現状、反
射材の活用などの交通安全教室

交通事故の現状や交通ルール、詐欺手口の現状
を学び、地域ぐるみで被害に遭わないための知識
を身につける
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】新狭山地区地域防犯ネットワーク、新狭
山地区連合自治会【講師】埼玉県警察本部生
活安全総務課、狭山警察署生活安全課、市交
通指導員

【主催】 ２．健康ウォーキング 【継続】 6月

【内容】 【ねらい】
歴史・文化遺産巡りや自然散策など、市内外でコース
を選定し、コースによっては案内人を設けて約半日の
日程で実施
・6月2日「ＮＨＫ大河ドラマ　鎌倉殿の１３人より狭山市
内に残る清水冠者義高ゆかりの伝承史跡をたどる」
狭山あるこう会との共催により、準備運動や歩き方につ
いても学んだ
・2月21日「奥富地区編」

ウォーキングを通して、行く先々の歴史や自然等を
学ぶとともに、市民の健康増進を図り、親睦・交流
を深める。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】狭山歴史ガイドの会、狭山あるこう会
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分
類

終了時期

令和４年度　新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

9月 3 回 32 人 1,500 円

5.0 1・2

9月 2 回 33 人 0 円

4.2 1・2

10月 1 回 21 人 0 円

4.8 1・2・4

10月 1 回 12 人 500 円

4.6 1・2

11月 1 回 28 人 0 円

4.7

成
人
一
般

【共催】 １１．子育て応援講座② 【継続】 11月

【内容】 【ねらい】
・「おやこで♡あそぼう！！」をテーマに、親子で楽しめ
るレクリエーション
・親同士の情報交換・交流する場の提供

レクリエーションを通して親子のコミュニケーション
を深め、親同士が交流することにより、地域の子育
て支援に繋げる
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】総合子育て支援センター、子育てプレイ
ス新狭山【講師】子育て応援団めりーごーらん
ど

1・2・3・4

【主催】 １０．スマイルアップ女性講座 【継続】 10月

【内容】 【ねらい】
・「アロマテラピーでリラックスタイム～～アロマテラピー
を生活に取り入れてストレスフリーになろう～」を実施
・アロマテラピーの楽しみ方とオイルの種類と期待できる
効果の説明を受けた後に、ルームスプレーを作る

アロマの効果で、日常的に自宅で手軽にリラックス
でき、心と体の健康を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】横山裕子（アロマテラピーインストラク
ター）

【主催】 ９．ノルディック・ウォーキング体験 【新規】 10月

【内容】 【ねらい】
・ノルディック・ウォーキングの講習、体験を行う ノルディック・ウォーキングを通して健康寿命を意

識し運動習慣を作るきっかけとする

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】狭山台ノルディックウォーククラブ【協力】
堀兼・奥富・新狭山地域包括支援センター、狭
山市社会福祉協議会、狭山市社会福祉協議会
新狭山支部※令和4年度追加新規事業

【主催】 ８．初心者スマホ教室 【継続】 9月

【内容】 【ねらい】
・これからスマートフォンにする人、既にスマートフォンを
持っているが使いこなせていない人を対象に基本的な
機能について学び、操作方法などを習得する
・9月27日、28日の2日間に基礎編・応用編を実施
内容：マップ、カメラ、音声アシスタント、二次元コードの
読み取り方、インターネット

急速なデジタル化によるデジタルデバイドの解消
を図り、新たなコミュニケーション・情報収集ツール
として普及したスマートフォンの利便性向上を図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】ソフトバンク株式会社スマートフォンアド
バイザー

【主催】 ７．手作りひょうたんランプ講座 【継続】 8月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】
・天然素材のひょうたんを使用し、オリジナルランプを作
る
・第1回目（8月20日）：デザイン、作業　11名参加
・第2回目（9月3日）：作業　11名参加
・第3回目（9月17日）：作業、仕上げ　10名参加
・完成品を市民文化祭に出展

コロナ禍で家で過ごす時間が増える中、温かく優
しく照らすランプを飾ることで前向きな気持ちに
なってもらい、心身の健康増進を図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】久下泰一
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分
類

終了時期

令和４年度　新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

12月 1 回 11 人 1,800 円

4.9 1・2

1月 0 回 0 人 0 円

1・4

2月 0 回 0 人 0 円

　 1・2

3月 1 回 23 人 0 円

4.7 1・2・4

11 件 15 回 286 人

3月 4 回 85 人 0 円

1・2・4

成
人
一
般

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

高
齢
者

【主催】 １．高齢者ひだまり学級 【継続】 6月

【内容】 【ねらい】
・単発講座に変更して実施
・6月3日「健康ストレッチ」23名参加
前半は西武文理大学の学生が「新型コロナに負けない
からだづくり」を講義
・9月5日、7日「和紙染色工作」7名参加
・3月9日「おなか元気教室」19名参加
・3月13日「楽しく食べて健康に！」36名参加

心豊かに快適に過ごせるよう、高齢者の暮らしに
役立つ様々な知識を学び、体験することにより、参
加者相互の交流を図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】伊東トシ子（健康管理士、健康音楽体
操・ケア体操指導員、レクリエーション・コーディ
ネーター）、星恒夫（社会福祉法人みのり福祉
会　多機能型支援施設はばたき）他

【主催】 １５．モルック体験会 【新規】 3月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】
・会場：中原公園
・簡単なルール説明の後、試合やモルックアウトを体験

モルックという誰でも楽しめるスポーツを通じ、生涯
スポーツの振興や健康増進を図り、親睦・交流を
深める
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】狭山市スポーツ推進委員
※令和4年度追加新規事業

【主催】 １４．人権パネル展 【継続】 1月

【内容】 【ねらい】
・交流スペースにパネルを展示する

※パネルの確保が予算上困難であったため中止

人権について考える機会を設け、人権尊重意識の
高揚を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】 １３．地域防災講座 【継続】 1月

【内容】 【ねらい】
・新狭山地区の避難行動や防災の基礎知識、日頃の
備えについての講義

※狭山市総合防災訓練自治会個別訓練を新狭山地区
として実施したことから、講座としての開催は中止とした
ため

突然の災害にどう備えるか、災害時にどう対処する
かについて、地域ぐるみで学ぶ

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】新狭山地区連合自治会

【主催】 １２．玄関を彩る寄せ植え教室 【継続】 12月

【内容】 【ねらい】
・講師のアドバイスのもと、数種類の植物の組み合わせ
や配置を考え、自分だけの寄せ植えを作る
・完成後、参加者同士でお互いの作品の鑑賞会を実施

草花を植栽する楽しさを体感してもらい、自然に触
れることで自然の大切さを再認識するとともに、心
身の健康増進を図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】山崎米子
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分
類

終了時期

令和４年度　新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

5月 1 回 7 人 0 円

3.7

2 件 5 回 92 人

10月 1 回 100 人 0 円

3・4

6月 41 回 39 人 0 円

3・5

6月 1 回 2,000 人 0 円

1・4

8月 1 回 26 人 0 円

3・4

イ
ベ
ン
ト

【共催】 ４．あじさい祭り写真展 【継続】 7月

【内容】 【ねらい】
・期間：7月31日～8月31日
・会場：新狭山公民館交流スペース
・撮影会は中止したが、サークル員が撮影した写真を展
示
した

「あじさい祭り並びに国際交流の集い」に実施する
撮影会で撮った写真の展示を行い、写真を通して
地元の魅力を再発見してもらい、広く市民に地域
の魅力を知ってもらう
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】新狭山写真サークル

【共催】 ３．あじさい祭り並びに国際交流の集い 【継続】 6月

【内容】 【ねらい】
・会場：中原公園（通称：あじさい公園）
・発表：和太鼓、民踊、狭山清陵高等学校生徒の合唱
と吹奏楽、フィリピン伝統舞踊、よさこい
・物販：狭山市国際交流協会
・展示：新狭山保育所
・その他：ミニSL

あじさいを愛でながら、地域住民と諸外国の人たち
との文化交流を通じて多様性を理解し、地域住民
相互の親睦を深め、より一層の地域の活性化を図
る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】あじさい祭り並びに国際交流の集い実
行委員会、狭山市国際交流協会、新狭山地区
連合自治会、青少年育成新狭山地域会議、新
狭山保育所　他

【主催】 ２．公民館利用サークル入会体験フェスタ 【継続】 6月

【内容】 【ねらい】
・6月1ヶ月間を入会体験の月と位置づけ、公民館だより
などで周知。
参加団体　16団体
延べ参加者数　39名
延べ入会者数　10名

サークルの会員増強を支援するとともに、広く市民
への生涯学習機会の拡充を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【共催】 １．新狭山小学校区ソフトボール大会 【継続】 5月

【内容】 【ねらい】
・新狭山校区内の市民チームによる対抗の大会を、5月
と10月の年2回実施

※5月は天候不良のため中止

ソフトボール競技を通じて、生涯スポーツを振興す
るとともに、市民の健康増進を図り、親睦・交流を
深める
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】新狭山小学校区ソフトボール協議会【協
力】新狭山小学校

高
齢
者

【主催】 ２．シニアドライバー向け運転講習会 【新規】 5月

【内容】 【ねらい】
・安全運転講習、保険関係の話、実際のドライブレコー
ダーの映像、市の高齢運転者への支援制度について
の説明
・警察から特殊詐欺被害についての講話

高齢者による交通事故の報道が相次ぐ中で、未然
に事故を防ぐためにできることを学び、自身の運転
や保険内容等を見直すきっかけを作る
【総合評価】 【重点目標】 1・2・3・4

備
考

【講師】損害保険ジャパン株式会社、交通防犯
課、狭山警察署生活安全課
※令和4年度追加新規事業
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分
類

終了時期

令和４年度　新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

10月 1 回 683 人 0 円

1・3・4

11月 1 回 1,156 人 0 円

11月 5 回 136 人 0 円

2月 1 回 11 人 0 円

8 件 52 回 4,151 人

6月 4 回 73 人

【ねらい】

1・3・4

イ
ベ
ン
ト

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

会
議
等

【共催】 １．あじさい祭り実行委員会 【継続】 4月

【内容】
・「第28回あじさい祭り並びに第31回国際交流の集い」
の実施に向けた打ち合わせ
・全4回
第1回実行委員会（4月22日）
第2回実行委員会（5月12日）
第3回実行委員会（5月27日）
第4回実行委員会（全体会）（6月12日）

イベントが円滑に進行されるよう、内容を検討し、
実行委員・関係者等と情報交換を行い、連携して
取り組む
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】あじさい祭り並びに国際交流の集い実
行委員会、狭山市国際交流協会、新狭山地区
連合自治会、青少年育成新狭山地域会議、新
狭山保育所　他

【共催】 ８．新発見新狭山写真コンテスト 【新規】 12月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】
・12月に作品募集、1月に作品展示と審査、2月に結果
発表を実施
・青少年の部、一般の部それぞれ優秀作品には賞品を
贈呈

「新狭山」の写真撮影を通じて、まちの魅力を新発
見し、地域への愛着を深めることにより、シビックプ
ライドを醸成する。
【総合評価】 【重点目標】 1・2・3・4

備
考

【共催】青少年育成新狭山地域会議
※令和4年度追加新規事業

【共催】 ７．施設利用者交流事業 【新規】 11月

【内容】 【ねらい】
・交流イベント、関連企画を実施
・11月2日「ヨガ体験」12名、「おとなの紙飛行機大会」8
名
・11月4日「出張おさがり交換会」80名、「親子でロディヨ
ガ体験」9名
・11月6日「太極拳体験」27名

普段は個別に活動している新狭山公民館登録団
体利用者同士の交流を目的とし、市民文化祭の賑
わい創出を図る
【総合評価】 【重点目標】 1・2・3・5

備
考

【共催】市民文化祭新狭山公民館会場実行委
員会
※令和4年度追加新規事業

【共催】 ６．市民文化祭新狭山公民館会場 【継続】 11月

【内容】 【ねらい】
・開催日数：5日間
・新狭山公民館利用団体による日ごろの芸術文化活動
の成果発表の場として開催
・発表や展示、映像発表等を実施

文化活動の成果を広く市民の前に発表し、地域の
文化活動の発展に寄与するとともに、市民相互の
親睦・交流を図る
【総合評価】 【重点目標】 1・2・3・5

備
考

【共催】市民文化祭新狭山公民館会場実行委
員会

【共催】 ５．第３５回新狭山地区体育祭 【継続】 10月

【内容】 【ねらい】
・会場：中原公園（通称：あじさい公園）
・感染拡大防止のため、規模を縮小しての開催

スポーツを通じて、市民の健康増進を図るととも
に、生涯スポーツへの参加促進、地域住民相互の
親睦と連帯意識の向上を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】新狭山地区体育祭実行委員会、新狭山
地区連合自治会【協力】狭山地方交通安全協
会新狭山支部、狭山市社会福祉協議会新狭山
支部他
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分
類

終了時期

令和４年度　新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 3 回 30 人

【ねらい】

10月 4 回 114 人

【ねらい】

1・3・4

3月 2 回 9 人

【ねらい】

1・4

3月 1 回 49 人

【ねらい】

1・4

3月 2 回 30 人

【ねらい】

1

6 件 16 回 305 人

【主催】 ６．避難訓練、消防訓練 【継続】 11月

【内容】
避難及び消防訓練を実施し、避難経路の確認及び消
化訓練などを実施
・第１回（11月30日）
・第2回（3月15日）

定期的に避難訓練及び消火訓練を実施し、有事
に備える

【総合評価】 【重点目標】

備
考
　

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

会
議
等

【主催】 ５．新狭山公民館利用者説明会 【継続】 3月

【内容】
・登録更新、公民館施設利用について説明、再確認
・3月15日開催

公民館活動団体としての意識を高め、自覚を再認
識してもらうとともに、より良い公民館を築くための
情報共有を図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考
　

【主催】 ４．新狭山公民館事業運営委員会 【継続】 7月

【内容】
・事業報告、事業計画をもとに企画、運営についての意
見交換
・第1回会議（7月19日）
・第2回会議（3月13日）

公民館事業・地域事業等の円滑な運営と、意見交
換による情報収集から地域課題等を把握する

【総合評価】 【重点目標】

備
考
　

【共催】 ３．新狭山地区体育祭実行委員会 【継続】 7月

【内容】
・「第35回新狭山地区体育祭」の実施に向けた打ち合
わせなど
・全4回
第1回実行委員会（8月5日）
第2回実行委員会（8月26日）
第3回実行委員会（9月16日）
第4回実行委員会（全体会）（10月2日）

地区体育祭開催に向け、円滑な運営をするため会
全体の調整と意思統一を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】新狭山地区体育祭実行委員会、新狭山
地区連合自治会

【共催】 ２．市民文化祭新狭山会場実行委員会 【継続】 6月

【内容】
・市民文化祭開催準備についての参加団体全体会議、
展示団体内で各部屋のレイアウトとの調整、発表団体
内で発表日時の調整
・全3回
第1回実行委員会（8月16日）
第2回実行委員会（9月26日）
反省会（11月15日）

市民文化祭開催に向け、円滑な運営をするため参
加団体による調整を行い、全体の意思統一を図る

【総合評価】 【重点目標】 1・2・3・5

備
考

【共催】市民文化祭新狭山公民館会場実行委
員会
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分
類

終了時期

令和４年度　新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 12 回

1・2

3月

1・2

2 件

　２．公式ホームページ 【継続】 4月 随時

　

【内容】 【ねらい】

『広報』事業（件数）小計

広
報

【内容】 【ねらい】
・事業などの開始・実施時期に合わせ、公民館からのお
知らせや講座・イベントの募集記事などを随時掲載

インターネットを活用し、容易に情報入手ができる
ようにすることで利用者の拡大を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考
　

・公民館・地区センターの講座・事業、公民館サークル
の紹介、地域のイベント、防犯情報などを地域住民に
周知するため毎月10日に発行

地域住民への公民館利用、地域への参画の促進
を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　１．公民館だより発行 【継続】 4月
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鉄筋コンクリート造 ・地上２階建
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人 ㎡

人 ㎡

㎡

㎡
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人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

◆

０４－２９５４－４８２９

西武新宿線：新狭山駅北口下車徒歩１５分

oktm-kom@city.sayama.saitama.jp

（昭和４８年３月３１日竣工）

調理実習室

多目的室

01 1

119

419

805

－

160

所在地

電話 ＦＡＸ

E-mail

交通

狭山市大字下奥富１００７番地の１

０４－２９５４－４８２９

奥富公民館

館長 副館長 主任

区分

1,438.55

2715

80

40

25

39

192

386

142

合計

2

245

平成２３年度

平成２６年度

耐震補強工事

空調設備改修工事

0

主事 社会教育主
事有資格者

小計

２
階

１
階

小計

ホール

和室

学習室

会議室

その他

111

44

定員 面積

アップライトピアノ

３１畳敷

調理台３台

備考

60

25

－

－

85

83

48

施設概要

事務室

その他

施設案内

開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

施設等の整備状況

職員配置

昭和４８年４月１日

（R5.4.1時点）
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令和４年度 奥富公民館 振り返り（評価・課題・対策） 

    奥富公民館では、狭山市公民館基本方針に基づき、新型コロナウイルスの感染症拡大

防止対策を踏まえたうえで、４つの重点目標に沿った事業を実施した。 

重点目標 １ 現代的課題や地域課題への取り組みの強化 

    東日本大震災の被災経験者を講師にお招きした防災講演会、天体観測を体験する環境

講座、管理栄養士から子どもの食育を学ぶ子育て講座、異文化体験と人権のお話といっ

た現代的・地域課題の解決に向けた事業や、高齢者の引きこもり予防等を目的に熟年講

座や百歳体操などを実施した。 

今後も、人権、福祉、環境、防犯、子育て支援などの現代的課題と地域課題の解決に

向けた事業を実施していく。 

重点目標 ２ ライフステージに応じた公民館事業の充実 

    子どもチャレンジ、十二支巡り、寄せ植え教室、スマホ教室、シニアドライバー講習

など、青少年から高齢者までの幅広い年齢層に対して、満遍なく事業を開催することが

できた。 

今後も、ニーズを捉えた事業展開を図るとともに、事業を通して住民相互の理解や交

流を深め、豊かな地域づくりを醸成していく。 

重点目標 ３ 教育機関や地域の各種団体と連携した事業の促進 

大学講師を招いたプログラミング講座、地域団体と共催した青少年向けレクリエーショ

ン事業や大きな絵の教室、地域住民と小学校と連携した学社融合事業など、教育機関や地

域の各種団体と連携した事業を実施することができた。 

今後も、教育機関や地域の各種団体と連携した事業を促進していく。 

 

重点目標 ４ 伝統文化の継承と、地域のまちづくりにつながる体験学習の推進 

    繭玉飾り、市民文化祭、ソフトボール大会、パークゴルフ大会など、伝統文化の継承

やまちづくりを目的とした事業を実施することができた。 

また、感染症拡大の影響で２年間中止となっていたかかし祭りとひなまつりについ

ては、縮小開催ながらも再開することができ、さらには来年度の本格開催に向けて関

係者との連携を密にすることができた。 

今後も、伝統文化の継承や豊かな地域づくりを目的とした事業を推進していく。 

 

重点目標 ５ 学習サークルによる地域貢献活動の推進と職員の資質向上 

    公民館サークルである「入間川けん玉教室」の方を講師に親子けん玉教室及び健康け

ん玉教室を実施した。また、奥富ひなまつりでは「吊るし雛の会」が作成した吊るし雛

を展示し、地域の祭りに華やかさを添えるなど、学習サークルと連携した事業を開催す

ることができた。 

また、公民館職員を対象とした研修会に出席し、職員の資質向上に努めた。 

今後も、学習サークルと連携した事業を推進するとともに、職員の資質向上に努め

る。 
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親子で異文化体験＆人権のお話
【ねらい】
　親子で人権について考え、人権意識の高揚を図る
とともに、明るく住みよい社会づくりを目指す

【内容】
　異文化（韓国）料理実習を子どもたちが中心と
なって進め、保護者はそのサポートをしながら一緒
に取り組んだ。人権の話では、講師やその友人が
「在日」という理由から不当に受けた差別や当時の
心境などを体験談として語っていただき、親子で人
権について考える貴重な機会となった。

【講師】李亜民 　【参加者】１４人
【評価】４．８　 【重点目標】１、２

【ねらい】
　自然災害の危険性と、災害時の日頃の備えの大切
さを感じてもらい、地域の防災意識と防災力の向上
を図る

【内容】
　東日本大震災の被災経験者を講師にお招きし、被
災時の状況や心境などを体験談として語っていただ
いた。この講演会は地域住民が防災の重要性を再認
識する貴重な機会となった。

【共催】奥富地区防災会（自治会）
【協力】危機管理課
【講師】齋藤剣一 （東松山市消防団広報部長）
【参加者】４７名
【重点目標】1、３

 奥富の十二支巡り（東側編）

防災講演会～東日本大震災～

【ねらい】
 「健康づくり」としてのウォーキングを定着させ、併せ
て参加者相互の親睦を図るとともに、奥富地区の魅力の再
発見とまちづくり事業の活用を図る

【内容】
　まちづくり事業の一つ、「奥富の十二支巡り」を活用
し、十二支スタンプと奥富地区の指定文化財を巡った。花
桃や桜が見頃を迎え、晴天に恵まれた中、ウォーキングを
通して参加者同士の交流を深めた

【協力】公民館事業運営委員
【講師】関根光次(文化を活かしたまちづくり事業部会長)
【参加者】１０人　【重点目標】１、２、４

★ピックアップ事業★

★ピックアップ事業★

★ピックアップ事業★

109



分
類

終了時期

3月 595 人 0 円

【ねらい】

2

8月 9 回 103 人 0 円

【ねらい】

4.5

8月 1 回 82 人 0 円

【ねらい】

4

12月 3 回 34 人 0～500 円

【ねらい】

4.7

8月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1・3・4

通年

令和４年度　奥富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

青少年（主に小学生）を対象とした体験学習等を
通じて、異年齢間の交流を図り、自主性や協調性
の育成を図る
【総合評価】

【主催】 １．開放教室 【継続】 4月

【内容】
・学生を対象に公民館のロビーや空き部屋を貸し出し、
個人学習の場を提供した

利用予定のない部屋を個人学習スペースとして提
供し、自主性を育む

【重点目標】

【総合評価】 【重点目標】

備
考

青
少
年

2・3・4

備
考

6月【主催】 ２．【体験型】子どもチャレンジ 【継続】

【内容】
①「みどりのカーテンを作ろう」：ゴーヤの苗植（6月）と収
穫体験（8月）を実施した（苗植え参加者10人、収穫参
加者5人）
②けん玉教室：けん玉教室を検定付きで開催した（2回
開催、参加者25人）
③子ども映画会（映写機）：2回開催、参加者33人
④プログラミング講座：スクラッチを使ったジャンケン
ゲーム製作を体験した（3回開催、参加者30人）

【内容】

【主催】 ３．七夕飾り 【継続】

・来館した市民が願い事を短冊に書き、館内で飾り付け
た

【継続】

8月

備
考

【新規】

【共催】防災会、青少年育成奥富地域会議、狭
山市消防団第５分団、西武文理大学

【内容】
※8月に開催予定だったが、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止し、来年度事業として予定してい
る

大学や地域団体、地元で活躍する防災組織と連
携し、防災に関わる情報の共有や知識を深める

【協力】①奥富学童保育室　③奥富学童保育室
【講師】②髙島悦郎　④齋藤大輔

7月

【重点目標】

8月

青少年（主に小学生）を対象とした創作学習等を
通じて、異年齢間の交流を図り、自主性や協調性
の育成を図る

【主催】 ４．【創作型】子どもチャレンジ

竹飾りの製作を通じて、豊かな情操を育むことを目
的とする

【総合評価】

2・3・4【総合評価】

【協力】奥富学童保育室、増田定聖

①サイエンス教室：ゲルマニウムラジオ製作を通して、
電波の仕組みを学んだ（1回開催、参加者10人）
②ペン立て作り教室：アクリル絵の具で自由に絵を描い
て、ペンスタンドを作った（1回開催、参加者10人）
③凧作り＆凧揚げ教室：凧に好きな絵を描き、オリジナ
ル凧の製作体験を行った（1回開催、参加者14人） 備

考

【協力】②奥富学童保育室
【講師】①さやまサイエンスクラブ　②片岡信正
③中川五郎

【重点目標】

【内容】

【共催】 ５．みんなで考えよう！地域の防災

【総合評価】 【重点目標】

備
考
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分
類

終了時期

令和４年度　奥富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

9月 1 回 93 人 0 円

【ねらい】

3・4

10月 4 回 212 人 0 円

【ねらい】

3・4

11月 1 回 29 人 0 円

【ねらい】

4.2 1・2・3

12月 1 回 12 人 0 円

【ねらい】

4.6 1・2・3

1月 1 回 10 人 0 円

【ねらい】

4.8 4

9 件 21 回 1,170 人

青
少
年

【主催】  １０． 繭玉飾り 【継続】

【内容】
・養蚕業の盛んであった奥富地区の小正月の行事「繭
玉飾り」を体験した
・色とりどりの団子を繭や里芋に見立てて作り、木の枝
にみかんと一緒に刺して飾った

地域の文化や伝統に触れるとともに、お団子作り
を通して地域の方と子どもたちとの世代間交流を
図る
【総合評価】

備
考

【講師】大野すみれ他３名（公民館を楽しむ会）
【重点目標】

1月

【共催】

・奥富小学校の4年生が地域の人からかかしの意味や
かかし祭りの成り立ちなどを学びながら、かかし祭りに出
展するかかしを製作した
・令和４年　９月１０日(土)お話会
・令和４年１０月１３日(木)わら組立
・令和４年１０月２１日(金)顔、衣装
・令和４年１０月２８日(金)設置、お礼の会

12月９．ネイチャークラフト体験講座 【新規】

学校と地域と公民館とで連携し、伝統的なかかし
製作を通じて、かかし祭りの意義、歴史、地域の人
の想いを学ぶ
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】奥富小学校
【協力】かかし祭り実行委員会、公民館事業運
営委員
【講師】清水藤作、細田健司

【共催】青少年育成奥富地域会議

備
考

【共催】奥富地区子ども会育成会連絡協議会、
青少年育成奥富地域会議　【協力】中央中学
校、奥富小学校

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

自然と親しみ、環境問題についての認識を深める
とともに、異年齢間交流を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】NPO法人さやま環境市民ネットワーク

【共催】 ７．学社融合事業 【継続】 9月

【共催】 ８．青少年向けレクリエーション事業 【新規】 11月

【内容】
・青少年育成奥富地域会議との共催事業として、親子
で参加して楽しめる５つのレクリエーション事業を開催し
た
・輪投げとラダーゲッター
・じゃんけん列車ゲーム
・時間当てゲーム
・ドッヂビー（中当てゲーム）

異年齢間交流を図るとともに、青少年の豊かな情
操を育む

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【内容】

【内容】

・地域団体と連携し、奥富かかし祭りのシンボルとして
飾る「のぼり旗」を、中央中の生徒と奥富小学校の児童
との共同作品として製作した

奥富かかし祭りに、子どもたちの共同作品としての
「のぼり旗」を製作し、地域のＰＲと青少年の健全育
成を図る
【総合評価】 【重点目標】

【継続】【共催】 ６．大きな絵の教室 9月

【内容】

・やすりやグルーガンなどの道具の使い方を学びなが
ら、自然にある材料を使って、オリジナルの作品を製作
した
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分
類

終了時期

令和４年度　奥富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 2 回 22 人 0 円

【ねらい】

2

3月 4 回 104 人 0～500 円

【ねらい】

4.9

11月 1 回 14 人 0 円

【ねらい】

5 1・2

12月 2 回 22 人 0 円

【ねらい】

5 2・4・5

12月 1 回 12 人 1,700 円

【ねらい】

4.9 2・4

【共催】①奥富地区防災会　②NPO法人さやま
環境市民ネットワーク　③奥富地区防災会
【協力】①危機管理課　②中央児童館
【講師】①齋藤剣一　③狭山消防署　④李亜民

11月

【内容】
・子育て世代を対象として、管理栄養士さんからこども
の食育について、食に関する正しい知識や食習慣など
を学んだ

管理栄養士から学ぶ機会をつくり、子どもの食に
関する正しい知識と食習慣について考える

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】子育てプレイス奥富
【講師】保健センター管理栄養士

備
考

【継続】

１．癒しのほっこり掲示板【主催】

運動不足の解消を図るとともに、親子の共通の趣
味や話題を作ることにより親と子の絆を深める

【重点目標】【総合評価】

10月

【総合評価】

①「防災講演会」：東日本大震災の被災経験者による
講演会を実施した(1回開催、参加者47人)
②「LigthDownInOkutomi_天体観測体験」：環境講話と
天体観測を実施した(1回開催、参加者31人)
③「普通救命講習」：心肺蘇生法やAED使用手順を学
んだ(1回開催、参加者12人)
④「親子で異文化体験＆人権のお話」：韓国料理実習
と人権講話を実施した(1回開催、参加者14人)

４．親子けん玉教室

5月

【内容】
・地域の方からほっこり写真を募集し、館内で写真にし
て展示したほか、狭山市公式ホームページで公開した
・ほっこり写真（第１弾）：写真14枚、参加者11人
・ほっこり写真（第２弾）：写真16枚、参加者11人

心温まる写真や思わず笑ってしまうような写真を募
集し、館内で展示するほかHPで公開し、地域に癒
しをお届けする

備
考

【協力】公民館事業運営委員

【主催】 ２．現代的・地域課題取り組み講座 【継続】

【重点目標】

【新規】

人権・福祉・環境・防犯・防災などの現代的・地域
課題の解決に向けた取り組み事業を推進する

【講師】狭山市都市緑化植物園みどりの相談所

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

【総合評価】 【重点目標】

12月

【総合評価】

【内容】
・植え付ける花のバランスや土の入れ方の指導を受け
ながら、寄せ植えを体験し、参加者同士で作品を鑑賞
した

備
考

【重点目標】

土に触れ心身をリフレッシュするとともに、花のある
心豊かな暮らしを楽しむ

【主催】

【内容】
・親子揃ってけん玉の様々な遊び方を楽しみながら学
び、最終日は認定試験を行い、「級」を取得した

５．冬の寄せ植え教室 【継続】

【主催】

【共催】 ３．子育て講座～管理栄養士さんに学ぶ～ 【継続】

1・2・3・4

備
考

【講師】髙島悦郎（日本けん玉協会認定指導
員）

12月

成
人
一
般
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分
類

終了時期

令和４年度　奥富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

12月 1 回 9 人 0 円

【ねらい】

5 2・4

2月 1 回 6 人 0 円

【ねらい】

4.7 1・2

3月 1 回 10 人 0 円

【ねらい】

1・2・4

3月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

2

8 件 13 回 199 人

3月 12 回 154 人 年会費1,000 円

【ねらい】

2・3・5

【重点目標】

備
考

【主催】 ７．初心者向けスマートフォン講座 【新規】 2月

【内容】
・スマートフォンの機種の違いや、ルート検索（自転車や
電車、車などの各種ルート検索方法）、ビデオ通話な
ど、実用的なアプリの使い方を体験しながら学んだ

ICTに係るスマホ講座を通して、スマホの機能や使
用方法を知り、スマホに対する疑問点や不安を解
消する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】ソフトバンク(株)　スマホアドバイザー

・毎月1回、ゲームや体操を行い、健康維持と参加者同
士のコミュニケーションを図った

【総合評価】

９．気ままにウォーキング 【継続】【主催】

６．包丁砥ぎ方教室 【継続】

【総合評価】

高
齢
者

備
考

【共催】奥富サロン

【内容】

12月

【内容】

3月

健康づくりとしてのウォーキングを定着させ、併せ
て参加者相互の親睦を図るとともに、奥富地区の
魅力の再発見とまちづくり事業の活用を図る

【重点目標】

【主催】 ８．奥富の十二支めぐり 【継続】 3月

備
考

包丁の砥ぎ方を習い、普段使っている包丁を研ぐ
ことで、料理を安全に楽しく行う

【重点目標】

ゲームや体操を通じて、高齢者同士のコミュニケー
ションと健康づくりを促進する

【総合評価】

【内容】
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 健康づくりとしてのウォーキングを定着させ、併せ

て参加者相互の親睦を図る

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【継続】 4月

【講師】片岡信正

【共催】 １．奥富サロン

・奥富地区まちづくり事業の一つ、奥富の十二支巡りを
活用し、奧富地区を散歩しながら、十二支スタンプと奥
富地区の指定文化財を巡った（東側約４ｋｍ）

・包丁の砥ぎ方を学び、普段使っている包丁を砥ぎ、安
全に料理ができる環境を整えた

【総合評価】

【重点目標】

備
考

【講師】関根光次（ふるさとづくり実行委員会文
化を活かしたまちづくり事業部会　部会長）

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

【主催】

成
人
一
般
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分
類

終了時期

令和４年度　奥富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 49 回 1,527 人 0 円

【ねらい】

1・2

5月 1 回 6 人 0 円

【ねらい】

4.6

5月 3 回 12 人 0 円

【ねらい】

4.9

6月 3 回 27 人 0 円

【ねらい】

4.8

2月 1 回 10 人 0 円

【ねらい】

6 件 69 回 1,736 人

集中力を高め、手先や頭を使うことにより脳を活性
化させ、認知症予防を図る

【総合評価】 【重点目標】

6月

1・2・5

・週１回、曲に合わせて歌いながらゆっくり体を動かし、
健康維持と参加者同士のコミュニケーションを図った

【内容】

高
齢
者

元気で長生きするために体力を維持し、いきいきと
した生活を送るための健康づくりの場を提供する

【総合評価】

備
考

【共催】奥富サロン
【講師】髙島悦郎

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

・全身を動かすことから健康に良いとされる健康けん玉
を体験し、参加者同士でコミュニケーションとりながら、
楽しくけん玉の遊び方などを学んだ

【主催】 ３．熟年講座①「シニアドライバー講習」

【共催】 ６．熟年講座④「健康けん玉教室」

【総合評価】 【重点目標】 1・2・3

備
考

【講師】明治安田生命保険相互会社

【内容】
・はじめてのスマートフォン講座を開催し、テレビ電話や
ルート検索、QRコードの読み方など、スマホの基本機
能を学んだ

テレビ電話やルート検索、QRコードの読み方な
ど、スマホの基本機能を学ぶ

【総合評価】 【重点目標】 1・2・3

備
考

【新規】 2月

【共催】 ２．いきいき百歳体操 【継続】 4月

【内容】

【重点目標】

備
考

【新規】 5月

【内容】

【主催】 ４．熟年講座②「スマートフォン講座」 【新規】 5月

【共催】奥富地区支え合いネットワーク会議

・「私と家族のそうぞく講座」を開催し、相続や終活、遺
言などをテキストを使いながら詳しく学んだ

・シニアドライバー講習を開催し、安全運転に関する知
識の再確認や、人の特性や体の変化等の視点から運
転中の視野と注意力について学んだ

シニアドライバー講習を開催し、高齢者の交通事
故防止を図る

【総合評価】 【重点目標】 1・2・3

備
考

【講師】損害保険ジャパン株式会社

相続に係る不安や悩みを解消し、人生を豊かなも
のにする

【講師】ﾄﾞｺﾓｼｮｯﾌﾟ入間狭山店ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

【主催】 ５．熟年講座③「相続講座」 【新規】

【内容】
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分
類

終了時期

令和４年度　奥富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

6月 1 回 29 人 0 円

【ねらい】

2・4

10月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

2・4

10月 1 回 40 人 0 円

【ねらい】

2・4

11月 1 回 600 人 0 円

【ねらい】

11月 1 回 3,700 人 0 円

【ねらい】

1・4

10月

地域住民の健康維持・増進と交流・親睦を図る
【内容】

【内容】

【共催】 ２．奥富地区体育祭

・大会前にコースを回りながら初心者レッスンを行った
・大会は９ホールを２ラウンドずつ回り、合計打数で順位
を競った
・個人成績で表彰を実施した

イ
ベ
ン
ト

備
考

【共催】奥富地区自治会連合会、奥富地区体育
祭実行委員会

10月

6月【共催】 １．パークゴルフレッスン＆大会

【継続】

備
考

【共催】奥富パークゴルフクラブ

【継続】

【重点目標】

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 住民の健康維持・増進と住民間の交流・親睦を図
る

【総合評価】

【総合評価】 【重点目標】

【共催】 ３．ソフトボール大会 【継続】 10月

【継続】

【内容】
・有志による各団体の「かかし」展示
・開場式では、お囃子の公演やお楽しみ抽選会
・表彰式では、各賞の発表、賞品の授与などを実施した

【総合評価】 【重点目標】

備
考

地域住民の健康維持・増進と交流・親睦を図る

【共催】 ４．市民文化祭奥富公民館会場

【共催】奥富地区ソフトボール協会

【内容】
・奥富公民館長杯を奥富地区の3チームがリーグ戦で
競った

【内容】
・公民館利用サークルの活動成果発表を実施した
・各発表団体による「ふれあいコンサート」
・各展示団体による「作品展示」
・一般参加者による「一般作品展」
・西方囃子保存会による「お囃子」の公演
・公民館事業運営委員によるレクリエーション体験を実
施した

日頃の学習成果の発表を通して、地域文化の向
上と市民相互の交流を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】市民文化祭奥富会場実行委員会
【協力】サンパーク奥富、西方囃子保存会、公
民館事業運営委員

【共催】 ５．奥富かかし祭り 【継続】 10月

2・3・4・5

地域住民の交流と親睦を深めるとともに、ふるさと
意識の高揚と青少年の健全育成を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】奥富かかし祭り実行委員会
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分
類

終了時期

令和４年度　奥富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 1 回 1,834 人 0 円

【ねらい】

5 件 5 回 6,203 人

6月 1 回 175 人 0 円

【ねらい】

1 件 1 回 175 人

イ
ベ
ン
ト

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

・奥富公民館でピラミッド型のひな壇や、吊るし雛飾りな
どを展示した
・吊るし雛飾りの販売を実施した

子どもの健やかな成長を祈る節句の行事を地域の
イベントとして実施し、奥富地区のＰＲと地域文化
の活性化を図り、地域住民の交流の場とする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】ふるさとギャラリー奥富実行委員会
1・2・3・4

【内容】

【共催】 ６．奥富ひなまつり 【継続】 2月

『展示』事業（件数、回数、延参加者数）小計

展
示

【共催】 １．奥富公民館「写真展」 【新規】 6月

【内容】
・公民館が事業で募集した地域の方からの写真と、写
真サークル会員の活動成果写真を共催事業として館内
で展示した

奥富地域のことを写真を通して多くの方に見て、
知ってもらい、奧富の魅力を再発見するとともに、
写真を撮る楽しさを広める
【総合評価】 【重点目標】 5

備
考

【共催】写ってる会
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◆
（昭和４７年３月３１日竣工）

鉄筋コンクリート造 ・地上２階建

㎡

調理実習室 人 ㎡

工芸室 人 ㎡

㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

◆

144

336

15

15

－

－

44

25

施設概要

事務室

その他

昭和４７年４月１日

定員

開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

30

53

62

94

面積

１
階

小計

ホール

和室

学習室

備考

調理台３台

－

130

合計 160

２
階 保育室

その他

アップライトピアノ

２０畳敷

アップライトピアノ

柏原公民館

館長 副館長 主任

区分

2,319.78

16－

80

25

25

48

219

西武バス（西武柏原ニュータウン行）柏原南下車徒歩５分

kasi-kom@city.sayama.saitama.jp

社会教育主
事有資格者

11 1

主事

1 1

職員配置

交通

E-mail

所在地

電話

施設案内

施設等の整備状況

狭山市柏原１１５４番地

０４－２９５４－４７３１

陶芸小屋付属施設

ＦＡＸ ０４－２９５４－７８８４

小計 369

705

平成２３年度

平成２４年度

耐震補強工事

空調設備改修工事

（R5.4.1時点）
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令和４年度 柏原公民館 振り返り（評価・課題等） 

 

重点目標 １ 現代的課題や地域課題への取組の強化 

人権・環境・少子高齢化等の現代的課題や地域課題への取り組みとして、子供たちを

対象とした人権映画会の開催や継続して人権に関する標語作品の展示、乳幼児の親子

を対象とした子育て広場を実施するとともに、入間川流域を歩き河川環境や地域の歴

史的な文化財について学習する事業を実施した。また、引き続き、子供たちの防災意識

の向上を図るため、地域団体が協力して柏原小学校の総合的な学習の時間の中で、防災

教室を実施した。今後も課題を意識した事業に取り組んでいく。 

 

重点目標 ２ 地域の人材や資源を有効活用した取組の充実 

狭山市入間川七夕祭りには、これまで取り組んできた柏原中学校美術部の生徒が制作

した七夕飾り（やらい）を出展して、地域との連携を図るとともに、柏原地区をアピー

ルした。七夕飾りは、七夕祭り終了後に公民館に展示することで、公民館利用者をはじ

め広く地域の方々に見学いただくことができた。また、地域の歴史的な文化財を活用し

て、他の公民館と共催の歴史講座を実施した。これからも地域の人材や資源を有効活用

できるよう取り組みの充実を図っていく。 

 

重点目標 ３ 地域の子供たちがともに楽しめる生活体験及び自然体験の推進 

コロナ禍のなかではあったが、農業ボランティアをはじめ、地域の方々の協力により、

農業体験事業のお米づくり体験教室やじゃがいもづくり体験教室の全日程を実施する

ことができ、農作業体験を通じて、子供たちが柏原地区の自然の豊かさや、食の有難さ、

食の大切さを学習することができた。これからも事業の継続に努め、子供たちがともに

楽しめる生活体験・自然体験の事業の実施を推進していく。 

 

重点目標 ４ 公民館サークル活動を活かした地域貢献活動の促進 

公民館サークル入会体験月間を設け、公民館で活動する様々なサークルの活動を地域

の方々が体験できるよう、公民館だより等を通じて紹介し、サークル活動の励行に取り

組んだ。市民文化祭の実施にあたっても、合唱や演奏などの発表会を再開し、公民館利

用サークルが日頃の学習成果を発表することができた。また、公民館利用サークルの

方々を講師に招き、陶芸やピンポンなどの楽しい学びの体験事業を実施した。これから

も引き続き、各種サークルと連携した事業を実施していく。 

 

重点目標 ５ 新しい生活様式を楽しめる事業への取組 

スマホの使い方を入門編から応用編まで学ぶことができるよう、講座内容を工夫した

「簡単スマホ体験講座」を定期的に開催した。また、世代の違いや障害の有無にかかわ

らず、誰もが楽しめるニュースポーツを体験する「カーレット体験教室」を開催するな

ど、コロナ禍において、新しい生活様式や活動を楽しめるよう、そのきっかけづくりと

なる事業を実施した。今後も内容を工夫しながら取り組みを進めていく。 
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☆対       象　  高齢者

【参加者の感想】

☆参  加  費     無料

◇新規で開催した講座だが、他の公民館など地域で活動しているサークルの方々に講師を務
めていただいた。講座の内容は競技の説明から始まり、全員で練習をした後にチームごとに分
かれてカーレットの試合を行い、みんなでカーレットを楽しむことができた。

□チームを作って行った試合では、みんなで協力し合い、勝利に向け一丸となってガンバリまし
た。みんなで楽しみながら行うことができて、また、やってみたいです。

【重点目標】　1・5

□初めて行うスポーツでしたが、皆で楽しく上手に行うことができました。とてもよかったです。

 ６月１９日（日）～
 １１月２７日（日）

お米づくりの田植えから収穫までを体験。親
子でお米づくりを体験することにより絆を深
め、「食」の大切さを学習することを目的に実
施した。

【共催】青少年育成柏原地域
会議【講師】木下憲二

【重点目標】　1･2･3

４回

☆参加者数　  ９４名

☆対       象　　小・中学生　

☆参  加  費　　６００円

【総合評価】　4.8

【参加者の感想】

◇収穫祭では、まだ、おにぎり作りや餅つき体験などは行うことはできなかったが、お米に関す
るクイズや遊び道具作りなどのレクリエーションを行い、工夫したやり方で実施することができて
とてもよかった。

◇天候の関係から稲刈りと脱穀・籾摺りの日程を変更して実施することになったが、結果とし
て、予定していた体験教室の全日程を行うことができ、参加した子供・保護者とも大変喜んでい
た。

□田植えをしたことも稲刈りをしたことも初めてでしたが、楽しかったです。最後にいつも食べて
いるお米としてきちんと収穫できてうれしかったです。

□お米づくりの体験ができてとてもよかったです。収穫祭もお米に関するクイズがあって、親子
で楽しく学ぶことができました。

　　　　　　　　　　お米づくり体験教室

期　　日 内容／ねらい 講師 ・ 協力者等（敬称略）回

◇練習をした後のカーレットの試合では、初めて顔を合わせた参加者同士全員が年齢、性別に
かかわらず活発に交流することができ、各試合はみんながそれぞれ一喜一憂しながら、大きな
盛り上がりにもなり、とてもよかった。

【総合評価】　4.8

カーレット体験教室

☆参加者数　  １７名

期　　間 内容／ねらい 講師 ・ 協力者等（敬称略）

 ３月２０日（月）
世代の違いや障害の有無を問わず参加でき
るカーレットを体験し、スポーツを楽しむととも
に参加者同士の交流を深める。

【講師】狭山カーレットクラブ
「まぜこぜ」

回

１回

★ピックアップ事業★

★ピックアップ事業★

いよいよカーレットの試

合開始です。

田植えを開始します！！ みんなで一斉に稲刈りです。

講師の方の説明に耳を

傾ける参加者の皆さん。
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分
類

終了時期

11月 4 回 94 人 600 円

【ねらい】

4.8 1・2・3

3月 2 回 17 人 300 円

【ねらい】

5.0 1・2・3

8月 1 回 24 人 0 円

【ねらい】

1

8月 2 回 26 人 1,000 円

【ねらい】

5.0 2・5・6

8月 2 回 22 人 0 円

【ねらい】

5.0 2・5・6

【主催】 ５．夏休みこどもピンポン教室 【継続】 8月

【内容】
・夏休みを利用した体験学習として、狭山市卓球連盟
元会長の小澤キヨ子氏をお招きし、卓球の基礎を学ん
だ

小学生を対象に、体験学習として卓球教室を開催
し、スポーツを通じて、異世代間の交流を図るため
に実施する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】ピンポン仲間
【講師】小澤キヨ子（狭山市卓球連盟元会長）

令和４年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【共催】 １．お米づくり体験教室 【継続】 6月

【重点目標】

備
考

【共催】青少年育成柏原地域会議
【講師】木下憲二

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

・地元農家やボランティアの協力のもと親子でお米づく
り体験
　6/19（日） 田植え、10/16（日） 稲刈り、11/13（日）
  脱穀・籾摺り、11/27 （日）収穫祭

親子でお米づくりを体験してより絆を深め「食」の
大切さを学習する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】青少年育成柏原地域会議
【講師】木下憲二

【共催】 ２．じゃがいもづくり体験教室 【継続】 6月

【内容】
地元農家の方やボランティアの方の協力により、柏原地
区の畑を利用してじゃがいもづくり（3月にじゃがいもの
種いも植え→6月に収穫）
  6/18（土） 収穫
  3/12（日） 種いも植え
　

作物がどうやってできるのかを知るとともに、「食」
の大切さを学習する

【総合評価】

【主催】 ３．夏休み開放学習室 【継続】 7月

【内容】
・夏休み期間を利用し、施設利用のない空き部屋を青
少年の個人学習をする場に提供した（延べ19日）

夏休み期間を利用し、青少年に個人学習をする場
を提供することにより、施設利用のない空き部屋の
有効活用を図ることを目的として実施する
【総合評価】 【重点目標】

　
備
考

【継続】 7月

【内容】

【共催】 ４．夏休みこども陶芸教室

・参加者一人一人が、陶芸用の粘土を使って、作陶か
ら焼成までを体験し、自分の陶芸作品を制作した

小学生を対象に、体験学習として陶芸教室を開催
し、物を創造する楽しみを知るとともに、異世代間
の交流を図ることを目的に実施する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】青少年育成柏原地域会議
【協力】陶芸サークルたくみ、陶芸いはゐづら
【講師】栗原啓弐（かしわ野陶房）

青
少
年
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分
類

終了時期

令和４年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

8月 1 回 21 人 0 円

【ねらい】

1・3

12月 1 回 15 人 200 円

【ねらい】

5.0 2・3

3月 1 回 13 人 0 円

【ねらい】

 1・3

3月 1 回 13 人 0 円

【ねらい】

 1

3月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

 1・2・3

【主催】 １０．食の楽校

【内容】

【主催】 ７．こども凧づくり教室 【継続】 12月

【内容】
・日本の凧の会に所属している地域の方を講師に招い
ての小学生を対象とした凧作り教室
・凧の制作後に実際に自分たちで作った凧で凧揚げを
実施

凧を工作し、実際に凧揚げを行うことで楽しみなが
ら、科学的な原理、原則を体験して学ぶ

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】中川五郎（日本の凧の会）

９．人権映画会

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【継続】 3月

【内容】

【主催】 ８．春休みこども映画会

3月【主催】

・春休みの期間を利用しての映画会の開催
・上映作品　「忍たま乱太郎」（45分）

優良映画の鑑賞を通じて子供たちの情緒を育み
創造的かつ個性的な発想を豊かにするとともに道
徳的な意識や社会的な価値観を養う

【内容】
・夏休みの期間を利用して映画会を開催した
・上映作品　『忍たま乱太郎』Ⅰ（25分）、『忍たま乱太
郎』Ⅱ（25分）

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 ６．夏休みこども映画会  

優良映画の鑑賞を通じて子供たちの情緒を育み、
創造的・個性的な発想を豊かにし、道徳的な意識
や社会的な価値観を養うことを目的に実施する

【継続】 8月

【継続】

備
考

優良映画の鑑賞を通じて人権問題への理解を深
め人権を尊重する心を育てる

【総合評価】 【重点目標】

・春休みこども映画会と合わせて実施
・上映作品　「盲導犬クイールの一生」（25分）

【継続】 3月

【内容】
・料理づくりと健康に気をつけた食事の取り方を学ぶ
・春休みの期間に実施

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

バランスの良い食事の摂り方や食材の選び方につ
いて興味を持たせる
健康に気をつけた食事を学ぶ
【総合評価】

備
考

【重点目標】

青
少
年
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分
類

終了時期

令和４年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

 2・3・4

9 件 15 回 245 人

3月 44 回 704 人 0 円

【ねらい】

4.5 1・2・4

9月 6 回 65 人 0 円

【ねらい】

4.4 1・2・5

10月 1 回 7 人 0 円

【ねらい】

4.3 1

12月 3 回 24 人 0 円

【ねらい】

4.0 1

【継続】

【共催】子育て広場「プチ・クレヨン」、子育て広
場「あいあい」

【内容】

１１．親子パン作り教室

【内容】

3月

１．子育て広場  

・利用者団体講師によるパンづくり教室
・3月までの期間に1回実施

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

【共催】

【継続】【主催】

4月

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

子育てを地域で支えて小さな子供たちを持つ親などが
気軽に育児相談や交流のできる「子育て広場」を実施
①2～4歳児ぐらいを対象とした活動
②0～2歳児ぐらいを対象とした活動
※材料費があるものは実費負担

【重点目標】

備
考

【総合評価】

備
考

【主催】

スマートフォンの機能を十分に活かせるよう本来の
スマホ機能の便利さを体験して日常生活に役立て
るようにする

【重点目標】

パンづくりの楽しさや難しさなどを学び親子の絆を
深める

【総合評価】

【重点目標】

【内容】

【内容】

子供を地域で支えるとともに乳幼児を持つ親など
が気軽に育児相談や交流のできる場を提供する

6月

・スマートフォンの概要、メール、電話、カメラ、ネット検
索、地図、乗換案内、LINEなど、スマホの基本機能を
体験しながら、簡単操作や便利な使い方を楽しく学ぶ
・6月に1日のコースを2回実施
・9月に2日間のコースを2回実施
・2月に1日間のコースを2回実施

２．簡単スマホ体験講座 【継続】

備
考

【共催】中央公民館、NPO法人さやま環境市民
ネットワーク

【主催】 ４．わたしと家族の「そうぞく」講座 【新規】 11月

備
考

【講師】明治安田生命保険相互会社

【総合評価】 【重点目標】

備
考

相続についての基本知識を学び、家族のために
今できることなどについて、よりよい未来のために
考えていく
【総合評価】

・入間川流域を歩き河川環境について学ぶとともに、歴
史的にも切り離すことができない城山砦跡についても勉
強する

身近な自然環境について学び、地球温暖化をは
じめとする様々な環境問題に対する意識の向上を
図る
【総合評価】 【重点目標】

・相続の基本知識や相続対策、家族に伝えたい情報の
まとめ方や遺言の詳細について学ぶ
・第1回11/14（月）「基礎から学ぶ相続対策」
・第2回12/6（火）「最適なＭｙライフ＆エンディングを考
えよう」
・第3回12/15（木）「笑顔を運ぶ遺言のお話」

【講師】ソフトバンク株式会社スマートフォンアド
バイザー

【共催】 ３．環境講座「入間川と城山砦跡を歩く」 【継続】 10月

【内容】

青
少
年

成
人
一
般
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分
類

終了時期

令和４年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

12月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

 1

1月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

 1・2

2月 1 回 10 人 0 円

【ねらい】

4.5 1・2

2月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

 1

3月 2 回 28 人 0 円

【ねらい】

4.8 1・2

【共催】 ５．人権講演会 【継続】 12月

【内容】

【内容】

備
考

・春、夏野菜などの農作物の作付けと育て方のコツやポ
イントを学ぶ

柏原地区の畑で栽培した白菜や大根等を使用しての
キムチ作り

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

地元で栽培した野菜を使うことで地域の良さを再
発見するとともに参加者の親睦交流を深めて公民
館活動に関わるきっかけとする

備
考

【主催】

詐欺事件や悪質な商法などの被害を防ぐための専門
家による講話

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

【総合評価】

【主催】 ８．暮らしの安全・安心教室 【継続】 2月

７．農業実践教室 【継続】 2月

【総合評価】

備
考

【重点目標】
【講師】木下憲二

【重点目標】

【継続】 1月

【重点目標】

【主催】 ６．キムチ作り教室

柏原小学校と中学校のＰＴＡと連携して人権を尊
重する心を育む

【総合評価】 【重点目標】

備
考

春、夏野菜の作付けと育て方を学び受講者それぞ
れの農業活動の一助とする

【総合評価】

安全、安心に生活ができるよう消費生活に関するト
ラブルや防犯などの知識を深めて被害を未然に防
止する

【内容】

【共催】柏原小学校、柏原中学校、柏原小学校
ＰＴＡ、柏原中学校ＰＴＡ

【共催】 ９．中世柏原城（城山砦跡）を学ぼう＆散策しよう 【新規】 3月

【内容】

　

【内容】

柏原小学校と中学校のＰＴＡと連携しての講演会

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止（後
日、参加予定者に資料を配布）

【総合評価】

・柏原地区にある狭山市指定文化財の柏原城（城山砦
跡）についての歴史や砦跡のつくり等について講義と
現地学習で学ぶ
・1回目 3/7（火）講義
・2回目 3/14（火）現地学習

地域にある文化財についての理解を図るとともに
狭山の歴史に関する見識を深める

【共催】水富公民館
【講師】名雲　康仁

成
人
一
般

【重点目標】

備
考
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分
類

終了時期

令和４年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

 1・2

6 件 57 回 838 人

6月 1 回 5 人 0 円

【ねらい】

4.0 1

3月 1 回 17 人 0 円

【ねらい】

4.8 1・5

3月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

 1・2

2 件 2 回 22 人

5月 1 回 113 人 0 円

【ねらい】

4.5 1・4

料理教室を開催し参加者相互の交流を深めるとと
もに生きがいづくりに貢献することをめざす

【重点目標】

【継続】

高
齢
者

備
考

【内容】

【共催】

【内容】

【総合評価】
【共催】まだまだ青年講座実行委員会、まだま
だ青年講座実行委員会女性部

３．まだまだ青年講座（料理教室） 【継続】 3月

１．シニアドライバー安全教室 【継続】

【重点目標】

【重点目標】

【講師】狭山カーレットクラブ「まぜこぜ」

【総合評価】

・高齢者ドライバーへの交通安全、事故防止について
保険会社の目線から講座を開催した
・損害保険ジャパン株式会社の協力により実施

【主催】

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

備
考

世代の違いや障害の有無を問わず参加できる
カーレットを体験しスポーツを楽しむとともに参加
者同士の交流を深める
【総合評価】 【重点目標】

【主催】 ２．カーレット体験教室 【新規】

備
考

柏原地区内のソフトボール愛好者が集い相互の親
睦と健康の維持増進を図るとともに活気ある地域
づくりに貢献することをめざして実施する

備
考

【総合評価】

5月１．柏原地区ソフトボール大会 

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

・柏原地区内のソフトボール愛好者によるチーム対抗の
ソフトボール大会を実施した

【共催】柏原ソフトボール協会
【協力】狭山市ソフトボール協会

パンづくりの初心者を対象にした手づくりのパンづくり教
室

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

【主催】 １０．パンづくり教室 3月

参加者の交流を深めるとともに公民館活動に関わ
るきっかけとする

【総合評価】

【継続】

【内容】

3月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

・カーレット（卓上で行うカーリングのようなスポーツ）
サークルの方々を講師に招き、カーレットのルールを学
ぶとともにゲーム形式で実践する

備
考

6月

高齢者の自動車運転に伴う安全啓発を目的として
実施する

【協力】損害保険ジャパン株式会社

【内容】

【重点目標】

イ
ベ
ン
ト

成
人
一
般

好評のメニューでランチを作る

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

【共催】
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分
類

終了時期

令和４年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 2 回 22 人 500･無料 円

【ねらい】

4.0 1・4

8月 1 回 52 人 0 円

【ねらい】

5.0 1・3

10月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

 1・2

10月 1 回 131 人 0 円

【ねらい】

5.0 1・2・3

10月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

 1・2

柏原地区内の自治会対抗の体育祭を通じて地域
住民の交流を深めるとともに健康と体力の増進に
貢献することをめざす
【総合評価】 【重点目標】

【重点目標】

6月

備
考

２．囲碁大会

【総合評価】

【内容】
囲碁の愛好者に対局の場を提供することにより参
加者相互の親睦を図るとともに愛好者人口の拡大
を図ることを目的として実施する

【共催】柏原囲碁同好会
【総合評価】

【重点目標】

【継続】

【継続】

10月

・入間川七夕まつりに柏原中学校美術部の制作した七
夕飾り（やらい）を出展し、柏原地区をアピールした

柏原中学校美術部の制作した七夕飾り（やらい）を
出展することで、地域の連携を図り、柏原地区をア
ピールする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】柏原中学校美術部、青少年育成柏原地
域会議

備
考

【共催】柏原祭り実行委員会、青少年育成柏原
地域会議、柏原地区自治連合会

備
考

【共催】柏原ふれあい体育祭実行委員会

元気の出る地域づくりのために地域住民が集い交
流のできる祭りを実施

【共催】

【共催】 ６．柏原祭り 【継続】 10月

【内容】

地域における子供たちの防災意識の向上を図ると
ともに災害発生時の対処法を学習する

【共催】柏原地区防災教室実行委員会、柏原小
学校【協力】柏原地区自治連合会、柏原消防後
援会、狭山市消防団第六分団、西武文理大
学、柏原子ども教室はらっこ

10月

【共催】

・囲碁の愛好者による囲碁大会を実施した
・内容：段、級位によるクラス別個人戦
　　第1回：6/12（日）
　　第2回：2/12（日）

【重点目標】【総合評価】

備
考

【継続】

・柏原小学校4学年を対象
・総合的な学習の時間の中で開催
・地域団体と協力して、子どもたちへ防災教育の場を提
供

【内容】

8月

【共催】

地域住民が集い交流を深められる柏原祭りの開催

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

【内容】

【内容】
柏原地区内の自治会対抗による体育祭の開催

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

４．柏原ふれあい体育祭 【継続】

５．防災教室

【共催】 ３．入間川七夕飾り出展

イ
ベ
ン
ト
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分
類

終了時期

令和４年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 1 回 597 人 0 円

【ねらい】

5.0 1・2・4

11月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

 1・4

5 件 6 回 915 人

1月 2 回 1,469 人 0 円

【ねらい】

 2・4

8月 1 回 554 人 0 円

【ねらい】

1・3

1月 1 回 189 人 0 円

【ねらい】

 1・5

【内容】
競技を通じて交流することにより参加者相互の親
睦を図るとともに健康、生きがいづくりに貢献するこ
とをめざす

備
考

【共催】まだまだ青年講座実行委員会

10月

グラウンドゴルフ愛好者による個人対抗戦のグラウンド
ゴルフ大会

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

【共催】

【重点目標】【総合評価】

７．市民文化祭柏原公民館会場 

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

【内容】
・令和4年度入間郡市人権標語コンクールにおける狭
山市選出市立小、中学校の児童、生徒の優秀・入選作
品を展示及び一般公開
・展示作品　合計54点
　　　　　　小学校児童の作品30点
　　　　　　中学校生徒の作品24点

さまざまな差別の解消に役立てるよう人権問題へ
の理解を深め人権を尊重する心を育てることをめ
ざす
【総合評価】 【重点目標】

備
考

12月

【内容】
・入間川七夕まつりに出展した柏原中学校美術部制作
の七夕飾り（やらい）を柏原公民館に展示した
・期間：8/8(月)～8/31(水)

・柏原公民館利用団体による多彩な文化活動の発表

【内容】

イ
ベ
ン
ト

【主催】 ３．人権標語作品展 【継続】

多様な文化活動の発表の場を提供し地域文化の
高揚と文化活動の発展に寄与することをめざす

【共催】市民文化祭柏原会場実行委員会

11月

公民館内を芸術作品を中心に華やかに演出する
とともに公民館利用者（利用団体）の発表の場を広
げる

【重点目標】

8月

備
考

【総合評価】
【共催】土曜会・伊呂土留

7月

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

備
考

入間川七夕まつりに出展した柏原中学校美術部
制作の七夕飾り（やらい）を展示することで、公民
館利用者へ地域活動の成果を発表する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】柏原中学校美術部、青少年育成柏原地
域会議

【継続】１．ロビー、階段壁面展示

【共催】 ８．グラウンドゴルフ大会 【継続】

【継続】

【継続】

【共催】

【共催】 ２．七夕飾り（やらい）ロビー展示

ロビー、階段の壁面を有効活用し公民館利用者（利用
団体）に発表の場を提供する
・7月　土曜会（絵画）
・1月　伊呂土留（年賀状版画・ガラス絵）

展
示
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分
類

終了時期

令和４年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

1月 1 回 492 人 0 円

【ねらい】

 1・5

4 件 5 回 2,704 人

3月 3 回 17 人

【ねらい】

 1･2･4

5月 1 回 47 人

【ねらい】

 1･2･4

10月 2 回 80 人

【ねらい】

 1･2

11月 3 回 60 人

【ねらい】

 1･2･4

【共催】 ４．市民文化祭柏原会場実行委員会 【継続】 7月

【内容】
・第1回実行委員会　7/6(水)
・第2回実行委員会  8/24(水)
・第3回実行委員会  11/30(水)

市民文化祭柏原会場を円滑に運営するとともに文
化祭の具体的な実施に向けて準備をする

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】市民文化祭柏原会場実行委員会
　

【共催】 ３．柏原ふれあい体育祭実行委員会 【継続】 6月

【内容】
・第1回実行委員会　6/11(土)
・第2回実行委員会　7/2(土)
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため体育祭を
中止としたことで、以後の実行委員会の開催を中止

柏原ふれあい体育祭を円滑に運営するとともに体
育祭の具体的な実施に向けて準備をする

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】柏原ふれあい体育祭実行委員会

【主催】 ２．利用者懇談会 【継続】 5月

【内容】
・公民館と公民館利用者（利用団体）が意見や情報を
交換する懇談会
・5/26(木)の午前中に団体数を半分に分けて実施

公民館と公民館利用者（利用団体）が意見や情報
を交換しよりよい公民館運営に資するとともに相互
の親睦を図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【主催】 １．事業運営委員会  【継続】 4月

【内容】
・地域関係団体や公民館利用者等を事業運営委員に
委嘱し公民館の事業内容などについて審議
・第1回事業運営委員会4/21(木)（7人）
・第2回事業運営委員会11/30(水)（5人）
・第3回事業運営委員会3/2(木)（5人）

地域関係団体や公民館利用者等を事業運営委員
として委嘱し公民館の事業内容などについて審議
してより良い公民館運営を図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【総合評価】

備
考

1月

展
示

会
議
等

『展示』事業（件数、回数、延参加者数）小計

人権問題への理解を深め人権を尊重する心を育
む

【内容】

【主催】 【継続】４．狭山子ども人権標語展優秀作品展示

・所沢人権擁護委員協議会狭山支部が開催した市内
16小学校の5年生による狭山子ども人権標語展の優秀
作品のロビー展示

【重点目標】
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分
類

終了時期

令和４年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 2 回 56 人

【ねらい】

 1･2

3月 1 回 40 人

【ねらい】

 1･2･4

6 件 12 回 300 人

3月 12 回

【ねらい】

 

3月

【ねらい】

 

2 件『広報』事業（件数）小計

【内容】
・ネット環境で情報を取得する市民に対して公民館事
業の案内や報告などの情報を提供

公民館事業の案内や報告など定期的に内容更新
を行ってリアルタイムな情報周知を図る

【総合評価】 【重点目標】 1･2･3･4･5

備
考

　

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

広
報

【主催】 １．柏原公民館・地区センターだよりの発行  【継続】 4月

【内容】
・柏原公民館、地区センターだよりを発行して地区内の
お知らせや事業案内などを中心に広報

事業への参加及び公民館の利用促進を図る

【総合評価】 【重点目標】 1･2･3･4･5

備
考

　

【主催】 ２．ホームページの更新 【継続】 4月 随時　

【主催】 ６．利用者説明会 【継続】 3月

【内容】
・柏原公民館登録団体を対象に公民館からの連絡事
項を伝えるとともに来年度の利用団体登録申請を促す

利用者（利用団体）の公民館利用についての理解
を図るとともに団体登録申請を促す

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】 ５．柏原祭り実行委員会 【継続】 8月

【内容】
・第1回実行委員会　8/10(水)
・第2回実行委員会　9/8(木)
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため柏原祭り
を中止としたことで、以後の実行委員会の開催を中止

柏原祭りを円滑に運営するとともに柏原祭りの実
施に向けて準備をする

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】柏原祭り実行委員会、青少年育成柏原
地域会議、柏原地区自治連合会
　

会
議
等
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◆

鉄筋コンクリート造 ・地上２階建

事務室 ㎡

会議室（１） 人 ㎡

会議室（２） 人 ㎡

ホール 人 ㎡

工芸室 ㎡

談話室 ㎡

㎡

人 ㎡

学習室 人 ㎡

和室 人 ㎡

調理室 人 ㎡

その他 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

施設等の整備状況 給水設備工事 平成２７年度

共用部分照明ＬＥＤ化工事 平成２８年度

第２駐車場開設（東側隣接地） 令和２年度

第１駐車場改修工事 令和４年度

◆
狭山市広瀬東３丁目３４番１号

電話／ＦＡＸ ０４－２９５３－６５００

hiro-kom@biscuit.ocn.ne.jp

ホームページ http://sayama-kominkan.net/hirose/

西武バス「つつじ野団地東」バス停下車徒歩１分

※広瀬公民館は指定管理者「オーエンス・ＮＴＴファシリティーズグループ」が管理・運営しています

施設概要

その他

施設案内

開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

付属施設

職員配置

昭和５７年１１月１日

1,781.00 ㎡

定員 面積

859

78

機械室／廊下／トイレ等

ＡＥＤ・コピー機・印刷機

機械室／廊下／トイレ等

グランドピアノ１台

アップライトピアノ１台

２０畳

調理台２台

備考

－

20

20

－

110

30 機織り機（高機）展示

54

70 125

－ 30

－

１
階

小計

50

42

47

（R5.4.1時点）

合計 188

広瀬公民館

区分

121－

30

30

18

42

263

582

55

277小計

２
階

所在地

E-mail

交通

陶芸小屋

館長 副館長 職員

11 1 2

社会教育主
事有資格者
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令和４年度 広瀬公民館 振り返り（評価・課題等） 

 

当館では、令和４年度の狭山市公民館基本方針に基づき５つの重点目標を掲げ、

事業を実施した。各項目の評価と課題は次の通りである。 

 

重点目標 １ 現代的課題や地域課題への取組の強化及び人材の発掘と育成 

人権、平和、環境等々に関わる現代的課題や地域課題の解決につながる事業の

取り組みを図った。特に悲惨な世界情勢を鑑みると、平和・人権講座に重点を置い

た。平和講座は、感性に訴えて平和の尊さを心に届けた。人権講座は、近隣の小中

学生の考えや思いを地域の方が聞く機会を提供した。また、講座・イベント等で地

元の人材を登用した。今後も、必要性・適時性を考慮し推進する。 

 

重点目標 ２ ライフステージに応じた学びと交流を促進する事業の充実 

幅広い世代に向けた講座・イベントを実施した。ボッチャ講座は、親子と障害者

の交流を試みるが、感染拡大のため十分に果たせなかった。寿大学は、高齢者が前

後期各６回を受講し互いに交流を図った。市民文化祭は、各サークルが日頃の成

果を生き生きと発表し、２千５百人余りの来館者があった。中止せざるを得ない

講座もあったが、今後は、各事業の新たな再開に向け検討し進める。 

 

重点目標 ３ 大学等の教育機関や関係団体等と連携した学習機会の充実 

地元の小・中学校及び高校と連携して、児童生徒が参加できるような事業を新

しく試みた。地域の子供理解と、子供たちの地域への所属感を育む一助となった。

また地元の茶園、農園等と連携した事業を実施した。コロナ禍のため、活動の制限

はあったが有意義であった。ＮＰＯ法人や他施設との共催事業を行い、学習機会

を設けることができた。互いの施設の特色を取り入れた事業を推進する。 

 

重点目標 ４ 地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる事業の推進 

広瀬斜子織サロンは斜子織の復元普及をめざして精魂込めて取り組んでいる。

文化財として後世に残すことは基より、子供たちの教育においても価値があると

考える。また防災講座は、水富公民館との共催で実施した。地域の防災意識の高揚

を図りまちづくりに繋がった。パソコン教室などの充実も図り、ＩＴツールの活

用手法を取り入れ、ＩＴ利用が困難な方々への活用を進めていく。 

 

重点目標 ５ 学習サークルへの支援並びに職員の資質の向上 

高齢化に伴い、会員の減少やサークルの解散がある中で、ウクレレ講座は、実

施後にサークルの立上げに繋がった。今後も一層の支援を行っていく。また、職

員の資質向上は、とりわけ重要である。今年度の利用者満足度調査結果の「職員

の笑顔や挨拶・接遇など」の項目が９０．４％であった。今後もさらに、利用者

の側に立ち、安全、快適で親切な応対ができるよう研修の充実を図る。 
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★ピックアップ事業 １★  

【平和講座】朗読と二胡の演奏 

実施日 
参加 

人数 
参加費 内 容 ねらい 

重点 

目標 

総合 

評価 

8月 19日（金） 28人 無料 

登録サークルによる二

胡の演奏と、言霊表現ユ

ニットによる朗読「命 

第二次世界大戦の記憶」 

演奏と朗読をとおし、いつもの生

活が当たり前にできるありがた

さを感じ、今だからこそ、一人一

人が「平和の尊さ」を真剣に考え

る機会とする。 

1 

・ 

3 

5.0 

●感想抜粋 

 

「二胡のひびきを身近に聞くことがなかったので、印象深かったです。語りは台本と演者

の素晴らしさにより、戦争の悲惨さをリアルに感じることができた」「重い内容ですが、深

く心にしみる内容でした」「感動し身が震えました。戦争は反対です」「朗読で、一瞬、７

７年前にいました」「広瀬公民館だけではもったいない。学校や多くの市民に聞いてもらい

たい」「日頃、平和について考えることが、おおかったですが、皆様の一言ひと言により胸

が一杯になり、毎日を大切にすごすことの大切さをあらためて心に思いました」 

●公民館所感 いつもの生活が当たり前にできることのありがたさを感じ、

今だからこそ、一人一人が「平和の尊さ」を真剣に考える機会

を提供した。定員の倍以上の応募があった。二胡の演奏と朗読

で感性に訴えようとしたのがよかったと推察できる。参加者

に感銘を与え多くの目頭を熱くした。出演者の情熱と高い技

術があった。今後も続けていきたい。 

●共催 

協力団体 

（共催）水富公民館 

（協力）横山美衣、言霊表現ユニット、ジャスミン 

★ピックアップ事業 ２★  

【人権講座】小・中学生のおもい・高校吹奏楽部の演奏 

実施日 
参加 

人数 
参加費 内 容 ねらい 

重点 

目標 

総合 

評価 

11月 12日（土） 46人 無料 

広瀬小、西中学校生の人

権作文発表 

狭山緑陽高校吹奏楽の

演奏 

地域の人達が互いに尊重し気遣

うことで、日常の生活がより豊か

に送れる契機とする。また、小中

高校生が、地域に愛着を感じ、自

主性、自立心を育む一助とする。 

1 

・ 

3 

・ 

4 

4.6 

●感想抜粋 

 

「子どもながらしっかりした考えに感心しました。音楽もとても楽しかった。」「ネット

社会がもたらす問題点には、大人の責任、社会の責任、責務がとわれます。地域社会の役

割重要」「人権作文というと難しく考えていましたが、どの発表も分かりやすく素直で純

粋な気持ちで心にひびきました。吹奏楽も久々に生で聞き、仲間で１つのものを作るすば

らしさを感じ若者がうらやましかったです」 

●公民館所感 けなげで純心な地元の小・中学生の人権作文の発表と純粋な

高校吹奏楽部の演奏による新しい試みとして実施した。お互

いが尊重し合い気遣い、日常の生活が、より豊かに送れるよう

な契機としたい。加えて、小・中学生が地域に愛着を感じ、高

校生が地域に親しみを持てるようにする。 

●共催 

協力団体 

（共催）水富公民館 

（協力）広瀬小学校、西中学校、狭山緑陽高校 

 

 

 

131



分
類

終了時期

3月 11 回 610 人 100 円

【ねらい】

4.4 1・2・3・4

6月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1・2・4・5

6月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1・2・4・5

8月 3 回 20 人 0～500 円

【ねらい】

5 1・2・4・5

9月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1・2・4・5

令和４年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

青
少
年

【共催】 １．ＷＡＫＵ☆ＤＯＫＩ　はっぴー 【継続】 4月

【内容】
・遊び（外遊びや室内遊び）
・学び（学習ボランティアによる学習ルーム）
・食（児童とボランティア全員で昼食）

青少年の健全育成及び地域の人材発掘と教育力
の向上、地域で子供たちが見守られ安心して暮ら
せるまちづくりを推進する
【総合評価】

【内容】
・茶道サークルの指導による茶道体験
・形態：学校教育と社会教育の連携事業（学社連携）
・対象：広瀬小学校3年生児童

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

日本茶及び狭山茶の学習の一環として茶道を体
験し、茶道の心や礼儀礼節について学び理解す
る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】広瀬小学校　【講師】なごみ会

【重点目標】

備
考

【共催】ＮＰＯ法人地域教育ネットワーク、青少
年育成水富地域会議、水富公民館　【協力】ボ
ランティア、無料学習塾さざんか塾、平野明雄
【協賛】地元複数企業

【共催】 ２．＜広瀬小＞茶道体験授業 【継続】 6月

・施設見学及び活動サークルとの交流
・公民館に関する質疑応答
・形態：学校教育と社会教育の連携事業（学社連携）
・対象：広瀬小学校２年生児童及び引率保護者

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

小学校の近隣施設を訪問し、それぞれの施設の
役割を理解し、そこで働く人たちの思いや考えに
触れる
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】広瀬小学校

【共催】 ３．＜広瀬小＞とび出せ探検隊 【継続】 6月

【内容】

・茶道、ギター演奏、書道のチャレンジは開催
・陶芸、和裁の開催が決まっていたが新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため中止

日頃体験できない取組を通じて参加する子供たち
の生きる力や自尊感覚を養う、公民館はサークル
の学習成果を地域還元、異世代交流も図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】公民館活動サークル

【主催】 ４．夏休みキッズチャレンジ 【継続】 7月

【内容】

・水墨画の見本指導
・練習
・めだかの水墨画作品の完成
・感想発表
・形態：学校教育と社会教育の連携事業（学社連携）
・対象：水富小学校6年生児童

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

図画工作の授業の一環で、水墨画を通じて、様々
な物で芸術作品を描くことが出来ることを学ぶ

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】水富小学校、水富公民館　【講師】香墨
会

【共催】 ５．＜水富小＞墨のうた 【継続】 9月

【内容】
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分
類

終了時期

令和４年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1・2・4・5

12月 1 回 5 人 400 円

【ねらい】

4.6 1・2・4・5

3 件 15 回 635 人

3月 11 回 7 人 0 円

【ねらい】

1・3・4

3月 12 回 68 人 0 円

【ねらい】

1・2・3・4

3月 12 回 66 人 0 円

【ねらい】

1・2・3・4

青
少
年

【共催】 ６．<広瀬小>公民館サークル活動体験 【継続】 11月

【内容】
（会場：広瀬小学校体育館）
・3サークルから各児童が選んだ１サークルの活動体験
・活動体験（練習）したことの成果発表会
・感想発表
・形態：学校教育と社会教育の融合事業（学社融合）
・対象：広瀬小学校3年生児童

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

児童は公民館を理解すると共に、生きる力や自尊
感覚を養う、公民館はサークルの学習成果を地域
還元する、異世代交流も図る
【総合評価】

【内容】
冬休み期間に、学校のお手本を基に書き初めを練習 地域の子供達の心の育成、公民館はサークルの

学習成果を地域還元、異世代交流も図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】書道愛好会

【重点目標】

備
考

【共催】広瀬小学校　【協力】青空の会、踏青俳
句会

【共催】 ７．書き初めにチェレンジ 【新規】 12月

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

成
人
一
般

【主催】 １．暮らしの談話室 【継続】 4月

【内容】
「暮らしのお悩み何でも相談会」から名称変更、狭山市
社会福祉協議会による地域住民向けの相談室
生活上の心配ごとや困りごとの解決・軽減の手助け
屋外でコーヒーを提供するなどし、サロン形式で気軽に
相談できる場を設け実施

地域づくりの支援、地域交流

【内容】
・4月：押し花作品作り　　・5月：歯のお話
・6月：パネルシアター　　・7月：風車作り
・8月：ミニ縁日　　　・9月：パネルシアター
・10月：お話劇　　　・11月：骨盤体操
・12月：手形アート（クリスマスブーツとツリー）
・1月：たこ作りとたこあげ
・2月押し花作品作り　　　・3月：腹話術

母親のリフレッシュやママ友づくりを通じて、子育て
中の母親が安心して暮らせるまちづくりに寄与、ま
た子育て支援の人材育成も図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】ボランティアスタッフ、狭山市保健セン
ター、狭山市総合子育て支援センター、押し花
の会あすなろ【講師】鈴木孝雄、石川育代、奥
村照明

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山市社会福祉協議会、水富公民館

【主催】 ２．親子サロンすまいる 【継続】 4月

・機織り談義
・機織り見学及び体験
・広瀬斜子織に関する説明及び質疑応答

明治時代の特産品で、今は幻の絹織物となった広
瀬斜子織を広く周知し、地域の歴史に触れ郷土愛
を深め、サロンにおける交流も図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山遊糸会

【共催】 ３．広瀬斜子サロン 【継続】 4月

【内容】

133



分
類

終了時期

令和４年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

12月 22 回 179 人 22,000 円

【ねらい】 （テキスト代別）

1・3

11月 2 回 22 人
300～
1,000 円

【ねらい】

4.8 1･2･4

1月 1 回 2 人 200 円

【ねらい】

5 1・2・3・4

12月 2 回 85 人 300 円

【ねらい】 （1株あたり）

1・2・4

7月 1 回 11 人 0 円

【ねらい】

4.4 1・3・4

成
人
一
般

【共催】 ４．初心者向けパソコン教室 【継続】 4月

【内容】
・講義
・パソコン実習
・当日の振り返り
･次回の予定
・スタッフがサポートしながら実習

初心者がセキュリティも含めてパソコンの操作を習
得し、安全かつ便利にＩＣＴ活用ができる技能の習
得を図り、受講者交流も図る
【総合評価】

【内容】
・食育についての学習
・市内の農産物の学習（狭山茶、里芋など）
・4月：茶育と食育
・11月：畑でさといもの学習と収穫体験

幼児から低学年児童と保護者を対象に、食育の大
切さを学び、狭山の野菜を理解し、調理体験を親
子で行う
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】「農と食育」Ｋｉｄｓ ＆ Ｊｒ．、水富公民館
【協力】広瀬古谷園、樋口農園

【重点目標】

備
考

【共催】狭山パソコン支援の会

【共催】 ５．食育講座 【継続】 5月

・ミニ織り機を使用し、ミニタペストリーを作る
・広瀬斜子織の紙芝居を鑑賞

親子対象として楽しくいろいろな体験をするふれあ
い講座、家族の絆や大切さを、体験を通して再認
識することを目的として実施
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】狭山遊糸会

【主催】 ６．親子体験講座 【新規】 6月

【内容】

・7月：じゃがいも掘り
※上記、梅雨明け直後の厳暑で熱中症の危険があり中
止
・10月：ピーナッツ掘り
・12月：さといも掘り

家族や地域の中でのふれあいを図りながら、自然
の恵みに感謝していも掘りなどの収穫を体験する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山市長野県人会

【共催】 ７．自然ふれあい事業 【継続】 7月

【内容】

災害リスクや「もしもの備え」を講義形式で講義 大規模な自然災害の発生に備え、日頃の心構えと
準備、そして災害発生時に命を守るためのポイント
を学ぶ
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】水富公民館【講師】狭山市危機管理課

【共催】 ８．防災講座 【継続】 7月

【内容】
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分
類

終了時期

令和４年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

8月 1 回 28 人 0 円

【ねらい】

5 1・3

9月 1 回 13 人 0 円

【ねらい】

2・5

10月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

2・5

11月 1 回 46 人 0 円

【ねらい】

4.6 1・3・4

11月 1 回 5 人 0 円

【ねらい】

4.8 1・2・3・4

成
人
一
般

【共催】 ９．平和講座 【継続】 8月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

登録サークルによる二胡の演奏と、言霊表現ユニットに
よる朗読

演奏と朗読をとおし、いつもの生活が当たり前にで
きるありがたさを感じ、今だからこそ、一人一人が
「平和の尊さ」を真剣に考える契機とする

【内容】
・開会式
・初級と上級の2グループによる対抗戦
・優勝者表彰及び副賞（館長賞）授与

将棋サークルの活性化と地域の将棋愛好家の交
流を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山と金倶楽部

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 囲碁サークルの活性化と地域の囲碁愛好家の交
流を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】広瀬囲碁同好会

【共催】

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】水富公民館【協力】横山美衣、言霊表現
ユニット、ジャスミン

【共催】 １０．ひろせ王将杯 【継続】 9月

１１．ひろせ囲碁大会 【継続】 10月

【内容】

・広瀬小、西中学校生の人権作文発表
・狭山緑陽高校吹奏楽の演奏

互いが尊重し気遣うことで、日常の生活がより豊か
に送れるように改めて感じる契機とし、児童生徒が
地域に愛着を感じ、自立心などを育む一助とする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】水富公民館【協力】広瀬小学校、西中学
校、狭山緑陽高校

【共催】 １２．人権講座 【継続】 11月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

・パラリンピック競技を体験
※感染症拡大防止の為、障がい者は当日欠席

親子で競技の楽しさを体験するとともに、障害者と
一緒に競技をすることでお互いが知り合い、認め
合い尊重しあう契機とする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】社会福祉法人茶の花福祉会　大樹の家
【講師】星恒夫（埼玉県障がい者スポーツ指導
者協議会理事）

【共催】 １３．親子でボッチャ体験講座 【新規】 11月

【内容】
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分
類

終了時期

令和４年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

12月 1 回 19 人 0 円

【ねらい】

4.5 1・3

2月 2 回 19 人 0 円

【ねらい】

4.6 1・2

1月 3 回 17 人 1,000 円

【ねらい】 （テキスト代）

4.4 1・2・5

1月 1 回 16 人 0 円

【ねらい】

1･3

3月 2 回 26 人 300 円

【ねらい】 （テキスト代）

4.5 1・2・3

成
人
一
般

【共催】 １４．環境講座 【継続】 12月

【内容】
・後期ひろせ寿大学第３回「環境問題を生かす新しいラ
イフスタイル」環境保護などについて講義

ＮＰＯ法人との共催で実施。環境問題の現状を理
解し、個人として、また地域として環境保護に貢献
するためのポイントを理解する
【総合評価】

【内容】
・基本操作とインターネット検索を学習
・個別相談
（全2回）

主に初めての方を対象として、基本操作の習得を
図り、便利なツールとして活用していこうとする契機
とする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】ソフトバンク株式会社

【重点目標】

備
考

【講師】皆川健治（NPOさやま環境市民ネット
ワーク）

【共催】 １５．初心者スマホ講座 【新規】 1月

・基本を学習
・3回目に全員で演奏できるように目指し実習
・サークル立上げとなる
（全3回）

楽器演奏体験を通して、仲間を増やし、演奏を楽
しみ生活を豊かになるよう繋げる、講座終了後は
サークル結成を目指す
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】新井鉄夫（ラプレ　ウクレレ・レッスン代
表）

【主催】 １６．ウクレレ体験講座 【新規】 1月

【内容】

入曽地区の史跡・文化財の訪問見学と質疑応答
・水野の庚申塔　　・入曽用水
・金剛院　　・野々宮神社
・常泉寺　　・七曲井
・入間野神社　　・夢地蔵

地域の身近な文化財を巡り、地域や文化財の歴
史を学び、郷土愛を深める

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】富士見公民館、水野公民館

【共催】 １７．文化財めぐり 【継続】 1月

【内容】

・1回目：ダイエットピラティス体験講座
・2回目：コーピングヨガ体験講座

「もっと輝く人になる」の副題で実施するリフレッ
シュも兼ねた女性応援講座。生活の彩りをより豊か
にするためのヒントを提供する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】豊田純子（ビューティーボディプラン
ナー）

【共催】 １８．ひろせ女性講座 【継続】 2月

【内容】
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分
類

終了時期

令和４年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 1 回 10 人 円

【ねらい】

4.2 1・2・3

3月 0 回 0 人 500 円

【ねらい】

2・5

18 件 77 回 639 人

3月 21 回 411 人 0 円

【ねらい】

1・2・3

3月 11 回 30 人 0 円

【ねらい】

1・2・3・4

6月 1 回 18 人 0 円

【ねらい】

1・2・3・4

成
人
一
般

【共催】 １９．健康づくり講座 【継続】 2月

【内容】
・ボーリング大会、チーム対抗戦で実施 健康の維持増進とあわせて身体を動かすことの楽

しさを体験学習し、自分に合った無理のない運動
の継続を促進するための講座を実施

【内容】
・手打ちうどん作りの説明
・手打ちうどん作り実習
・会食

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

日本の食文化、料理の奥深さや楽しさを学び、手
打ちうどんを体験する。お土産に各自が打ったうど
んを持ち帰る

【主催】 ２０．手打ちうどん講座 【継続】

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】広瀬男性料理サークル

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】富士見公民館、水野公民館

3月

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

高
齢
者

【共催】 １．ひろせ青空サロン 【継続】 4月

【内容】
・脳トレ
・体操
・ダンス
・ゲーム
・合唱
・歓談交流

主に高齢者を対象に、健康寿命を伸ばすための
楽しいサロンとして実施する。あわせて、地域の中
での交流を図る

【内容】
・相続、遺言、成年後見などの相談対応
※守秘義務を遵守徹底し、相談者のプライバシーに配
慮して実施

遠くの相談機関まで出かけることが困難な高齢者
を対象に、行政書士が対応する身近な相談室とし
て実施する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】堀江誠（行政書士）

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】青空の会

【主催】 ２．ひろせ生活よろず相談室 【継続】 4月

前期ひろせ寿大学第３回「令和時代の資産形成のお話
し」として、金利や為替のことなどを講義

高齢者がこれからの生活を安心して過ごすため
に、正しいマネープランや金融商品の理解をする
と共に、さまざまな危険への予防知識を得る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】明治安田生命

【共催】 ３．実年向け経済・金融講座 【新規】 6月

【内容】
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分
類

終了時期

令和４年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

9月 6 回 128 人 500 円

【ねらい】

4.2 1・2・3・4

9月 1 回 8 人 0 円

【ねらい】

4.3 1・2・3・4

3月 5 回 96 人 500 円

【ねらい】

4.2 1・2・3

3月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1・2・3

6 件 45 回 691 人

11月 1 回 26 人 0 円

【ねらい】

2・4

高
齢
者

【主催】 ４．ひろせ寿大学（前期講座） 【継続】 4月

【内容】
・4月：防犯への備え（特殊詐欺の現状と対策）
・5月：廣瀬神社物語
・6月：令和時代の資産形成のお話し
・7月：“思い出ノート”活用のお話し
・8月：まちの縁側プロジェクトとは
・9月：清水冠者義高

実年世代の学習欲求に応え、様々な現代的課題
や地域課題について考えると共に、地域の中での
同世代の仲間づくりを促進する
【総合評価】

【内容】
高齢ドライバー対象に安全な運転方法を講義 シニアドライバーに対する「安全に、より長くクルマ

を運転し続けてもらう」ための支援として開催

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】損保ジャパン株式会社、狭山警察、狭
山市交通防犯課

【重点目標】

備
考

【講師】埼玉県防犯交通安全課、齊藤義三（廣
瀬神社元総代長）、明治安田生命、黒川昭（ま
ちの縁側推進プロジェクト水富代表）、吉岡勇
三（狭山まちづくりストの会）

【主催】 ５．シニアドライバー講習会 【新規】 9月

・10月：柏原城からの狭山歴史ロマン
・11月：歯の健康、日々の健康
・12月：環境問題を生かす新しいライフスタイル
・ 1月：狭山茶文化・おいしい狭山茶
・ 2月：ふと、立ち止まって記憶散歩
　　　　　※降雪のため中止
・ 3月：昭和にタイムスリップ

実年世代の学習欲求に応え、様々な現代的課題
や地域課題について考えると共に、地域の中での
同世代の仲間づくりを促進する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】名雲康仁、保健センター、皆川健治
（NPOさやま環境市民ネットワーク）、古谷敦夫
（広瀬古谷園園主）【出演】広瀬ギター同好会

【主催】 ６．ひろせ寿大学（後期講座） 【継続】 10月

【内容】

各自に合った重りを手首と足首に付け、筋力アップの
体操を行いながら交流を図る

※指導者との調整がとれず中止

高齢者の筋力の維持向上と地域の中での交流を
図るための健康増進事業

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】介護保険課、柏原・水富地域包括支援
センター

【共催】 ７．いきいき百歳体操ひろせ 【新規】 10月

【内容】

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

イ
ベ
ン
ト

【主催】 １．音楽ふれあいイベント 【継続】 4月

【内容】
・4月：春だ！みんなで歌おう
・5月：広瀬芸術祭サロンコンサート
※上記、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止
・11月：アンサンブルコンサート

音楽の持つ力を活用して、音楽の楽しさを実感す
ると共に、地域におけるあたたかい交流を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【出演】さやま管弦楽クラブ
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分
類

終了時期

令和４年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

5月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1・2・3・4

6月 3 回 509 人 0 円

【ねらい】

1・2・3・4

7月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1・2・3・4

8月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1・2・4

10月 1 回 1,400 人 0 円

【ねらい】

1・2・4

イ
ベ
ン
ト

【共催】 ２．広瀬芸術祭 【継続】 5月

【内容】
・絵画、版画、和紙絵、押し花作品、水墨画、書などの
作品や斜子織りの展示
・カラオケ、お箏、民謡と三味線などのホール発表
・健康体操の参加型体験イベント
・サロンコンサート

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

恒例の広瀬公民館独自の芸術祭。活動サークル
に学習成果の発表の場を提供すると共に、地域に
おける豊かな交流を促進する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】広瀬芸術祭実行委員会

水墨画、水彩画、書の作品展示をロビーで実施 広瀬芸術祭中止により、代替事業としてサークル・
団体の作品を展示

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】香墨会（水墨画）、みずえアルシュ、す
みの会

【共催】 ３．広瀬芸術祭代替事業 【継続】 5月

【内容】

・紙コップの糸巻き車　・プラバンキーホルダー
・おはなのくびかざり　・どんぐり工作
・ヨーヨー釣り　・輪投げ　・けん玉　・マグダーツ

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

０歳から小学生の子供をもつ家族を対象に、様々
な遊び体験を通じて社会的なルールを学び、地域
交流を図ることを目的に実施する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】埼玉県家庭教育アドバイザーｉｎ狭山

【共催】 ４．あそびの広場 【継続】 7月

【内容】

・前半：交通安全アトラクション
・後半：マジックショー
・参加者全員に交通安全啓発グッズを配布

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

家族や友だち同士で楽しくマジックショーを鑑賞す
るふれあいイベント。交通安全ミニ講座も実施し、
交通安全の啓発を図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】マジック・トトロ、狭山市交通防犯課

【主催】 ５．マジックショー 【継続】 8月

【内容】

・今年度より地区体育祭から水富祭に変更。広瀬河川
敷公園でのウォーキング主体の事業
・外ヨガ、太極拳、ノルディックウォーキングの体験コー
ナー

水富地区を対象に、地域住民の交流と親睦、世代
間交流などの地域コミュニティの促進を図る

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】水富地区自治会連合会、水富公民館

【共催】 ６．水富祭　ウォーキングフェスティバル 【新規】 10月

【内容】
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分
類

終了時期

令和４年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 1 回 1,281 人 0 円

【ねらい】 （作品販売などは有料）

1・2・3・4

10月 1 回 97 人 0 円

【ねらい】

1・2・3・4

5 件 7 回 3,313 人

3月 3 回 987 人 0 円

【ねらい】

1･2・5

1 件 3 回 987 人

11月 2 回 56 人

【ねらい】

1・3・4

10月 2 回 12 人

【ねらい】

1・2・4

10月

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

展
示

【共催】 １．ロビー作品展 【継続】 11月

【内容】
・11月：かよう会展
・12月：年賀状展
・3月：つつじ野イーゼル会展

活動サークルや有志個人に学習成果の発表の機
会を提供し、作品展示を通じて地域における交流
を促進する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】かよう会、つつじ野イーゼル会、版画・青
い実、押し花の会あすなろ、有志個人

イ
ベ
ン
ト

【共催】 ７．市民文化祭広瀬公民館会場 【継続】 10月

【内容】
・芸術作品づくりサークルの作品展示
・発表活動サークルのホール発表
・子どもデー

文化振興を図る恒例の市民文化祭。活動サーク
ルに学習成果の発表の場を提供すると共に連帯
を深め、地域における交流を促進する
【総合評価】

【内容】
文化祭子どもデーに開催
・遊び広場
・押し花作品づくり
・交通安全あそび
・万華鏡工作
・野菜販売

地域のグループや個人に趣味や特技を披露する
自分店（見せ）の機会を提供し、豊かな交流を図る
地域づくり事業として実施する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】水富地区民生委員児童委員協議会、交
通防犯課、狭山市長野県人会、押し花の会あ
すなろ、有志個人

【重点目標】

備
考

【共催】市民文化祭広瀬会場実行委員会【協
力】狭山緑陽高校美術部、西中学校美術部家
庭科部、青空の会

【共催】 ８．だがしや楽校 【継続】

『展示』事業（件数、回数、延参加者数）小計

会
議
等

【主催】 １．各種実行委員会  【継続】 4月

【内容】
・4月：広瀬芸術祭実行委員会
・4月：だがしや楽校作戦会議
※上記、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止
・7月、9月：市民文化祭実行委員会

大型イベントの実行委員会。当該イベントの趣旨、
実行体制、準備内容と役割などを決定し、参加団
体の連帯を深めて円滑な実施を図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【主催】各実行委員会

・4月：令和3年度の運営管理全般の振り返り。今年度の
運営計画および課題についての説明。意見交換
・10月：令和4年度上半期の運営管理の実施結果の説
明。意見交換

客観的な視点により公民館の施設運営や事業を
検証し、ＰＤＣＡの精度を高め、より良い公民館運
営を図る。問題や課題に対する提案を得る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 ２．事業運営委員会 【継続】 4月

【内容】
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分
類

終了時期

令和４年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 1 回 66 人

【ねらい】

　 1・4・5

3 件 5 回 134 人

3月 12 回

【ねらい】

1・2・4

3月 12 回

【ねらい】

1・2・4・5

3月 12 回

【ねらい】

1・4・5

3 件

【総合評価】 【重点目標】

備
考

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

会
議
等

【主催】 ３．利用者懇談会 【継続】 3月

【内容】
・令和4年度の事業報告及び振り返り
・利用者満足調査結果報告及び改善計画説明
・令和5年度方針、スローガン、事業計画説明及び承認
・登録団体更新手続き説明
・登録団体交流懇談

定例の利用者懇談会。事業結果や事業計画の理
解を図ると共に、要望、意見、提案をヒヤリングす
る、登録団体どうしの連帯や親睦も深める

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】狭山市広報課、近隣自治会ほか

【主催】 ３．その他の広報活動 【継続】 4月

【内容】
・広瀬公民館だよりの掲載
・個別の事業予定及び募集要項の掲載
・休館日及び夜間閉館日の掲載
・事業実施後の速報レポートの掲載
・登録サークルの掲載
・取組事業の掲載
・その他必要なお知らせ

タイムリーな掲載により、事業予定や取組を広報す
る。事業実施後の速報も積極的に行うことにより、
広く広瀬公民館の存在をＰＲする
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 ２．広瀬公民館ホームページ更新 【継続】 4月

『広報』事業（件数）小計

【内容】
・近隣商業施設等への広報依頼
・近隣学校や公共施設等への公民館だより配布
・公民館利用案内や事業広報の掲示、配布、配架
・公民館サークルや利用者のネットワーク活用
※毎月の公民館だよりの掲示及び配架の依頼

公民館だよりの自治会を通じての配布ルート以外
に、様々なチャンネルを活用して広報力を高め、イ
ベントの集客を促進する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】狭山市広報課、近隣の公共機関及び商
業施設、公民館サークルほか

広
報

【主催】 １．広瀬公民館だよりの制作・発行 【継続】 4月

【内容】
・事業予定及び募集要項の掲載
・休館日及び夜間閉館日の掲載
・サークル会員募集情報の掲載
・その他必要なお知らせの掲載

公民館の事業予定や取組を広報し、市民にとって
有用かつ必要な情報を広報すると共に、広く広瀬
公民館の存在をＰＲする
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◆
（昭和４８年３月３１日完成）

鉄筋コンクリート造 ・地上２階建

㎡

事務室 ㎡

事務倉庫・湯沸室 ㎡

人 ㎡

機械室 ㎡

ロビー・廊下・玄関 ㎡ 証明記載台、印刷機等

トイレ ㎡ 多目的用有り

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

弓道場

施設等の整備状況 耐震補強工事

第２学習室・事務室天井改修工事 令和元年度

◆

mizt-kom@city.sayama.saitama.jp

－

水富公民館

施設概要
開館年月日 昭和４８年４月１日

構造 ・規模

敷地面積 1,582

施設内容 区分 定員 面積 備考

１
階

32.5 公民館・地区センター窓口

小計 50 291.69

28.19

会議室 10 18.79

－

和室 40 94.43 ２０畳敷、水屋有り

19.18

２
階

ホール 80 138.15 ｱｯﾌﾟﾗｲﾄﾋﾟｱﾉ、ｽｸﾘｰﾝ、鏡

第１学習室 30 60.95 スクリーン

第２学習室

－

廊下 － 44.01

15 32.6

調理実習室 25 60.95 調理台５台（講師用含む）

トイレ 21.66

小計 150 358.32

合計 200 650.01

付属施設

平成２５年度

社会教育主
事有資格者副館長 主事

0 1

ＦＡＸ

交通 西武バス（狭山グリーンハイツ行/飯能駅北口行）根岸新道下車徒歩５分

施設案内
所在地 狭山市根岸２丁目１７番１３号

電話 04-2954-4730 04-2954-7885

76.94

21.66

－

－

－

職員配置 館長 主任

E-mail

1 1 2 （R5.4.1時点）
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令和４年度 水富公民館 振り返り（評価・課題） 

 

水富公民館では、令和４年度の狭山市基本方針に基づき４つの重点目標を掲げ、事業

を実施した。各項目についての評価、課題は次のとおりである。 

 

重点目標 １ 現代的課題・地域課題への取組の強化 

ICT 活用について、スマホ体験講座や SNS 初心者向け講座を実施することで高齢者の

情報取得に対するフォローを図るとともに、その他、現代的・地域的課題の解決に向

けた各種講座・イベントを実施した。 

 

重点目標 ２ 幼児から高齢者まで、ライフステージにふさわしい事業の拡充 

青少年対象事業は児童・生徒にゲーム制作を題材にしたプログラミング講座等を実施し

た。プログラミング講座は内容や性質を考慮し、習い事や感染症等で欠席する児童・生徒

の学びを継続させるため、動画配信サービスを活用した録画配信型の講座も併用した。 

成人一般対象事業は「子育て世代のホンネ」及び「絵本の読み聞かせを学ぼう」講座にお

いて、武蔵野学院短期大学の先生を講師に、子育ての現状・実態や絵本の読み聞かせを学

び、幼稚園にて実演形式で読み聞かせを行うものである。当講座は公民館の主利用者層で

ある高齢者と利用が増えつつある子育て世代とが繋がる機会創出や先輩ママとしてのフォ

ローができる環境整備を図り実施したものである。 

高齢者対象事業はシニア世代が前向きに公民館や地域活動を楽しむきっかけ作りを図り、

終活やセカンドライフを題材に講座を実施した。 

 

重点目標 ３ 地域活動の維持や地域行事の再構築、見直しの支援 

  水富音楽祭・歌声広場の再開のための支援や水富地区体育協会の解散を受け自治会

や地域団体が協力し企画検討した新規事業「水富祭ウォーキングフェスティバル」の

実施支援を行い、地域活動の再構築や見直しの支援をした。 

  また、地域を担う人材の発掘や後継者の育成のために、地域の個人事業者と連携し

た事業「福ぷくお寺マルシェ水富柏原冬の市」を開催した。事業の実施過程が公民館

の認知に繋がり公民館を会場とする事業やサークル活動を開始することもできた。 

 

重点目標 ４ 公民館利用者・サークルの支援 

  各種イベント・活動時など、感染症対策が難しかったが、市民文化祭での同期間中

の展示、動画放映などを実施し、サークルの発表機会確保に努めた。 

  また、ノルディックウォーク体験講座や子育て支援など、公民館事業をきっかけに

新たな利用団体の設立に繋げた。 
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水富公民館ピックアップ事業 2022.4-2023.3

地域課題解決事業
【実施時期】４月～3月【回数】15回【参加者数】延433人【参加費】0円【総合評価】 4.8点【重点目標】1～4

成人一般対象事業 ね
ら
い

地域の郷土愛醸成や地域活動を主体的に
行う後継者の発掘、育成を図る事業を実施

歴史散歩（全2回）

主な講座

◆概要 歴史や文化財などをテーマに講義を受け、説明を受けながら
所縁の地を歩く。今年度テーマ：城山砦跡（共催：柏原公民館）

◆講師 お城案内人名雲康仁氏

◆次年度予定 現在、再整備中の今宿遺跡をテーマに実施

現代的課題解決事業
【実施時期】４月～3月【回数】9回【参加者数】延465人【参加費】0円【総合評価】 4.5点【重点目標】1～4

成人一般対象事業 人権、防犯、防災、その他多様化する
現代的課題の解決を図る事業を実施

子育て世代のホンネ（1回）、絵本の読み聞かせを学ぼう！（全3回）

主な講座

◆概要 公民館の主利用者層である高齢者と子育て世代及び乳幼児との交流や子育てへの理解・参画を
図る一助とするため、現代の子育ての悩みや寄り添い方、絵本の読み聞かせを通じた関わり方
を学び、成果発表として絵本の読み聞かせを地域の幼稚園で発表した。

◆講師 武蔵野短期大学野村和氏

◆協力 水富幼稚園

◆実施経緯
当館の従来課題として「地域での子育てや見守り・世代間
ギャップ」を認識し、現代の乳幼児期の関り方や絵本の読み
聞かせ講座などを企画したが、感染症等の事情でこれまで実
施に至らなかったもの。
高齢者と子育て世代との交流の機会を創出し子育て支援
への理解や参画、地域の繋がりの再構築を図り実施した。
なお、今年度は感染症を考慮し世代間交流 よりも子育て
事情の理解を優先するため高齢者を主対象とし事業を実施
したが、当事業本旨は成人一般へのフォローアップである
ことから、成人一般事業として計上する。

ね
ら
い

子ども体験講座
【実施時期】４月～3月【回数】16回【参加者数】延170人【参加費】0～1,000円【総合評価】4.9点【重点目標】1・2

青少年対象事業 ね
ら
い

体験学習を通じた経験を基に将来設計や
夢の実現、学習意欲の向上に寄与する

◆概要 狭山市近郊で経験できない貴重な体験や金銭的に高価な体験を公民館で安価または無料で
提供し、受講しやすくすることで子どもたちの学びの均等化や学習意欲向上を図るとともに
講師やメンター、学区を超えた交流を通じて主体的・対話的な学びの醸成を図るため実施。

8月・12月 カラーサンドアート体験（各1回）

一般的な参加費
2,000円

当館での参加費
1,000円

夏・秋・冬 プログラミング体験（全4回×3期）

一般的な参加費
10,000円

当館での参加費
無料
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<前年との比較>
◆青少年対象：実施回数28回(前年度16回)延参加者数788名(前年度576名) ◆成人対象：実施回数51回(前年度37回)延参加者数1,184名(前年度239名)

◆高齢者対象：実施回数14回(前年度18回)延参加者数138名(前年度134名) ◆イベント：実施回数7回(前年度3回)  延参加者数2,275名(前年度578名)

◆合 計：実施回数100回(前年度74回)延参加者数4,385名(前年度1,527名)

熟・年・楽・校
【実施時期】４月～3月【回数】14回【参加者数】延133人【参加費】0円【総合評価】 -点【重点目標】1～4

高齢者対象事業 ね
ら
い

高齢者の生きがい創出や生活のちょっと
した不安・悩みの解決を図る事業を実施

終活やセカンドライフを楽しく考えよう！（全３回）
主な講座

◆概要 シニア世代の中で関心が高まっている終活や豊かなセカンド
ライフを過ごすための事項をテーマに全３回講座を実施。
①人生会議をしてみよう
②エンディングノートを書いてみよう
③暮らしを整えよう

◆講師 ①五十嵐信子氏（一般社団法人狭山市医師会） ②嶋田竜博氏（株式会社セレモア）
③後藤邦江氏（株式会社オリジナルコンフォート代表取締役・マスターライフオーガナイザー）

福ぷくお寺マルシェ 水富・柏原冬の市（公民館共催）

【実施日時】2023年1月21日（土）【参加者数】延250人【会場】宗源寺（狭山市笹井）【参加事業者】9団体

成人一般・地域課題解決事業

◆ねらい・概要
地区事業者と公民館が協働で賑わい創出のため
イベントを企画・運営した。水富地区事業者7件、
柏原地区事業者2件が協力。来場された方からは、
「コロナ禍で人と会う機会が減っていたが久しぶ
りの方に会えて嬉しかった」「笹井でマルシェは
初めて。ぜひまたやってほしい」など好評だった。

水富祭ウォーキングフェスティバル（公民館共催）

【実施日時】2022年10月2日（日）【参加者数】延1,400人【会場】笹井自治会館から広瀬橋までの遊歩道・河川敷

イベント

◆ねらい・概要
地区の景観を楽しみながらのウォーキングや各種催事、キッチンカー
出店などによる地域住民の健康増進イベントを開催した。公民館からは
利用団体の協力や講座で人気の３つのイベント（ノルディックウォーク
体験、外でヨガ体験、外で気功・太極拳体験）を主催した。

◆主催：水富地区自治会連合会（地区体育祭の後継事業として実施）

公式SNSの活用
その他の取り組み

◆ねらいと概要
地域のちょっとした事柄や風景、サークル活動紹介などをより
即時的に行うため実施。令和4年8月よりFacebookページに加え、
Instagramアカウントを開設。若い世代の公民館の利用の増加や
講座・イベントへの参加者の増加に寄与した。
※SNSで紹介した記事の一部は当館公民館だよりにも抜粋掲載

【実施時期】４月～3月【回数】170投稿【延べ閲覧数】延84,885件※左記の回数及び延べ閲覧数はFacebookページのみ記載

Facebookページ Instagramアカウント

※令和３年度報告以降、いきいき百歳体操などサークル
活動に準じた事業は実施回数・延べ人数から除き計上146



分
類

終了時期

3月 通 年 4 人 0 円

【ねらい】

1・2

3月 16 回 170 人 0～1000 円

ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】

4.9 1・2

3月 11 回 614 人 100 円

【ねらい】

1～4

7月 0 回 0 人 0 円

【ねらい】

1～3

3 件 28 回 788 人

3月 15 回 189 人 0～300 円

【ねらい】

5.0 1・2

【内容】
・スポーツ推進委員によるドッヂビーの指導
・子供間、保護者や地域の大人などの世代間交流

※水富地区体育協会解散に伴い事業実施せず

【内容】

【重点目標】

【重点目標】

備
考

※計画当初青少年対象分類としていたが、事
業性質を鑑み、成人一般を対象分類とした

①あかちゃんワイワイ広場（年４回）
　 市総合子育て支援センター共催
②親子講座はっぴー（年9回）
 　NPO法人地域教育ネットワーク主催
③おさがり交換会（年2回） 子育て支援comono主催
④みずとみ子育てルーム（通年・随時）
　 会議室を親子で絵本を読む等に利用できるよう整備

備
考

１．乳幼児支援事業

小・中学生を対象に、スポーツを通して異年齢の
交流と仲間づくり、青少年の健全育成を図る

【総合評価】

【継続】

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【主催】水富地区体育協会

乳幼児とその保護者を対象に孤立化防止や子育
ての悩みを解決するために実施する

【総合評価】

4月【共催】

【内容】
①茶摘み体験講座
②プログラミング講座（全4回×3期）
③カラーサンドアート体験（2回）
④アロマバスボム作り体験

体験学習を通じた経験を基に将来設計や夢の実
現、学習意欲の向上に寄与する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】①「農と食育」Kids＆Jr.、広瀬公民館
【講師】①広瀬古谷園 ②齋藤大輔 ③渡辺かず
な ④横山裕子

【共催】 ４．ドッヂビー講習会 7月

【共催】 ３．WAKU☆DOKIはっぴー 【継続】 4月

【内容】
子ども食堂発展型事業
・遊び：小学校校庭で外遊び、公民館内で室内遊び
・学び：学力向上・自学習慣付けのための学習支援
・食：食に対する意識向上
・世代間交流、食事のマナー指導など総合的に実施
【協力・協賛団体】㈱日本標準、㈱セントラルフーズ、マノ精
工㈱、いるま野農協、無料学習塾さざんか、平野明雄、中央
企画、(有)アートビジョン、狭山工業団地工業会

学区を越えた子供同士の交流と地域の大人との世
代間交流を促進し、一緒に遊びや学び、食事をす
ることで顔の見えるつながりを構築する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】NPO法人地域教育ネットワーク、青少年
育成水富地域会議、広瀬公民館 ※9月は当初
計画通り実施なし

【継続】

令和4年度　水富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【主催】 １．学習ルーム提供事業 【継続】 4月

青
少
年

【内容】
公民館施設のうち利用予約の入っていない部屋を学生
等の学習の場として提供する

公民館施設のうち、利用予約の入っていない部屋
を学生等の学習の場として提供し、青少年の居場
所づくりや公民館の認知度向上を図る
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【主催】 ２.子ども体験講座 【継続】 4月

成
人
一
般
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分
類

終了時期

令和4年度　水富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 12 回 97 人 300～1200 円

【ねらい】

4.8 1～3

3月 9 回 465 人 0 円

ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】

4.5 1～4

3月 15 回 433 人 0 円

ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】

4.8 1～4

4 件 51 回 1,184 人

3月 14 回 133 人 0 円

ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】

4.7 1・2

中止 - 回 - 人 0 円

【ねらい】

1・2

1 件 14 回 133 人

【重点目標】

備
考

①ノルディックウォーク体験（全2回×4期）
②折り紙でさくら玉を作ろう
③ヨガティス体験講座（全2回）
④段ボール燻製器とスモークチーズ作り講座
⑤おやき風「狭山のごぼ里ちゃん」作り講座

【主催】 【新規】 4月３．現代的課題解決事業

新しい生きがいの発見や仲間づくりのために体験
型講座を実施する

【総合評価】

備
考

【講師】①玉利芳行 ②指宿静江 ③豊田純子
④久下泰一 ⑤今坂優代　※①のうち7月実施
分は参加者都合により中止した

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【重点目標】

【共催】社会福祉協議会水富支部

【継続】

【内容】

【継続】 4月【主催】

【内容】
①シニア世代の運転の注意や免許返納を学ぼう
②防災講座
③平和講座　朗読と二胡の演奏
④人権パネル展示
⑤子育て世代のホンネ
⑥絵本読み聞かせを学ぼう！（全3回）
⑦人権講座　小中学生のおもい・高校吹奏楽部の演奏

【主催】 ４．地域課題解決事業 【新規】 4月

【内容】
①暮らしの談話室（毎月第３水曜日）
②みずとみフォトギャラリー
③福ぷくお寺マルシェ水富柏原冬の市
④みずとみ歴史散歩（城山砦跡）

地域の郷土愛醸成や地域活動を主体的に行う後
継者の発掘、育成を図る事業の実施

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】①市社会福祉協議会 ④柏原公民館
【協力】③市内事業者 【講師】④名雲康仁

【共催】②・③・⑦広瀬公民館 【協力】⑥水富幼
稚園 【講師】①市交通防犯課・狭山警察署・損
害保険ジャパン株式会社 ②市危機管理課 ⑤
⑥野村和（武蔵野学院短期大学）

人権、防犯、防災などの現代的な課題の解決を図
る事業を実施する

【総合評価】

【内容】

中止

備
考

【総合評価】

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

２．お楽しみ交流会

【重点目標】

備
考

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 高齢化に伴い、孤立化しがちな高齢者を対象に、
仲間づくりや生きがいづくりを図り、地域交流の場
を提供する

【共催】

【総合評価】

【重点目標】

【内容】

【主催】 ２．大人体験講座 【継続】 4月

成
人
一
般

高
齢
者

高齢者の生きがい創出や生活のちょっとした不安・
悩みの解決を図る事業の実施する

①スマホ体験講座（1回×8期）
②初心者向けSNS講座（全2回）
③楽しく食べて健康に！健康講座
④終活やセカンドライフを楽しく考えよう（全3回）
　④-1 人生会議をしてみよう
　④-2 エンディングノートを書いてみよう
　④-3 暮らしを整えてみよう
※他、健幸体操及びいきいき百歳体操を定例実施

１．熟・年・楽・校

【講師】①スマートフォンアドバイザー ②公民館
職員 ③キューピー株式会社 ④-1五十嵐信子
④-2株式会社セレモア ④-3後藤邦江　※健幸
体操及び百歳体操は回数・人数に含めない
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分
類

終了時期

令和4年度　水富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 通 年 156 人 0 円

【ねらい】

1・2

1月 2 回 93 人 0 円

【ねらい】

1～4

10月 1 回 1,400 人 0 円

ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】

1～3

3月 3 回 626 人 0 円

【ねらい】

1～4

4 件 7 回 2,275 人

5月 1 回 - 人 0 円

【ねらい】

4

地域の賑わい創出等のため文化祭や地域イベント
などを利用者や事業運営委員と協力し実施する

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

イ
ベ
ン
ト

１．水富レンタルブック～絵本に親しもう

４．公民館利用者・運営委員協働事業

次の事業を実施した
・市民文化祭水富公民館会場（11月）
・水富クリスマスイルミネーション（12月）
・遊び横丁（3月）

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】水富地区自治会連合会、広瀬公民館
【講師・協力】さやまキッチンカー協会、玉利芳
行、豊田純子、狭山気功太極拳水富会

・絵本は館内１階ロビー3ヶ所及び会議室に設置
・地域の方からの寄付により蔵書数が増加
・水富子育てルームとして、利用の少ない会議室で絵
本などが読めるスペースを整備

【共催】市民文化祭水富公民館会場実行委員
会、民生委員・児童委員協議会、更生保護女
性会水富支部　青少年育成水富地域会議【協
力】水富公民館利用サークル

備
考

【共催】

【重点目標】

【共催】 11月

【総合評価】 【重点目標】

【内容】

【総合評価】

備
考

【継続】

9月28日及び1月25日に水富音楽団体交流演奏会とし
て実施。観客は演奏団体のみとし、相互の演奏を鑑賞
した

水富地域で活動している各種団体が一堂に会し、
歌や舞踊、演奏などを発表する。教育機関や各種
サークル等と連携し、イベントを開催する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

３．水富ウォーキングフェスティバル 【継続】 10月

【内容】
・入間川河川敷（広瀬～笹井間）にてウォーキングイベ
ントを実施
・各関係団体にて催しを実施
・公民館催しとして外ヨガ、気功太極拳、ノルディック
ウォーク体験を実施
・キッチンカー等の出店有り

地域住民の交流と健康増進を目的に水富地区自
治会連合会が主催する事業　※令和4年度から従
来の地区体育祭の形を変え実施したイベント

【共催】 ２．水富音楽祭・歌声広場

【共催】音楽の里実行委員会

【継続】 9月

【内容】

地区の立地上、図書館に足を運びにくい乳幼児を
持つ保護者を対象に、地域内で集めた絵本を貸し
出し、育児や親子の触れ合いの時間に役立てる

【内容】

4月【継続】【主催】

展
示

【共催】 １．講座講師の作品紹介 【継続】 4月

【内容】
公民館講座で実施する前に、講座内容をわかりやすく
するため、講師作品を紹介した。（成人一般対象・折り
紙でさくら玉を作ろう

公民館利用団体の活動発表機会として実施

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】公民館利用サークル
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分
類

終了時期

令和4年度　水富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 4 回 - 人 0 円

【ねらい】

2～3

11月 1 回 - 人 0 円

【ねらい】

4

2 件 5 回 0 人

3月 3 回 20 人

【ねらい】

1～4

2月 2 回

【ねらい】

1～4

2 件 5 回 20 人

3月 12 回

1～4

２．近隣保育所・幼稚園の作品展示

【共催】 ３．公民館利用サークルの作品展示 【継続】 10月

展
示

【継続】 8月

【内容】

【主催】 １．公民館事業運営委員会 【継続】 5月

【主催】 ２．公民館利用者懇談会 【継続】 6月

【内容】
公民館利用団体の活動成果物を一定期間展示した 公民館利用団体の活動発表機会として実施

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】公民館利用サークル

【共催】

【共催】水富幼稚園・笹井保育所

【内容】
・年間行事計画に対する意見交換や協力体制の調整
・市民文化祭の検討
・終了した事業の評価
・公民館事業運営委員主体の事業の企画等

各分野で経験豊富な運営委員の意見を取り入れ
事業を行うとともに、生涯学習の目標とする市民自
らが事業を主体的に行っていく体制を確立する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

水富幼稚園（2回）及び笹井保育所（2回）の園児の作品
を一定期間展示した

地域の幼稚園等との連携を図るとともに、親世代
来館者が子供たちの絵から元気を得ることを目的
に実施
【総合評価】 【重点目標】

備
考

『展示』事業（件数、回数、延参加者数）小計

会
議
等

【内容】
・基本方針や重点目標などの意見聴取
・文化祭協力体制を調整
・公民館利用や団体登録の更新事務の案内
・その他、公民館事業への協力依頼
※6月は書面で事前に内容を通知、質問がある、対面
で詳細を聞きたい方のみ参加とし実施。日程を分け、
定員管理に努めた。2月は書類送付のみ

利用者同士の交流を図るとともに、公民館職員と
のコミュニケーションの場とする。公民館のあり方、
役割について確認、啓発する
【総合評価】 【重点目標】

備
考

参加団体数　13団体（6月28日及び30日）

　

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

１．公民館だより発行 【継続】 4月

【内容】 【ねらい】
・毎月7,500部発行
・地域に関する情報発信
・公民館事業の周知
・公民館利用サークルの紹介、会員募集
・その他、広報活動としてチラシ作成等を実施

備
考

公民館の総合的な情報を提供し、利用者を増や
す

【総合評価】 【重点目標】

広
報
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分
類

終了時期

令和4年度　水富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月

1～4

3月

ピックアップ事業で紹介！

1～4

3 件

【内容】 【ねらい】

4月

・公式ホームページの更新
・事業報告の記事掲載
・講座開催のお知らせ
・公民館だよりの掲載
・その他、広報活動として公式SNSによる周知

イベント・事業などの情報を幅広く周知し、公民館
の情報をいつでも伝えられるようにする

【総合評価】

２．ホームページ更新 【継続】

『広報』事業（件数）小計

３．SNS「Facebook・Instagram」活用 【継続】 4月

【内容】 【ねらい】
・地域コミュニティの醸成及び新たな年代への情報発信
手段として活用
・地域の事柄や事業報告などの発信
・オンラインイベントを実施
・地域団体から依頼を受けSNS活用の講座を実施
・8月より公式Instagramアカウントを開設

地域コミュニティの希薄化を防ぐこと及びよりタイム
リーな情報発信を図り実施

【総合評価】 【重点目標】

備
考

2022年度投稿数　170件
上記投稿に対する閲覧数　84,885件

随時

広
報

【重点目標】

備
考

　

随時
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